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適合性の宣言

Zebra プリ ンタ  

105SLPlus™ 

( 製造元 : 

Zebra Technologies Corporation
333 Corporate Woods Parkway

Vernon Hills, Illinois 60061-3109 U.S.A.) は、

以下の用途において、 FCC の所定の技術基準に準拠しているこ とを宣言いたします。

家庭用、 事務所、 商業用、 および工業用

ただし、 本宣言にあたっては、 次を条件と します。
(1) この機器に対して未承認の変更を加えないこ と。

(2) 所定の手順に従って適切に保守および操作を行う こ と。
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準拠情報

FCC 準拠声明

このデバイスは、 FCC 規則の Part 15 に準拠し、 以下の 2 つの条件を前提と して動作
します。

1. 当該デバイスは、 有害な干渉を発生してはならない。

2. 当該デバイスは、 予想外の動作を引き起こす可能性のある干渉も含め、 すべての
干渉を受け入れなければならない。

カナダの DOC 準拠に関する声明

This Class B digital apparatus complies with Canadian ICES-003. 
( このク ラス  B デジタル装置は、 カナダの ICES-003 に準拠しています。 ) 

Cet appareil numérique de la classe B est conforme à la norme NMB-003 du Canada.

注 • この装置は、FCC 規則の Part 15 に基づく ク ラス  B デジタルデバイスの限度制限
を遵守するこ とが、 テス トによ り判明しています。 これらの制限は、 居住地域のイ
ンス トールで有害な干渉を合理的に保護するこ とを目的と しています。 この装置は
無線周波エネルギーを発生し、使用し、放射します。取扱説明書に従ってインス トー
ルや使用がなされない場合には、 無線通信に有害な電波障害を引き起こすこ とがあ
り ます。 ただし、 干渉が特定の設置で発生しないという保証はあ り ません。 この設
備がラジオまたはテレビ受信に有害な干渉を引き起こす場合 （設備をオン / オフし
てみる とわかり ます）、 次の方法で障害の解消を試みるこ とをお勧めいたします。

• 受信アンテナの向きまたは場所を変えます。

• 本機器と受信機の距離を拡大します。

• 受信機が接続されている回路とは別の回路のコンセン トに本機器を接続します。

• ディーラー、 または経験の豊富な無線 / テレビ技師に相談し、 援助を求めます。
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対象読者

本書ユーザー・ ガイ ドは、 プ リ ンタの定期的メンテナンス、 アップグレード、 または
問題の ト ラブルシューティグを必要とする読者を対象と しています。

本書の構成

ユーザー ・ ガイ ド  は、 以下のよ うに構成されています。

セクシ ョ ン 説明

はじめに ( 13 ページ ) このセクシ ョ ンでは、 プリ ンタ とプ リ ンタのコ
ンポーネン トについて概説します。

プ リ ンタのセッ ト アップと操
作 ( 39 ページ ) 

このセクシ ョ ンでは、 プリ ンタの初期セッ ト
アップと操作について技師に役立つ情報を提供
します。

プ リ ンタの設定と調整 
( 83 ページ ) 

このセクシ ョ ンでは、 プリ ンタの設定と調整に
ついて説明します。

定期的なメンテナンス  
( 131 ページ ) 

このセクシ ョ ンでは、 定期的なク リーニングお
よびメンテナンスの手順について説明します。

ト ラブルシューティング 
( 145 ページ ) 

このセクシ ョ ンでは、 ト ラブルシューティング
が必要なエラーについて説明します。 各種診断
テス ト も含まれています。

仕様 ( 173 ページ ) このセクシ ョ ンでは、 プリ ンタの機能および仕
様について説明します。

用語集 ( 181 ページ ) 用語集には、 よ く使用される用語のリ ス トが掲
載されています。
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文書の表記規則

表 1 では、 この文書で特定の情報を記述する際の表記規則を示します。

表 1 • 文書の表記規則

代替色

このガイ ドをオンラインで表示している場合に、 相互参照またはハイパーリ ン
クを示す青いテキス ト をク リ ッ クする と、 このガイ ドの別のセクシ ョ ンか、 ま
たはインターネッ トの Web サイ トに直接ジャンプします。

LCD ディスプレイの例

プリ ンタの液晶ディ スプレイ  (LCD) のテキス トは Arial フォン トで表示されま
す。

コマンド ・ ラインの例、 ファイル名、 ディ レク ト リ

コマンド ・ ラ インの例、 ファ イル名、 ディ レク ト リはすべて Courier New
フ  ォン トで表示されます。 例 : 

/bin ディ レク ト リに含まれるインストール後のスクリプ トにアクセスする
には、 ZTools と入力します。

/root ディ レク ト リにある Zebra <バージ ョ ン番号 >.tar ファイル
を開きます。

アイコンと忠告の言葉

次のアイコンと忠告の言葉は、 特定のテキス ト部分にユーザーの注意を喚起す
るために使用します。

注意 • 静電気放電の危険があることを警告します。

注意 • 電気シ ョ ックを受ける危険があることを警告します。

注意 • 過剰な温度の上昇によって火傷を負う危険があることを警告します。

注意 • 特定の操作を実行しなかった場合、 または特定の操作を回避しなかった場合、
身体を負傷させる危険があることを警告します。

( 絵記号なし ) 
注意 • 特定の操作を実行しなかった場合、 または特定の操作を回避しなかった場合、
ハードウェアに損傷を及ぼす危険があることを警告します。

重要 • タスクの完了に不可欠な情報を提供します。

注 •  本文の要点を強調または補足する客観的または建設的な情報を示します。

例 • テキス トの内容を明確にするための例やシナリオを提供します。
2013/5/1 P1056468-072



本書について
文書の表記規則

12
 

メモ • _____________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________

__________________________________________________________________________
P1056468-072  2013/5/1



1

はじめに
このセクシ ョ ンでは、 プリ ンタ とプ リ ンタのコンポーネン トについて概説します。
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プリンタのコンポーネン ト

図 1 に、 プ リ ンタの用紙コンパート メ ン ト内のコンポーネン ト を示します。 プ リ ン
タ ・モデルおよびインス トール済みオプシ ョ ンによって、プ リ ンタの外観は多少異な
る場合があ り ます。 これらのコンポーネン ト を十分に理解した上で、プリ ンタの設定
手順を続行してください。

図 1 • プリンタのコンポーネン ト

1 プラテン ・ ローラー

2 コン ト ロール ・ パネル

3 印字ヘッ ド ・ アセンブリ

4 印字ヘッ ド ・ オープン ・ レバー

5 リ ボン巻き取り スピンドル

6 リ ボン ・ サプライ ・ スピンドル

7 用紙サプライ ・ ガイ ド

8 用紙サプライ ・ ハンガー

5 6

1

43

2

7
8
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コン ト ロール ・ パネル

プリ ンタのコン ト ロールと インジケータはすべて、 コン ト ロール・パネルにあ り ます
( 図 2)。

図 2 • コン ト ロール ・パネル

1 2 3 4

5

7

12 13 14

11

6

8

10

9

1 POWER ( 電源 ) ランプ プリ ンタの電源がオンになる と点灯します。

2 PAUSE ( 一時停止 ) ランプ プリ ンタが一時停止している場合に点灯します。

3 ERROR ( エラー ) ライ ト  オフ 正常運転。 プ リ ンタにエラーはあ り ません。

オン プリ ンタにエラーがあ り ます。 詳細について
は、 ディ スプレイを調べてください。

4 DATA ( データ ) ランプ オフ 正常運転。 受信中または処理中のデータはあ り
ません。

オン プリ ンタはデータを処理中または印刷中です。
受信中のデータはあ り ません。

点滅 プリ ンタがホス ト ・ コンピュータからデータを
受信しているか、 ホス ト ・ コンピュータにス
テータス情報を送信しています。

5 ディ スプレイでは、 プ リ ンタの動作状態が表示され、 メニュー ・ システムをナビゲートで
きます。

6 + ( プラス ) ボタンを押すと、 パラ メータの値が変わり ます。 一般的な使用法と して、 値を
増加させたり、 選択肢をスクロールしたり、 プ リ ンタ ・ パスワードの入力時に値を変更し
たり します。

7 PREVIOUS ( 前へ ) ボタンを押すと、 メニューの前のパラ メータに戻り ます。
2013/5/1 P1056468-072
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8 - ( マイナス ) ボタンを押すと、 パラ メータの値が変わり ます。 一般的な使用法と して、 値
を減少させたり、 選択肢をスクロールしたり、 プ リ ンタ ・ パスワードの入力時にカーソル
位置を変更したり します。

9 SETUP/EXIT ( セッ ト アップ / 終了 ) ボタンで設定モードのオン / オフを切り替えます。

10 NEXT/SAVE ( 次へ / 保存 ) ボタン

• セッ ト アップ・モードで、NEXT/SAVE ( 次へ / 保存 ) ボタンを押すと、メニューの次のパ
ラ メータに進みます。

• セッ ト アップ ・モードの終了時に NEXT/SAVE ( 次へ / 保存 ) ボタンを押すと、様々なオ
プシ ョ ンを起動できます ( セッ ト アップ ・ モードの終了 ( 19 ページ )  参照 )。

11 CALIBRATE ( キャ リブレート ) ボタン

• プリ ンタが一時停止され、単票モードにある と き、CALIBRATE ( キャ リブレート ) ボタ
ンを押すと、 センサー ・ ゲインの調整なしで用紙とウェブのしきい値を設定する短い
キャ リブレートが開始され、 ラベル長が判別され、 用紙が次のウェブにフ ィード されま
す。

• プリ ンタが連続紙モードであるか、 一時停止していない場合、 このボタンは無効です。

12 PAUSE ( 一時停止 ) ボタンを押すと、 プ リ ンタの動作が開始または停止します。

13 FEED ( フ ィード ) ボタンを押すたびに、 空白のラベルが 1 つフ ィード されます。

14 プリ ンタの一時停止時に CANCEL ( キャンセル ) ボタンを押すと、 印刷ジ ョブがキャンセ
ルされます。
P1056468-072  2013/5/1
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コン ト ロール ・ パネル ・ ディスプレイ

コン ト ロール・パネルにはディ スプレイがあ り ます。 このディ スプレイでは、 プリ ン
タの状態を表示した り、 稼働パラ メータを変更できます。 このセクシ ョ ンでは、 メ
ニュー ・ システムをナビゲート してメニュー項目の値を変更する方法を説明します。

プリ ンタで電源投入シーケンスが完了する と、 アイ ドル表示に移り ます ( 図 3)。

図 3 • アイドル表示

ディスプレイでのナビゲート

表 2 に、ディ スプレイのパラ メータからのナビゲートに使用できるオプシ ョ ンを示し
ます。

1 プリ ンタの現在の状態

2 アイ ドル表示 ( 99 ページ ) で設定した情報

1

2

表 2 • ナビゲート

セッ トアップ ・ モードの開始

アイ ドル表示 ( 図 3) で、 SETUP ( セッ ト アッ
プ ) を押してセッ ト アップ ・ モードに切り替え
ます。 プリ ンタに最初のパラ メータが表示され
ます。
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パラメータのスクロール

パラ メータをスク ロールするには、 PREVIOUS 
( 前へ ) または NEXT/SAVE ( 次へ / 保存 ) を押
します。

操作の実行

+ は、 操作が実行可能であるこ とを示します。 

+ ( プラス )  ボタンを押して特定の操作を実行
します。

パラメータ値の変更

- と  + は、 値の変更が可能であるこ とを示しま
す。 

+ ( プラス ) または - ( マイナス ) のボタンを押し
て、 有効値をスクロールします。

表 2 • ナビゲート  ( 続き )
P1056468-072  2013/5/1
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セッ トアップ ・ モードの終了

1. アイ ドル表示 ( 図 3) で、SETUP ( セッ ト アッ
プ ) を押してセッ ト アップ ・ モードに切り替
えます。 プ リ ンタに最初のパラ メータが表示
されます。

2. セッ ト アップ ・ モード内で、 SETUP/EXIT
( セッ ト アップ / 終了 ) を押して稼働パラ メー
タを終了します。 
LCD に 「設定データ保存」 という メ ッセー
ジが表示されます。

3. パラ メータに戻るには、PREVIOUS (前へ ) を
押します。
あるいは、
 + ( プラス ) または - ( マイナス ) のボタンを
押して、 以下の終了オプシ ョ ンをスク ロール
します。

• 確定 — 電源がオフになっても、 プ リ ンタ
内に値を保存します。

• 一時保存 — 電源がオフになるまで変更を
保存します。

• キャンセル — このオプシ ョ ンはセッ ト
アップ ・ モードで行ったすべての変更を
キャンセルします。 ただし、 変更する と
すぐに適用される濃度、 切り取り、 通信
および言語の設定の変更はキャンセルさ
れません。

• 設定初期化 — ネッ ト ワーク設定以外のす
べての設定を工場出荷時のデフォルト値
に戻すには、 このオプシ ョ ンを使用しま
す。 デフォルト設定を読み込む場合は、
手動で変更したすべての設定を再読み込
みする必要があるので、 注意してくださ
い。

• 設定再読み込み — 最後に確定保存された
値を読み込みます。

• デフォルト無線 LAN — すべてのプリ ン
ト ・ サーバ設定とネッ ト ワーク設定を工
場出荷時のデフォルト値に戻すには、 こ
のオプシ ョ ンを使用します。 デフォルト
設定を読み込む場合は、 手動で変更した
すべての設定を再読み込みする必要があ
るので、 注意してください。

4. NEXT/SAVE (次へ /保存 ) を押して、表示され
ている選択肢を選び、 セッ ト アップ ・ モード
を終了します。

設定とキャ リブレートの手順が終了する と、
プ リ ンタはアイ ドル表示に戻り ます。

表 2 • ナビゲート  ( 続き )
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パスワードで保護されたパラメータの変更

通信パラ メータなどの特定のパラ メータは、工場出荷時のデフォルトでパスワード保
護されています。

パスワードで保護されているパラ メータを初めて変更する と きは、 「パスワード入
力」 とい う メ ッセージがプリ ンタに表示されます。パラ メータを変更するには、その
前に 4 桁の数字から成るパスワードを入力する必要があ り ます。パスワードを正し く
入力する と、SETUP/EXIT ( セッ ト アップ / 終了 ) を押すかプリ ンタの電源をオフ  (O)
にしてセッ ト アップ・モードを終了しない限り、パスワードを再入力する必要はあ り
ません。

パスワードで保護されているパラ メータにパスワードを入力するには、 次の手順を
実行します。

1. パスワードのプロンプ トが表示されたら、 - ( マイナス ) ボタンを使用して、 選択
されている桁の位置を変更します。

2. 変更する桁を選択したら、 + ( プラス ) ボタンを使用して、選択されている桁の値
を増加します。 パスワードの桁ごとに、 この 2 つの手順を繰り返します。

3. パスワードの入力を終了したら、 SELECT ( 選択 ) を押します。

変更するために選択したパラ メータが表示されます。 パスワードが正し く入力さ
れていれば、 この値を変更するこ とができます。

デフォルトのパスワード値

デフォルトのパスワード値は 1234 です。パスワードを変更するには、Zebra プログラ
ミ ング言語 (ZPL) のコマンド  ^KP ( パスワードの定義 ) を使用するか、 またはプリ ン
タの Web ページを使用します ( この場合、 ZebraNet 有線またはワイヤレス ・ プ リ ン
ト ・ サーバが必要 )。

パスワード保護機能の無効化

パスワード保護機能を無効にして、パスワードの入力を求めるプロンプ トが表示され
ないよ うにできます。このためには、^KP ZPL コマンドを使用してパスワードを 0000
に設定します。パスワード保護機能を再び有効にするには、ZPL コマンド  ^KPx を送
信します。 こ こで、 x には 1 ～ 9999 の任意の数を指定できます。

注意 • パスワードで保護されているパラ メータは、 その機能を完全に理解していない限
り、 変更しないで ください。 パラメータが適切でないと、 プリンタの誤動作が発生する場
合があります。
P1056468-072  2013/5/1
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コン ト ロール ・ パネルの稼働パラメータ

このメニューの項目を、右方向ボタンを押して表示される順に示します。 これらの設
定の詳細については、 印字設定 ( 85 ページ )  を参照してください。

印字濃度の調整

 濃度は、 良好な印字品質が得られる最低値に設定して くだ
さい。 濃度の設定が高すぎる と、 ラベルの印字イ メージが
不鮮明になった り、 バーコードが正し く読み取れな く なっ
た り、 リ ボンが焼け付いてしまった り、 印字ヘッ ドの磨耗
を早めてしま う場合があ り ます。

詳細については、 印字濃度 ( 85 ページ )  を参照して くださ
い。

印字速度の選択

ラベル印刷の速度を選択します ( mm/ 秒 )。通常、印字速度
を遅くする と、 印字品質は向上します。

詳細については、 印字速度 ( 85 ページ )  を参照して くださ
い。

切り取り位置の調整

必要に応じて、 印刷後に切り取りバーの上にく る用紙の位
置を調整します。

詳細については、 切り取り位置 ( 86 ページ )  を参照して く
ださい。

印字モードの選択

プ リ ンタ ・ オプシ ョ ンに適した印字モードを選択して くだ
さい。

詳細については、 印字モード  ( 87 ページ )  を参照して くだ
さい。
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用紙タイプの設定

使用する用紙のタイプを選択します。

詳細については、 用紙タイプ ( 87 ページ )  を参照して くだ
さい。

用紙センサーの選択

使用する用紙に適切な用紙センサーを選択します。

詳細については、 センサー・ タイプ ( 109 ページ )  を参照し
て ください。

印字方式の選択

リ ボンを使用するかど う か指定します。 熱転写用紙に印刷
する場合は リ ボンが必要です。 一方、 感熱用紙では リ ボン
は不要です。

リ ボンを使用する必要があるかど う かを判断するには、 リ
ボンを使用するケース  ( 52 ページ )  を参照して ください。

詳細については、 印字方式 ( 88 ページ )  を参照して くださ
い。

印字幅の調整

使用するラベルの幅を指定します。

詳細については、印字幅 ( 88 ページ )  を参照して ください。

最大ラベル長の設定

最大ラベル長は、 実際のラベルの長さ と ラベル間のギャ ッ
プの長さを合わせたよ り少な く と も  25.4 mm (1.0 インチ )
長い値に設定して ください。 ラベル長よ り小さい値を設定
する と、プ リ ンタは連続用紙がセッ ト されている とみなし、
キャ リブレー ト を実行できません。

詳細については、 最大ラベル長 ( 89 ページ )  を参照して く
ださい。
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「サプライ _LOW」 警告の設定

この機能が有効になっている場合は、 用紙または リ ボンが
ロールの最後に近づく と、 プ リ ンタから警告が発行されま
す。

詳細については、 「サプライ _LOW」 警告 ( 92 ページ )  を参
照して ください。

メンテナンスの早期警告を設定

この機能が有効になっている場合は、 印字ヘッ ドのク リー
ニングが必要になる と、プ リ ンタから警告が発行されます。

詳細については、 メ ンテナンスの早期警告 ( 92 ページ )  を
参照して ください。

印字ヘッ ドのク リーニング間隔の設定 *

メ ンテナンスの早期警告が有効のと きは、 この値を使用す
る用紙またはリ ボン ・ ロールの長さに設定します。

詳細については、 印字ヘッ ドのク リーニング間隔 ( 92 ペー
ジ )  を参照して ください。

* このパラ メータは、 メンテナンスの早期警告が有効に
なっている場合にのみ表示されます。

早期警告用の印字ヘッ ドのク リーニング・カウンタを リセッ
ト *

• 「警告 印字ヘッ ドを清掃」 のメ ッセージが表示されたら、
印字ヘッ ドをク リーニングしてから、 + ( プラス ) ボタン
を押して 「実行」 を選択し、印字ヘッ ドのク リーニング ・
カウンタのメンテナンスの早期警告を リセッ ト します。 

• 印字ヘッ ドをク リーニングしなかった場合は、 - ( マイナ
ス ) ボタンを押して 「中止」 を選択します。

* このパラ メータは、 メンテナンスの早期警告が有効に
なっている場合にのみ表示されます。

印字ヘッ ド平均寿命の設定 *

メ ンテナンスの早期警告が有効な場合、この値を、印字ヘッ
ドで印刷する予定の用紙の長さ  ( インチ ) に設定します。

詳細については、 印字ヘッ ドの平均寿命 ( 93 ページ )  を参
照して ください。

* このパラ メータは、 メンテナンスの早期警告が有効に
なっている場合にのみ表示されます。

「サプライ _LOW」 警告
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早期警告用の新しい印字ヘッ ド ・ カウンタのリセッ ト *

• ｢警告 ヘッ ドの交換｣のメ ッセージが表示されたら、 印字
ヘッ ドを交換してから、 + ( プラス ) ボタンを押して 「実
行」 を選択する こ とによ り、 印字ヘッ ドの交換カウンタ
のメンテナンスの早期警告を リセッ ト します。 

• 印字ヘッ ドを交換していない場合は、- ( マイナス ) ボタン
を押して 「中止」 を選択します。

* このパラ メータは、 メンテナンスの早期警告が有効に
なっている場合にのみ表示されます。

リセッ トできないカウンタの表示

このパラ メータは、 プ リ ンタが印刷した用紙の合計の長さ
を表示します。

詳細については、 リ セッ ト できないカウンタ  ( 93 ページ ) 
を参照して ください。

ユーザー制御カウンタ  1 の表示

このパラ メータは、 カウンタを最後に リ セッ ト してからプ
リ ンタが印刷した用紙の合計の長さを表示します。

詳細については、 ユーザー制御のカウンタ  ( 93 ページ )  を
参照して ください。

ユーザー制御カウンタ  2 の表示

このパラ メータは、 カウンタを最後に リ セッ ト してからプ
リ ンタが印刷した用紙の合計の長さを表示します。

詳細については、 ユーザー制御のカウンタ  ( 93 ページ )  を
参照して ください。
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カウンタの読み取り値の印刷

以下のオド メータの読み取り値を リ ス トする ラベルを印刷
します。

• リセッ トできないカウンタ

• ユーザー制御の 2 つのカウンタ

• メ ンテナンスの早期警告カウンタ。 前回印字ヘッ ドをク
リーニングした日時と印字ヘッ ドの寿命を示す ( メ ンテ
ナンスの早期警告機能が無効になっている場合、 この機
能に関連するカウンタは印刷されません )。

詳細については、カウンタの読み取り値の印刷 ( 93 ページ ) 
を参照して ください。

フォン ト ・ リ ス トの印刷

このオプシ ョ ンでは、 プ リ ンタで使用可能なフォン ト を リ
ス ト したラベルを印刷します。 この リ ス ト には、 標準のプ
リ ンタ ・ フォン ト とオプシ ョ ンのフォン ト の両方が含まれ
ます。 フォン トは、 RAM またはフラ ッシュ ・ メモ リに保存
されています。

詳細については、 発行情報 ( 94 ページ )  を参照して くださ
い。

バーコード ・ リ ス トの印刷

このオプシ ョ ンは、 プ リ ンタで使用可能なバーコードを リ
ス ト したラベルを印刷します。バーコードは、RAM または
フラ ッシュ ・ メモ リに保存されています。

詳細については、 発行情報 ( 94 ページ )  を参照して くださ
い。

イ メージ ・ リ ス トの印刷

このオプシ ョ ンでは、 プ リ ンタの RAM、 フラ ッシュ ・ メモ
リ 、 またはオプシ ョ ンのメモ リ ・ カードに保存されている
使用可能なイ メージを リ ス ト したラベルを印刷します。

詳細については、 発行情報 ( 94 ページ )  を参照して くださ
い。
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フォーマッ ト ・ リ ス トの印刷

このオプシ ョ ンでは、 プ リ ンタの RAM、 フラ ッシュ ・ メモ
リ 、 またはオプシ ョ ンのメモ リ ・ カードに保存されている
使用可能なフォーマッ ト を リ ス ト したラベルを印刷し ま
す。

詳細については、 発行情報 ( 94 ページ )  を参照して くださ
い。

設定ラベルの印刷

このオプシ ョ ンは、 現在のプ リ ンタ設定を リ ス ト した設定
ラベル ( 図 13 ( 164 ページ )  参照 ) を印刷します。

詳細については、 発行情報 ( 94 ページ )  を参照して くださ
い。

ネッ ト ワーク設定ラベルの印刷

このオプシ ョ ンでは、 インス ト ールされているプ リ ン ト ・
サーバの設定を リ ス ト した設定ラベル ( 図 14 ( 164 ページ ) 
参照 ) を印刷します。

詳細については、 発行情報 ( 94 ページ )  を参照して くださ
い。

すべてのラベルの印刷

このオプシ ョ ンでは、 使用可能なフォン ト 、 バーコード、
イ メージ、 フォーマッ ト 、 および現在のプ リ ンタ とネッ ト
ワークの設定を リ ス ト したラベルを印刷します。

詳細については、 発行情報 ( 94 ページ )  を参照して くださ
い。
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フラ ッシュ ・ メモ リの初期化

このオプシ ョ ンでは、 保存されているすべての情報をフ
ラ ッシュ ・ メモ リから消去します。

1. パスワードを要求されたら、 プ リ ンタのパスワードを入
力します。 手順については、 パスワードで保護されたパラ
メータの変更 ( 20 ページ )  を参照して ください。

「フラ ッシュ メモリ  初期化」 と表示されます。

2. + ( プラス ) ボタンを押して 「実行」 を選択します。

「よろしいですか ?」 とい う メ ッセージが表示されます。

3. 以下のどちらかを実行します。

• - ( マイナス ) ボタンを押して 「中止」 を選択する と、要求
がキャンセルされ、「フラ ッシュ メモリ  初期化」 のプロンプ
トに戻り ます。

• + ( プラス ) ボタンを押して 「実行」 を選択する と、初期化
が開始されます。
初期化が完了する と、 コン ト ロール・パネルに 「初期化中

完了」 と表示されます。

注 • メモ リの初期化には数分かかるこ とがあ り ます。

詳細については、フラ ッシュ ・ メモ リの初期化 ( 95 ページ ) 
を参照して ください。

センサー ・ プロフ ィールの印刷

このメニュー項目を使用してセンサー ・ プロフ ィールを印
刷します。 

詳細については、 センサー ・ プロフ ィールの印刷 ( 94 ペー
ジ )  を参照して ください。

用紙センサーと リボン ・ センサーのキャ リブレート

このメニュー項目を使用して、 用紙センサーと リ ボン ・ セ
ンサーの感度を調整します。

詳細については、用紙センサーと リボン ・センサーのキャ リ
ブレート  ( 98 ページ )  を参照して ください。 キャ リブレー
ト手順を実行する方法の詳細については、 リ ボン と用紙セ
ンサーのマニュアル ・ キャ リブレート  ( 114 ページ ) を参照
して ください。
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パラレル通信の設定

ホス ト ・ コンピュータが使用しているポー ト に一致する通
信ポート を選択します。

詳細については、パラレル通信 ( 110 ページ )  を参照して く
ださい。

シ リ アル通信の設定

ホス ト ・ コンピュータが使用しているポー ト に一致する通
信ポート を選択します。

詳細については、シ リ アル通信 ( 110 ページ )  を参照して く
ださい。

ボー ・ レートの設定

ホス ト ・ コンピュータで使用されている値に一致するボー
値を選択します。

詳細については、 ボー・ レート  ( 111 ページ )  を参照して く
ださい。

データ ・ ビッ ト値の設定

ホス ト ・ コンピュータで使用されている値に一致するデー
タ ・ ビ ッ ト値を選択します。

詳細については、 データ ・ ビッ ト  ( 111 ページ )  を参照して
ください。

パリティ値の設定

ホス ト ・ コンピュータで使用されている値に一致するパ リ
テ ィ値を選択します。

詳細については、パリティ  ( 112 ページ )  を参照して くださ
い。
P1056468-072  2013/5/1



29はじめに
コン ト ロール ・パネル ・ ディスプレイ
フロー制御プロ ト コル値の設定

ホス ト ・ コ ンピ ュータで使用されている値に一致する フ
ロー制御プロ ト コルを選択します。

詳細については、フロー制御 ( 112 ページ )  を参照して くだ
さい。

Zebra プロ ト コル値の設定

プロ ト コルとは、 一種のエラー ・チェ ッ ク ・ システムです。
選択したプロ ト コルによっては、 データを受信したこ と を
示すインジケータがプ リ ンタからホス ト ・ コンピュータに
送信される場合があ り ます。 ホス ト ・ コンピュータが必要
とするプロ ト コルを選択して ください。

詳細については、プロ ト コル ( 113 ページ )  を参照して くだ
さい。

ネッ ト ワーク  ID の設定

このパラ メータは、プ リ ンタが RS422/485 マルチド ロ ップ・
ネッ ト ワーク環境 ( 外部 RS422/485 アダプタが必要 ) で動
作する と き、 プ リ ンタに一意の番号を割り当てます。 この
番号によ り、 ホス ト ・ コンピュータは特定のプ リ ンタを操
作できます。 これは TCP/IP や IPX ネッ ト ワークに影響し
ません。このプ リ ンタに一意のネッ ト ワーク  ID 番号を設定
して ください。

詳細については、ネッ ト ワーク  ID ( 113 ページ )  を参照して
ください。

通信診断モードの有効化

プ リ ンタが受信するすべてのデータの 16 進値をプ リ ンタ
で出力するには、 この診断ツールを使用します。

詳細については、 通信診断モード  ( 98 ページ )  を参照して
ください。

コン ト ロール文字値の設定

ラベル ・ フォーマッ ト で使用されている文字に一致するコ
ン ト ロール ・ プレフ ィ ッ ク ス文字を設定して ください。

詳細については、コン ト ロール文字 ( 106 ページ )  を参照し
て ください。
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フォーマッ ト ・ コマンド ・ プレフ ィ ッ クス値の設定

ラベル ・ フ ォーマ ッ ト で使用されている文字に一致する
フォーマッ ト ・ コマン ド ・ プレフ ィ ッ ク ス文字を設定して
ください。

詳細については、コマンド文字 ( 107 ページ )  を参照して く
ださい。

デリ ミ タ文字値の設定

ラベル ・ フォーマッ ト で使用されている文字に一致するデ
リ ミ タ文字を設定します。

詳細については、デリ ミ タ文字 ( 107 ページ )  を参照して く
ださい。

ZPL モードの設定

ラベル ・ フォーマッ ト で使用されているモードに一致する
ZPL モードを選択します。

詳細については、ZPL モード  ( 108 ページ )  を参照して くだ
さい。

電源投入時の動作の設定

電源投入シーケンス時に行 う プ リ ン タの動作を設定し ま
す。

詳細については、 電源投入時の動作 ( 95 ページ )  を参照し
て ください。

ヘッ ドを閉める と きの動作の設定

印字ヘッ ドを閉める と きのプ リ ンタの動作を設定します。

詳細については、 ヘッ ド を閉める と きの動作 ( 96 ページ ) 
を参照して ください。
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バッ クフ ィード手順の設定

このパラ メータは、 印字モードでラベルが取り外された後
にラベルをバッ ク フ ィードする タ イ ミ ングを設定し ます。
巻き取り モードには影響しません。 この設定は、 ラベル ・
フォーマッ ト の一部と して発行される  ~JS 命令によって
上書き されます。

詳細については、 バッ クフ ィード手順 ( 90 ページ )  を参照
して ください。

ラベルの Y 印字基点の調整

このパラ メータは、 ラベルの縦方向の印字位置を調整しま
す。 正の数を指定する と、 指定したド ッ ト数だけラベルの
Y 字基点が下側 ( 印字ヘッ ドから離れて ) に調整されます。
負の数を指定する と、 ラベルの Y 字基点が上側 ( 印字ヘッ
ド側 ) に調整します。

詳細については、 ラベルの Y 印字基点 ( 90 ページ )  を参照
して ください。

ラベルの X 印字基点の調整

必要に応じて、ラベルの横方向の印字位置をシフ ト します。
正の値を設定する と、 選択したド ッ ト数ご とに、 イ メージ
の左端がラベルの中央方向に移動し、負の数を設定する と、
イ メージの左端がラベルの左端に移動します。

詳細については、 ラベルの X 印字基点の調整 ( 90 ページ ) 
を参照して ください。

ヘッ ド ・ チェッ ク間隔の設定

このプ リ ンタでは、 印字ヘッ ド機能のテス ト が定期的に実
行されます。 このパラ メータでは、 これらの内部テス ト の
間隔を次のテス ト までに印刷するラベル数で指定します。

詳細については、 ヘッ ド ・ チェ ッ ク間隔 ( 91 ページ )  を参
照して ください。

再発行モードの設定

再発行モードが有効の場合、 特定 コマン ド を発行するか、
コン ト ロール ・ パネルの左方向ボタンを押して、 最後に印
刷されたラベルを再発行できます。

詳細については、 再発行モード  ( 91 ページ )  を参照して く
ださい。
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センサー設定の表示

次は､キャ リ ブレー ト の手順を進めてい く う ちに自動的に
設定されるパラ メータで、 資格のあるサービス技師のみが
変更できます。

フォーマッ トの変換倍率の選択

ビッ ト マップ倍率を選択します。 最初の数字は元の 1 イン
チあた りのド ッ ト数 (dpi) で、 2 番目の数字は変換後の dpi
です。

詳細については、 フォーマッ トの変換 ( 99 ページ )  を参照
して ください。

アイ ドル表示の選択

プ リ ンタのアイ ドル時にプ リ ンタ ・ ディ スプレイに表示さ
れる情報を選択します。

詳細については、 アイ ドル表示 ( 99 ページ )  を参照して く
ださい。
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リ アルタイム ・ ク ロ ッ ク  (RTC) 日付の設定

このパラ メータを使用する と、 「アイ ドル表示」 に日付が表
示されるよ うに設定できます。

詳細については、 RTC 日付 ( 99 ページ )  を参照して くださ
い。

リ アルタイム ・ ク ロ ッ ク  (RTC) 時間の設定

このパラ メータを使用する と、 「アイ ドル表示」 に時間が表
示されるよ うに設定できます。

詳細については、 RTC 時間 ( 99 ページ )  を参照して くださ
い。

指定の ZBI プログラムの実行 *

• 前のメニュー項目で選択した ZBI プログラムを実行する
には、 + ( プラス ) ボタンを押します。

• リ ボンを交換しなかった場合、 - (マイナス ) ボタンを押し
て CANCEL ( キャンセル ) を選択するか、 左方向 ボタン
または 右方向 ボタンを押して、別のパラ メータに移動し
ます。

詳細については、 ZBI プログラムの実行 ( 100 ページ )  を参
照して ください。

* このメニュー項目は、 ご使用のプリ ンタで ZBI が有効に
なっていて、 かつ ZBI プログラムが実行されていない場
合にのみ表示されます。 

1 次ネッ ト ワーク ・ デバイスの選択

このパラ メータは、 アクテイブなデバイスの選択で 1 次に
するデバイスを決めます。

詳細については、 1 次ネッ ト ワーク  ( 101 ページ )  を参照し
て ください。
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IP 設定をプ リ ンタまたはプ リ ン ト ・ サーバから ロードする
かど うかの表示

このパラ メータは、 パワーアップ時にプ リ ンタまたはプ リ
ン ト ・ サーバの LAN/WLAN 設定を使用するかど う かを指
定します。デフォル ト では、プ リ ンタの設定を使用します。

詳細については、外部デバイスからロード  ( 101 ページ )  を
参照して ください。

アクティブなプリ ン ト ・ サーバの表示 *

このメニュー項目では、 使用中のプ リ ン ト ・ サーバを表示
します。 これによって、 メニュー項目 (IP プロ ト コルや IP
アド レスなど ) で表示されている設定値のデバイスが分か
り ます。

* このメニュー項目 ( コン ト ロール ・ パネルからは変更で
きません ) は、 ご使用のプリ ンタに有線またはワイヤレ
ス ・ プ リ ン ト ・ サーバがインス トールされている環境に
限り表示されます。

IP レゾ リ ューシ ョ ン方法の設定 *

このパラ メータは、ユーザー ( 確定 ) またはサーバ ( ダイナ
ミ ッ ク ) のどちらで IP ア ド レスを選択でき るかを示しま
す。 ダイナ ミ ッ ク ・ オプシ ョ ンを選択した場合、 このパラ
メータは、 プ リ ン ト ・ サーバ ( 有線または無線 ) がサーバ
から  IP アド レスを受信する方法を指定します。

詳細については、IP プロ ト コル ( 103 ページ )  を参照して く
ださい。

* このメニュー項目は、 ご使用のプリ ンタに有線またはワ
イヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバがインス トールされている
環境に限り表示されます。 

プリ ンタの IP アドレスの設定 *

プ リ ンタの IP ア ド レスを表示し、 必要に応じて変更し ま
す。

変更内容は、 IP プロ ト コルが 「確定」 に設定されている場
合にのみ保存されます。 保存された変更内容が反映される
よ うにするには、ネッ ト ワーク設定のリセッ ト  ( 36 ページ ) 
を使用してプ リ ン ト ・ サーバを リ セッ ト します。

詳細については、 IP アド レス  ( 103 ページ )  を参照して く
ださい。

* このメニュー項目は、 ご使用のプリ ンタに有線またはワ
イヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバがインス トールされている
環境に限り表示されます。 
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サブネッ ト ・ マスクの設定 *

サブネッ ト ・ マス クを表示し、 必要に応じて変更します。

変更内容は、 IP プロ ト コルが 「確定」 に設定されている場
合にのみ保存されます。 保存された変更内容が反映される
よ うにするには、ネッ ト ワーク設定のリセッ ト  ( 36 ページ ) 
を使用してプ リ ン ト ・ サーバを リ セッ ト します。

詳細については、サブネッ ト ・ マスク  ( 104 ページ )  を参照
して ください。

* このメニュー項目は、 ご使用のプリ ンタに有線またはワ
イヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバがインス トールされている
環境に限り表示されます。 

デフォルト ・ ゲート ウェイの設定 *

デフォル ト ・ ゲー ト ウェ イを表示し、 必要に応じて変更し
ます。

変更内容は、 IP プロ ト コルが 「確定」 に設定されている場
合にのみ保存されます。 保存された変更内容が反映される
よ うにするには、ネッ ト ワーク設定のリセッ ト  ( 36 ページ ) 
を使用してプ リ ン ト ・ サーバを リ セッ ト します。

詳細については、 デフォルト ・ ゲート ウェイ  ( 104 ページ ) 
を参照して ください。

* このメニュー項目は、 ご使用のプリ ンタに有線またはワ
イヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバがインス トールされている
環境に限り表示されます。 

MAC アドレスの表示 *

プ リ ンタ  ( 有線または無線 ) にインス トールされているプ
リ ン ト ・ サーバの Media Access Control (MAC) ア ド レスを
表示します。

詳細については、 MAC アド レス  ( 105 ページ )  を参照して
ください。

* このメニュー項目 ( コン ト ロール ・ パネルからは変更で
きません ) は、 ご使用のプリ ンタに有線またはワイヤレ
ス ・ プ リ ン ト ・ サーバがインス トールされている環境に
限り表示されます。
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ESSID 値の表示 *

Extended Service Set Identification (ESSID) は、ご使用のワイ
ヤレス ・ ネッ ト ワークの ID です。 この設定は、現在のワイ
ヤレス設定の ESSID を表示しますが、 コン ト ロール ・パネ
ルからは変更できません。

詳細については、 ESSID ( 105 ページ )  を参照し て く ださ
い。

* このメニュー項目 ( コン ト ロール ・ パネルからは変更で
きません ) は、 ご使用のプリ ンタにワイヤレス ・ プ リ ン
ト ・ サーバがインス トールされている環境に限り表示さ
れます。

ネッ ト ワーク設定のリセッ ト *

このオプシ ョ ンで、有線またはワイヤレス ・プ リ ン ト ・サー
バを リ セッ ト します。 ネッ ト ワーク設定で行った設定内容
を反映させるには、 プ リ ン ト ・ サーバを リ セッ トする必要
があ り ます。

詳細については、ネッ ト ワークのリセッ ト  ( 105 ページ )  を
参照して ください。

* このメニュー項目は、 ご使用のプリ ンタに有線またはワ
イヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバがインス トールされている
環境に限り表示されます。 

パスワード ・ レベルの設定

このパラ メータでは、 特定の工場出荷時に選択された メ
ニュー ・ アイテムをパスワード保護するか、 またはすべて
のメニュー ・ アイテムをパスワード保護するかを選択でき
ます。

詳細については、パスワード ・ レベル ( 100 ページ )  を参照
して ください。

ネッ ト ワーク設定のリセッ ト
P1056468-072  2013/5/1
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表示言語の選択

必要に応じて、 プ リ ンタの表示言語を変更します。

詳細については、 言語 ( 106 ページ )  を参照して ください。

注 • このパラ メータの選択肢は、実際の当該言語で表
示されるため、自分の判読できる言語が見つけやすく
なっています。
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2

プリンタのセッ トアップと操作
このセクシ ョ ンでは、プリ ンタの初期セッ ト アップと操作について技師に役立つ情報
を提供します。
2013/5/1  P1056468-072
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プリンタの操作

このセクシ ョ ンでは、 プリ ンタを扱う方法について説明します。

プリンタの開梱と点検

プリ ンタを受け取ったら次の手順を実行します。

1. すぐにプリ ンタの梱包を開きます。

2. すべての外装表面を調べ、 損傷がないこ とを確認します。

3. 用紙アクセス用ドアを上げ、 用紙セッ ト部のコンポーネン トに損傷がないかど う
か点検します。

4. 点検を行っている と きに輸送中の損傷を見つけた場合は、 次を手続きを行ってく
ださい。

• ただちに運送会社に通知し、 損害報告を提出します。

• 運送会社の点検に備えて、 梱包材料はすべて保管しておきます。

• 最寄りの正規 Zebra 販売代理店に通知します。

プリンタを保管するには

プリ ンタをすぐに使用しない場合は、元の梱包材料を使用してプリ ンタを梱包し直し
て ください。 プ リ ンタは次の条件下で保管します。

• 温度 : –40 ～ 60°C (–40 ～ 140°F)

• 相対湿度 : 5 ～ 85% ( 非結露 )

プリンタを輸送するには

後でプリ ンタを輸送する必要がある場合のために、すべての梱包資材を保管しておい
てください。

プリンタを輸送するには、 以下の手順を実行します。

1. プリ ンタをオフ  (O) にして、 すべてのケーブルを取り外します。

2. プリ ンタ  内部からすべての用紙、 リボン、 または固定されていない物を取り外し
ます。

3. 印字ヘッ ドを閉じます。

4. プリ ンタは、 輸送中の損傷を避けるために、 元の段ボール箱またはその他の適切
な段ボール箱に注意して梱包してください。 元の梱包材料がないか、 破損してい
る場合は、 Zebra から発送用段ボール箱を購入できます。

重要 • Zebra Technologies では、 機器の輸送中に発生した損傷に対しては責任を負わ
ず、 保証のも とでの修理も行いません。
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プリンタの設置場所の選択

以下の条件を満たすプリ ンタの設置場所を選択します。

• 面 : プリ ンタの設置面はプリ ンタを保持するのに十分な広さ と強度があるしっか
り した平らな面であるこ と。

• スペース : プリ ンタを設置する場所は、十分な換気が可能で、プリ ンタのコンポー
ネン トやコネクタを容易に取り扱えるだけのスペースがあるこ と。 また、 適切に
換気と冷却が行われるよ うに、 プ リ ンタの各面には空間を設けてください。

• 電源 : プリ ンタは、 コードの抜き差しが容易に行える場所にある電源コンセン ト
の近くであるこ と。

• データ通信インターフェイス : プリ ンタは、 WLAN 無線が届く範囲内か ( 該当す
る場合 )、 その他のコネクタでデータ ・ ソース  ( 通常はコンピュータ ) にアクセス
できる範囲内にあるこ と。最大ケーブル長と設定の詳細については、表 4 ( 43 ペー
ジ )  を参照してください。

• 動作条件 : ご使用のプリ ンタは、 倉庫や生産現場を含め、 幅広い環境および電気
条件で動作するよ うに設計されています。 表 3 は、 プリ ンタ動作時の温度および
相対湿度の要件を示します。

注意 • プリンタの背後や下に詰め物やクッシ ョ ン材を置かないで ください。 空気の流
れが遮断され、 プリンタの過熱を引き起こすおそれがあります。

表 3 • 動作時の温度および湿度

モード 温度 相対湿度

熱転写 5 ～ 40°C (41 ～ 104°F) 20 ～ 85% ( 結露なし )

感熱 0 ～ 40°C (32 ～ 104°F)
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データ通信インターフェイスの選択

1 つ以上の使用可能な接続を使ってプリ ンタをコンピュータに接続します。 図 4 に標
準的な接続を示します。 ZebraNet 有線またはワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバ ・ オプ
シ ョ ン、 またはパラレル ・ ポートがご使用のプリ ンタにある場合もあ り ます。

図 4 • 通信インターフェイス

表 4 ( 43 ページ )  に、プリ ンタをコンピュータに接続する と きに使用するデータ通信
インターフェイスについての基本情報を示します。 使用可能なデータ通信インター
フェイスを使用して、 ラベル・ フォーマッ ト をプ リ ンタに送信できます。 プリ ンタ と
コンピュータ  ( またはローカル ・ エ リ ア ・ ネッ ト ワーク  (LAN) ) の両方でサポート さ
れているインターフェイスを選択してください。

シ リ アル ・ ポート

内蔵有線イーサネッ ト ・ プ リ ン ト ・
サーバ

USB ポート

パラレル ・ ポート

注意 • データ通信ケーブルを接続する前に、 プリンタの電源がオフ  (O) になっていること
を確認して く ださい。 電源オン (I) の状態でデータ通信ケーブルを接続すると、 プリンタ
を損傷するおそれがあります。
P1056468-072  2013/5/1
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表 4 • データ通信インターフェイス

インターフェイス
標準または
オプシ ョ ン

説明

RS-232 シ リ アル 標準 制限および要件  

• 最大ケーブル長 = 15.24 m (50 フ ィート )
• ホス ト ・ コンピュータに合わせて、 プリ ンタのパラ メー

タの変更が必要になる場合があ り ます。

• 標準のモデム ・ ケーブルを使用する場合、 ヌル ・ モデ
ム ・ アダプタを使用してプリ ンタに接続する必要があ り
ます。

接続と設定  ホス ト ・ コンピュータに合わせて、 ボー ・
レート、 データ ・ ビッ ト数およびス ト ップ ・ ビッ ト数、 パ
リティ、 および XON/XOFF または DTR のコン ト ロールを
設定する必要があ り ます。

USB 標準 制限および要件  

• 最大ケーブル長 = 5 m (16.4 フ ィート )
• ホス ト ・ コンピュータに合わせて、 プリ ンタのパラ メー

タを変更する必要はあ り ません。

接続と設定  これ以外の設定は不要です。

8 ビッ ト ・ パラレ
ル ・データ ・ イン
ターフェイス

標準 制限および要件  

• 最大ケーブル長 = 3 m (10 フ ィート )
• 最大ケーブル長 = 1.83 m (6 フ ィート )
• ホス ト ・ コンピュータに合わせて、 プリ ンタのパラ メー

タを変更する必要はあ り ません。

• プリ ンタ上のこのポートは、 有線またはワイヤレス ・ プ
リ ン ト ・ サーバ ( インス トールされている場合 ) が占有
します。

接続と設定  これ以外の設定は不要です。 
2013/5/1 P1056468-072
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有線イーサネッ ト ・
プ リ ン ト ・ サーバ

オプシ ョ ン 制限および要件  

• LAN 上の任意のコンピュータからプリ ンタに印刷でき
ます。

• プリ ンタの Web ページからプリ ンタ と通信できます。

• プリ ンタは LAN を使用するよ うに構成する必要があ り
ます。

• プリンタ上のこのポートは、 パラレル接続またはワイヤ
レス ・ プリ ン ト ・ サーバ ( インス トールされている場合 ) 
が占有します。

注意 • プリンタの有線イーサネッ ト ・ プリン ト ・サーバ・ コネク
タには USB ケーブルを接続しないように注意して く ださい。 接
続するとイーサネッ ト ・ コネクタが破損します。

接続と設定  設定手順については、 『ZebraNet 有線プリ ン
ト ・ サーバおよびワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバ ・ ユー
ザー ・ ガイ ド』 を参照して ください。 プ リ ンタ付属の CD 
にマニュアルが収録されています。 また、
http://www.zebra.com/manuals でこのマニュアルのコピーを
入手できます。

注 • このポートには、 誤って USB コネクタを差し込
まないよ う、 工場出荷時にプラグが取り付けられて
います。 この接続を使用するには、 このプラグを取
り外す必要があ り ます。

ワイヤレス ・ プ リ
ン ト ・ サーバ

オプシ ョ ン 制限および要件  

• ワイヤレス ・ ローカル ・ エ リ ア ・ ネッ ト ワーク  (WLAN) 
上の任意のコンピュータからプリ ンタに印刷できます。

• プリ ンタの Web ページからプリ ンタ と通信できます。

• プリ ンタは WLAN を使用するよ うに構成する必要があ
り ます。

• プリ ンタ上のこのポートは、 パラレル接続または有線プ
リ ン ト ・ サーバ ( インス トールされている場合 ) が占有
します。

設定  設定手順については、 『ZebraNet 有線プ リ ン ト ・ サー
バおよびワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバ ・ ユーザー ・ ガイ
ド』 を参照して ください。プ リ ンタ付属の CD にマニュアル
が収録されています。 また、 http://www.zebra.com/manuals で
このマニュアルのコピーを入手できます。

表 4 • データ通信インターフェイス ( 続き )

インターフェイス
標準または
オプシ ョ ン

説明
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データ ・ ケーブル

用途に適したデータ ・ ケーブルがそれぞれ必要です。

イーサネッ ト ・ ケーブルはシールドが不要ですが、 他のデータ ・ ケーブルはすべて、
完全にシールド され、金属または金属で被覆されたコネクタ ・シェルを備えている必
要があ り ます。 シールド されていないデータ ・ ケーブルを使用する と、放射妨害波が
増大し、 規定の制限を超える恐れがあ り ます。

ケーブルの電気ノ イズのピッ クアップを最小限にするには ：

• データ ・ ケーブルをできるだけ短くする。

• データ ・ ケーブルと電源コードを一緒にきつく束ねない。

• データ ・ ケーブルを電源ワイヤのコンジッ トに結び付けない。
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プリンタの電源接続

AC 電源コードの一端には、 プ リ ンタ背面の AC 電源コネクタに差し込む 3 ピンのメ
ス ・ コネク タが付いています。 プ リ ンタに電源ケーブルが付属していない場合は、電
源コード仕様 ( 47 ページ ) を参照してください。

プリンタを電源に接続するには、 以下の手順を実行します。

1. A/C 電源コードのメ ス側をプリ ンタ背面の Ａ /C 電源コネクタに接続します。

2. A/C 電源コードのオス側を適切な電源コンセン トに差し込みます。

注意 • 人体と機器の安全を確保するため、 設置する地域や国での使用を認可されている 3
芯の電源コードを必ず使用して く ださい。 このコードは、 IEC 320 メス ・ コネクタを使用
し、 その地域に適した 3 芯のアース付きプラグ構成であることが必要です。

115 V AC

230 V AC
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3. プリ ンタをオン (I) にします。

プリ ンタが起動し、 セルフ ・ テス トが実行されます。

電源コード仕様

注文内容に応じて、プリ ンタに電源コードが付属する場合と付属しない場合があ り ま
す。電源コードが付属していない場合や付属のコードがご使用の要件に適していない
場合には、 図 5 と以下のガイ ド ラインを参照してください。

• コード全長が 3 m (9.8 フ ィート ) 未満であるこ と。

• コードの定格が 10 A、 250 V 以上であるこ と。

• 安全を確保し、 電磁気の干渉を低減するために、 シャーシにグランド  ( アース )
が接続されているこ と。

注意 • 人体と機器の安全を確保するため、 設置する地域や国での使用を認可されている 3
芯の電源コードを必ず使用して く ださい。 このコードは、 IEC 320 メス ・ コネクタを使用
し、 その地域に適した 3 芯のアース付きプラグ構成であることが必要です。
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図 5 • 電源コード仕様

図 6 • 国際安全規格の認証マーク

1 使用する国に適した AC 電源プラグ。 図 6 に示す国際安全規格の
認定マークのうち、 少なく と も  1 つのマークが刻印されている必
要があ り ます。

2 使用する国で認定されているケーブル (3 芯 HAR ケーブルなど )
3 IEC 320 コネクタ。 図 6 に示す国際安全規格の認定マークのうち、

少なく と も  1 つのマークが刻印されている必要があ り ます。
4 長さ  3 m (9.8 フ ィート ) 以下。 最小定格 10 アンペア、 AC 250 V

3

1

2

4
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コン ト ロール ・ パネルのキーパッ ド ・ カバーの設置

コン ト ロール ・ パネルのキーパッ ドの保護カバーは、 プ リ ンタに同梱されています
( 図 7 )。 湿気が多い環境や汚れやすい環境でプ リ ンタを使用する場合は、 このオプ
シ ョ ンのカバーを設置して ください。 このカバーはキーパッ ドの損傷を防ぐのに役
立ちます。

図 7 • コン ト ロール･パネルのキーパッ ド ・ カバー

コン ト ロール･パネルのキーパッ ド ・ カバーを設置するには、次の手順を実行します。

1. コン ト ロール･パネルのキーパッ ド ・カバーから台紙を剥がし、接着面が出るよ う
にします。

2. カバーがキーパッ ドに正し く重なるよ う注意して被せます。 カバーを押さえてプ
リ ンタに固定します。
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用紙のタイプ

プリ ンタではさまざまなタイプの用紙を使用できます。

• 標準の用紙 - 大半の標準用紙では、 裏面粘着式で個々のラベルまたは一連のラベ
ルをライナーに貼り付けられます。 標準の用紙は、 ロール状または折り畳まれた
用紙です ( 表 5)。

• タグ ・ ス ト ッ ク  - タグは通常、 厚手用紙で作られています。 タグ ・ ス ト ッ クには
粘着剤やライナーは付いていません。 通常、 タグ間に ミ シン目が入っています。
タグ ・ ス ト ッ クは、 ロール状の用紙または扇状に折り畳まれた用紙です ( 表 5)。

重要 • Zebra では、 高品質の印刷を継続できるよ うに、 Zebra ブランドの純正品の使
用を強くお勧めしています。 プ リ ンタの印刷能力を向上させ、 印刷ヘッ ドの寿命を
長持ちさせるために特別に設計された、 広範囲の紙製、 ポ リプロピレン製、 ポ リエ
ステル製、 およびビニール製の用紙が用意されています。 サプライ品の購入につい
ては、 http://www.zebra.com/howtobuy をご覧ください。
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表 5 • ロール用紙と折り畳み用紙

用紙タイプ 外観 説明

単票ロール用紙 ロール用紙は 76 ミ リ  (3 インチ ) 芯に巻かれています。
個々のラベルやタグは、 次の 1 つまたは複数の方法で区
切られています。 

• 透過式用紙には、 ラベルを区切るギャ ップ、 穴、 ま
たは切れ込みがあ り ます。

• 黒マーク用紙には、 用紙裏面にあらかじめ黒マーク
が印刷され、 ラベルの分離位置を示しています。 

• ミ シン目の入った用紙には、 ミ シン目があ り、 ラベ
ルやタグを簡単に切り離せます。 黒マークなど、 ラ
ベルやタグの分離位置を示すマークなども付いてい
るこ とがあ り ます。

単票折り畳み用
紙

折り畳み用紙は、 蛇腹に折られた用紙です。 折り畳み
用紙は、 単票ロール用紙と同様、 ラベル分離位置があ
り ます。 ラベルの分離位置が折り目または折り目付近
にかかるこ とがあ り ます。

連続ロール用紙 ロール用紙は 76 ミ リ  (3 インチ ) 芯に巻かれています。 

連続ロール用紙には、 ラベル分離位置を示すギャップ、
穴、 切れ込み、 黒マークはあ り ません。 このため、 イ
メージをラベル上の任意の場所に印刷できます。 個々
のラベルの切り離しに、 カッ ターを使用するこ とがあ
り ます。
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リボンの概要

リ ボンとは、 熱転写処理の際に用紙に転写されるワッ クス、 レジンまたはワッ クス ・
レジンで片面がコーティングされた薄いフ ィルムのこ とです。 リボンを使用する必要
があるかど うか、および使用する リボンの幅はどのく らいかは、用紙によって決ま り
ます。 

リ ボンを使用する場合、 使用する用紙の幅よ り広い リ ボンを使用する必要があ り ま
す。 リボンの幅が用紙の幅よ り も狭いと、印刷ヘッ ドの領域が保護されず、印刷ヘッ
ドの寿命を縮めるおそれがあ り ます。

リボンを使用するケース

熱転写用紙に印刷する場合はリボンが必要ですが、 感熱用紙ではリボンは不要です。
感熱用紙か熱転写用紙かを判別するには、用紙のスク ラ ッチ・テス ト を実行してくだ
さい。

用紙スクラッチ ・ テスト を行うには、 以下の手順に従います。

1. 用紙の印刷面を指の爪でさっと こすり ます。

2. 用紙に黒いスジが現れましたか ?

リボンのコーテ ィング面

リ ボンはコーティング面を内側、または外側にして巻かれています ( 図 8 )。このプリ
ンタでは、 コーティング面を外側にして巻かれている リボンしか使用できません。特
定のリボンでコーティング面が内側か外側か明確でない場合は、粘着性テス ト または
リボンのスク ラ ッチ ・ テス ト を行い、 コーティング側を確認してください。

図 8 • コーディング面が外側のリボンとコーディング面が内側のリボン

黒いスジの状態 用紙のタイプ

用紙に現れない 熱転写用紙です。 リボンが必要です。

用紙に現れる 感熱用紙です。 リボンは不要です。

外側 内側
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粘着性テスト

ラベルを使用できる場合、粘着性のテス ト を実行して、 リボンのコーティング面を判
別します。 この方法は、 すでに装着されている リボンに対して非常に有効です。

粘着性テストは、 以下の手順に従います。

1. ラベルをライナーから剥がします。

2. ラベルの粘着面の端を リボンの外側の表面に押し付けます。

3. ラベルを リボンから剥がします。

4. 結果を観察します。 リボンのインクが少しでもラベルに付いていますか ?

リボンのスクラッチ ・ テスト

ラベルを使用できない場合、 リボンのスク ラ ッチ ・ テス ト を実行します。

リボンのスクラッチ ・ テストは、 以下の手順に従います。

1. リ ボンをロールから少し引き出します。

2. リ ボンの引き出した部分を、リボンの外側が用紙と接するよ うに用紙に置きます。

3. リ ボンの引き出した部分の内側を指の爪でこすり ます。

4. リ ボンを用紙から外します。

5. 結果を観察します。 用紙にリボンの跡が付きましたか ?

リボンからのインクの状態 結果

ラベルにインクが付いた リボンの外側がコーティングされてい
ます。 このプリ ンタで使用できます。

ラベルにインクが付かな
かった

リボンの内側がコーティングされてい
ます。 このプリ ンタでは使用できませ
ん。

これを確認するには、 リボン ・ ロールの外側の
表面で同じテス ト を行います。

リボンの跡 結果

用紙にリボンの跡が付いて
いる

リボンの外側がコーティングされてい
ます。 このプリ ンタで使用できます。

用紙にリボンの跡が付いて
いない

リボンの内側がコーティングされてい
ます。 このプリ ンタでは使用できませ
ん。

これを確認するには、 リボン ・ ロールの外側の
表面で同じテス ト を行います。
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印字モードの選択

使用する用紙および使用可能なプリ ンタ ・オプシ ョ ンに合った印字モードを使用して
ください ( 表 6)。 

表 6 • 印字モード とプリンタ ・ オプシ ョ ン

印字モード
使用するケース / 必要なプリンタ ・
オプシ ョ ン

プリンタの動作

切り取り
( デフォルト設
定 )

ほとんどのアプリ ケーシ ョ ンで使用さ
れます。 このモードは、 任意のプリ ン
タ ・ オプシ ョ ンとほとんどの用紙タイ
プで使用できます。

プ リ ンタは、 指定されたラベル ・
フォーマッ トで印刷します。 プ リ ンタ
のオペレータは、 印刷されたラベルを
いつでも切り取るこ とができます。

切り取りモードの折り畳み用紙

( 底部フ ィード )

切り取りモードの折り畳み用紙

( 後部フ ィード )

切り取りモードのロール用紙
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剥離 ライナーから一度に 1 枚ずつラベルを剥
がしたい場合は、 プリ ンタに巻き取り
オプシ ョ ンがある と き、 このモードを
使用します。 

プリ ンタは、 印刷中に台紙からラベル
を剥離し、 ラベルが取り除かれるまで
一時停止します。 ライナーは、 巻き取
り スピンドルに巻き取られます。

赤の実線 = 用紙、 青の点線 = 台紙のみ

巻き取り ラベルを台紙から剥がした り、 取り除
いたりせず保管したい場合は、 プリ ン
タに巻き取りオプシ ョ ンがある と き、
このモードを使用します。

プ リ ンタは、 ラベル間の一時停止なし
で印刷します。 用紙は、 印刷後、 巻き
取り スピンドルに巻き取られます。

表 6 • 印字モード とプリンタ ・ オプシ ョ ン

印字モード
使用するケース / 必要なプリンタ ・
オプシ ョ ン

プリンタの動作
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カッ ター ラベルを切り離したい場合は、 プリ ン
タにカッ ター ・ オプシ ョ ンがある と き、
このモードを使用します。

プ リ ンタは、 ラベルを印刷後に切り離
します。

表 6 • 印字モード とプリンタ ・ オプシ ョ ン

印字モード
使用するケース / 必要なプリンタ ・
オプシ ョ ン

プリンタの動作
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リボンの装着

プリ ンタへのリボンの装着は ( リ ボンを使用する場合 )、このセクシ ョ ンの手順に従っ
てください。 リボンを使用するのは熱転写ラベルのみです。感熱ラベルの場合は、 プ
リ ンタに リボンを装着しないでください。特定の用紙でリボンを使用する必要がある
かど うか判別するには、 リボンを使用するケース  ( 52 ページ )  を参照してください。

リボンを装着するには、 以下の手順を実行します。

1. 用紙ドアを開きます。

2. リ ボン巻き取り スピンドルのノブの矢印 (1) を リボン巻き取り スピンドルの切り
込み (2) に合わせます。

注意 • 印字ヘッ ドが開いている近 く で作業をする場合、 指輪、 腕時計、 ネッ クレス、 ID
バッジなど、 印字ヘッ ドに触れそうな金属製のものは、 すべて外して く ださい。 印字ヘッ
ドが開いている近く で作業をする際、プリンタの電源は必ずしも切る必要はありませんが、
Zebra では、 万一に備えて電源をオフにすることを推奨します。 電源を切ると、 ラベル ・
フォーマッ トなどの一時設定はすべて失われるため、 印刷を再開する前に再度読み込む必
要があります。

重要 • 印字ヘッ ドの磨耗を防ぐには、用紙よ り幅の広いリボンを使用してください。
コーティング面を外側にして巻かれている リボンでなければなり ません。 詳細につ
いては、 リボンのコーティング面 ( 52 ページ )  を参照してください。
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3. リ ボン ・ サプライ ・ スピンドルのセグメン ト を揃えます。

4. 巻き終わり部分が時計回りに引き出されるよ うに リボンの位置を決めます。

5. リ ボンのロールを リボン ・ サプライ ・ スピンドルに載せます。 ロールをできるだ
け奥まで押し込みます。

6. リ ボン引き出し部がある と、 リボンの装着や取り外しが容易になり ます。 リボン
の巻き終わり部分に紙などのリボン引き出し部が付いていますか ?

状況 手順

はい 次の手順に進みます。

いいえ a. 用紙ロールから  150 ～ 305 mm (6 ～ 12 インチ ) く らい用紙 ( ラベ
ルと ライナー ) を切り取り ます。 

b. この帯状の用紙からラベルを剥がします。 
c. このラベル (1) を使用して、 リボンの巻き終わり部分 (2) を帯状

の用紙 (3) に付けます。 この帯状の用紙が引き出し部にな り ま
す。

23 1
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7.

8. リ ボンは、用紙ダンサー・アセンブリ  (1) の上を通って リボン ・ガイ ド ・ ローラー
(2) の下を通るよ うにします。

注意 • 印字ヘッ ドは高温になって、ひどい火傷を引き起こす危険があります。印字ヘッ
ドが冷却するまで時間をおいて ください。

印刷ヘッ ド ・ オープン ・ レバー (1) をオープン位置まで回します。

1

2 1
2013/5/1 P1056468-072



プリンタのセッ ト アップと操作
リボンの装着
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9. 印字ヘッ ド ・ アセンブリ  (1) の下を通り、 スナップ ・プレート (2) の上からプラテ
ン ・ ローラー (3) の上を通過するまでリボン引き出し部を前方向に押します。

10. リ ボン引き出し部を上部リボン ・ ローラー (1) の上から リボン巻き取り スピンド
ル (2) の方向に通します。

11. ラベルでつないだリボン引き出し部と リボンを リボン巻き取り スピンドルに逆時
計回りに巻きつけます。

1

3

2
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12. スピンドルを逆時計方向に何回か回して リボンを巻きつけ、 たるみを取り ます。

13. 用紙は装着済みですか ?

状況 手順

いいえ a. 用紙の装着 ( 62 ページ )  に進みます。

はい a. 印字ヘッ ド ・ アセンブリ  (1) を押し下げ、 印字ヘッ ド ・ オープン ・
レバー (2) を、 ロ ッ ク して固定するまで回します。

b. 用紙ドアを閉じます。

12
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62
用紙の装着

1.

2. 外側の用紙ガイ ド  (1) の底部にある蝶ネジ ( この角度からは見えません ) を緩めま
す。

注意 • 印字ヘッ ドは高温になって、ひどい火傷を引き起こす危険があります。印字ヘッ
ドが冷却するまで時間をおいて ください。

印字ヘッ ド ・ オープン ・ レバー (1) を回して、 印字ヘッ ド ・ アセンブリ を開け
ます｡

1

1
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3. 外側の用紙ガイ ド  (1) を端までスライ ド させます。 

1
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64
4. プリ ンタへ用紙を挿入します。 必要に応じて、 ロール用紙または折り畳み用紙の
手順を実行します。

ロール用紙 折り畳み用紙

a. 汚れたタグやラベル、接着剤やテープで固
定されたタグやラベルをすべて取り除い
て廃棄します。

a. 折り畳み用紙を底部スロ ッ ト または後部
スロ ッ トに通します。

底部フ ィード

後部フ ィード

b. 用紙サプライ・ガイ ドを端まで引き出しま
す。

b. 用紙サプライ・ガイ ドを端まで引き出しま
す。
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c. 用紙のロールを用紙サプライ・ハンガーに
セッ ト します。 ロールをできるだけ奥ま
で押し込みます。

c. 用紙を用紙サプラ イ ・ ハンガーに掛けま
す。

d. 用紙サプライ ・ガイ ドを、 ロールの端に軽
く触れる く らいまで内側にスラ イ ド させ
ます。

d. 用紙サプライ ・ガイ ドを、用紙の端に軽く
触れる く らいまで内側にスラ イ ド させま
す。

ロール用紙 ( 続き ) 折り畳み用紙 ( 続き )
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5. 用紙は、 用紙ダンサー ・ アセンブリ ・ ローラー (1)、 次に用紙ガイ ド ・ ローラー
(2)、 最後に上部用紙センサー (3) の下を通します。

6. 用紙が印字ヘッ ド ・ アセンブリ  (1) の下、次にスナップ ・プレート (2) の下、最後
にプラテン ・ ローラー (3) の上を通過するまで用紙を前方向に押します。

重要 • 用紙は、 必ずこれらのコンポーネン トの下に通して ください。 用紙をこれ
らの上に通すと、用紙でリボンセンサーが遮られ、偽の 「リボンがありません」
エラーが発行されます。

2

3

1

1

3

2
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7. プリ ンタは、 次のどの印字モードで動作しますか ? （印字モードの詳細について
は、 印字モードの選択 ( 54 ページ )  を参照してください）

印字モード 手順

切り取りモード 切り取りモード用最終手順 
( 68 ページ )  に進みます。

剥離モード カッ ター ・ モード用最終手順 
( 70 ページ )  に進みます。

巻き取りモード 巻き取りモード用最終手順 
( 75 ページ )  に進みます。

カッ ター ・ モード カッ ター ・ モード用最終手順 
( 80 ページ )  に進みます。
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切り取りモード用最終手順 7.

8. 内側の用紙ガイ ド  (1) と用紙を揃えます。外側の用紙ガイ ド  (2) を、用紙の端に軽
く触れる く らいまで内側にスライ ド させます。

9. 外側の用紙ガイ ド  (1) の底部にある蝶ネジ ( この角度からは見えません ) を締めま
す。

1

2

1
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10. 印字ヘッ ド ・ アセンブリ  (1) を押し下げ、 印字ヘッ ド ・ オープン ・ レバー (2) を、
ロ ッ ク して固定するまで回します。

11. 用紙ドアを閉じます。

12. プリ ンタを切り取りモードに設定します （詳細については、印字モード  ( 87 ペー
ジ )  を参照してください）。

13. 必要に応じて、CANCEL ( キャンセル ) セルフ・テス ト  ( 164 ページ )  を実行して、
プ リ ンタが印刷可能であるこ とを確認します。

12
2013/5/1 P1056468-072



プリンタのセッ ト アップと操作
用紙の装着

70
カッ ター ・ モード用最終手順 7.

8. 巻き取りプレートが取り付けられている場合は、 そのプレート をプリ ンタの前部
から取り外します。 プレート をプリ ンタ ・ ベース内側に 2 つのマウン ト ・ ネジで
留めて保管します。
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9. プリ ンタから用紙を約 920 mm (36 インチ ) 引き出します。 この露出した部分から
ラベルを剥がし、 廃棄します。

10. フッ クを巻き取り スピンドルから取り外します。

11. 芯を使用する場合は、 芯がガイ ド ・ プレートにぴったり く っつく まで巻き取り ス
ピンドルに芯をスライ ド させます。

注 • 芯は必須ではあ り ません。
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12. 用紙ライナーを逆時計回りに巻き取り スピンドルに巻き付けます。

a. フッ クを再度取り付けします。 フッ クの短い方の端を調整ナッ トの中心の穴 
(1) に挿入します。 フッ クの長い方の端をガイ ド ・ プレートの小さい穴 (2) に
挿入します 。

b. スピンドルを逆時計方向に何回か回して用紙ライナーをフッ クの上に巻きつ
け、 たるみを取り ます。

13. 内側の用紙ガイ ド  (1) と用紙を揃えます。外側の用紙ガイ ド  (2) を、用紙の端に軽
く触れる く らいまで内側にスライ ド させます。

2

1

1

2
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14. 外側の用紙ガイ ド  (1) の底部にある蝶ネジ ( この角度からは見えません ) を締めま
す。

15. 印字ヘッ ド ・ アセンブリ  (1) を押し下げ、 印字ヘッ ド ・ オープン ・ レバー (2) を、
ロ ッ ク して固定するまで回します。

台紙が巻き取り スピンドルまたは芯に巻かれます。

1

12
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16. 用紙ドアを閉じます。

17. プリ ンタを剥離モードに設定します （詳細については、印字モード  ( 87 ページ ) 
を参照してください）。

18. 必要に応じて、CANCEL ( キャンセル ) セルフ・テス ト  ( 164 ページ )  を実行して、
プ リ ンタが印刷可能であるこ とを確認します。
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巻き取りモード用最終手順 7.

8. 巻き取りプレート をプリ ンタ内部の格納場所から取り外します。

9. 巻き取りプレートに付いているフッ ク ・ プレートの リ ップ部分が下向きになるよ
うに巻き取りプレートの位置を決めます。

10. フッ ク ・ プレートの リ ップ部分を約 13 mm （1/2 インチ） だけサイ ド ・ プレート
の下部スロ ッ トに挿入します。

11. 巻き取りプレートの上端をサイ ド ・ プレートの対応する上部スロ ッ トに合わせま
す。

12. 巻き取りプレートがプリ ンタの本体にぴったりついて止まるまで巻き取りプレー
ト を内側にスライ ド させます。

1 上部スロ ッ ト

2 下部スロ ッ ト

3 巻き取りプレート

4 リ ップ

5 調整可能なフッ ク ・ プレート

3

42

5

1
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13. プリ ンタから用紙を約 920 mm (36 インチ ) 引き出します。 この露出した部分から
ラベルを剥がし、 廃棄します。

14. フッ クを巻き取り スピンドルから取り外します。

15. 芯を使用する場合は、 芯がガイ ド ・ プレートにぴったり く っつく まで巻き取り ス
ピンドルに芯をスライ ド させます。

注 • 芯は必須ではあ り ません。
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16. 用紙ライナーを逆時計回りに巻き取り スピンドルに巻き付けます。

a. フッ クを再度取り付けします。 フッ クの短い方の端を調整ナッ トの中心の穴 
(1) に挿入します。 フッ クの長い方の端をガイ ド ・ プレートの小さい穴 (2) に
挿入します 。

b. スピンドルを逆時計方向に何回か回して用紙ライナーをフッ クの上に巻きつ
け、 たるみを取り ます。

17. 内側の用紙ガイ ド  (1) と用紙を揃えます。外側の用紙ガイ ド  (2) を、用紙の端に軽
く触れる く らいまで内側にスライ ド させます。

2

1

1

2
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18. 外側の用紙ガイ ド  (1) の底部にある蝶ネジ ( この角度からは見えません ) を締めま
す。

19. 印字ヘッ ド ・ アセンブリ  (1) を押し下げ、 印字ヘッ ド ・ オープン ・ レバー (2) を、
ロ ッ ク して固定するまで回します。

用紙が巻き取り スピンドルまたは芯に巻き付きます。

1

12
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20. 用紙ドアを閉じます。

21. プリ ンタを巻き取りモードに設定します （詳細については、印字モード  ( 87 ペー
ジ )  を参照してください）。

22. 必要に応じて、CANCEL ( キャンセル ) セルフ・テス ト  ( 164 ページ )  を実行して、
プ リ ンタが印刷可能であるこ とを確認します。
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カッ ター ・ モード用最終手順 7.

8.

9. 内側の用紙ガイ ド  (1) と用紙を揃えます。外側の用紙ガイ ド  (2) を、用紙の端に軽
く触れる く らいまで内側にスライ ド させます。

注意 • カッ ターには鋭い刃が付いています。 指で刃をなでたり、 刃に触れたり しない
ように注意して ください。

用紙が印字ヘッ ド ・ アセンブリ  (1) の下を通り、 スナップ ・ プレート (2) の下か
らカッ ター ・ アセンブリ  (3) 内を通過するまで用紙を前方向に通します。

1

2

3

1

2
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用紙の装着
10. 外側の用紙ガイ ド  (1) の底部にある蝶ネジ ( この角度からは見えません ) を締めま
す。

11. 印字ヘッ ド ・ アセンブリ  (1) を押し下げ、 印字ヘッ ド ・ オープン ・ レバー (2) を、
ロ ッ ク して固定するまで回します。

用紙が巻き取り スピンドルまたは芯に巻き付きます。

1

12
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12. 用紙ドアを閉じます。

13. プリ ンタをカッ ター・モードに設定します （詳細については、印字モード  ( 87 ペー
ジ )  を参照してください）。

14. 必要に応じて、CANCEL ( キャンセル ) セルフ・テス ト  ( 164 ページ )  を実行して、
プ リ ンタが印刷可能であるこ とを確認します。
P1056468-072 2013/5/1



3

プリンタの設定と調整
このセクシ ョ ンでは、 プリ ンタの設定と調整について説明します。
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84
プリンタ設定の変更

このセクシ ョ ンでは、変更可能なプリ ンタ設定について説明する と共に、プリ ンタ設
定の変更に使用するツールも特定します。 これらのツールには、次のよ うなものがあ
り ます。

• ZPL コマンド と  Set/Get/Do (SGD) コマンド  ( 詳細に付いては、 『Zebra® プログラ
ミ ング ・ ガイ ド』 を参照 )

• プリ ンタのコン ト ロール・パネル・ディ スプレイ  ( 詳細については、 「コン ト ロー
ル ・ パネル ・ディ スプレイ  ( 17 ページ ) 」 を参照 )

• プリ ンタに有線接続またはワイヤレス ・ プ リ ンタ ・ サーバ接続が有効になってい
る と きのプリ ンタの Web ページ ( 詳細については、 『ZebraNet ワイヤレス ・ プ リ
ン ト ・ サーバ ・ ユーザー ・ ガイ ド』 を参照 )

これらのマニュアルは、 プリ ンタ付属のユーザー CD または
http://www.zebra.com/manuals から利用できます。

このセクシ ョ ンには次のサブセクシ ョ ンがあ り ます。

• 印字設定 ( 85 ページ ) 

• 保守ツールと診断ツール ( 92 ページ ) 

• ネッ ト ワーク設定 ( 101 ページ ) 

• 言語設定 ( 106 ページ ) 

• ポート設定 ( 110 ページ ) 
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印字設定

表 7 • 印字設定

印字濃度 濃度は、 良好な印字品質が得られる最低値に設定してください。 濃度の設定が高す
ぎる と、 ラベルの印字イ メージが不鮮明になったり、 バーコードが正し く読み取れ
なくなった り、 リボンが焼け付いてしまったり、 印字ヘッ ドの磨耗を早めてしま う
場合があ り ます。

必要に応じて、 FEED ( フ ィード ) セルフ ・ テス ト  ( 166 ページ ) を使用して、 最適
な濃度の設定を判定できます。

有効値 ： 0.0 ～ 30.0

関連の ZPL コマンド ： ^MD、 ~SD 

使用した SGD コマンド ： print.tone 

コン ト ロール ・ パネルのメニュー項目 ： 印字濃度 ( 21 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
General Setup ( 基本設定 ) > Darkness 
( 濃度 )

印字速度 ラベル印刷の速度を選択します ( mm/ 秒 )。通常、印字速度を遅くする と、印字品質
は向上します。

有効値 ： • 203 dpi: 2 ～ 12 ips
• 300 dpi: 2 ～ 9 ips

関連の ZPL コマンド ： ^PR 

使用した SGD コマンド ： media.speed 

コン ト ロール ・ パネルのメニュー項目 ： 印字速度 ( 21 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
General Setup ( 基本設定 ) > Print 
Speed ( 印字速度 )
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切り取り位置 必要に応じて、 印刷後に切り取りバーの上にく る用紙の位置を調整します。 

• 数値を大き くする と用紙が前に出ます ( 切り取り線が次のラベルのリーディン
グ ・ エッジに近くなる )。

• 数値を小さ くする と用紙が後に引っ込みます (切り取り線が印刷されたラベルの
端に近くなる )。

有効値 ： -120 ～ 120

関連の ZPL コマンド ： ~TA 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール ・ パネルのメニュー項目 ： 切り取りモード  ( 21 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
General Setup ( 基本設定 ) > Tear Off
( 切り取り )

表 7 • 印字設定 ( 続き )

1
2

1 用紙の方向

2 工場出荷時の切り取り位置 000
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印字モード プ リ ンタ ・ オプシ ョ ンに適した印字モードを選択してください。

有効値 ： • 切り取り  — プリ ンタは、 指定された
ラベル ・ フォーマッ トで印刷します。
プ リ ンタのオペレータは、 印刷された
ラベルをいつでも切り取るこ とができ
ます。

• 剥離 — プリ ンタは、 印刷中に台紙か
らラベルを剥離し、 ラベルが取り除か
れるまで一時停止します。 台紙は、 巻
き取り スピンドルに巻き取られます。

• 巻き取り  — プリ ンタは、 ラベル間で
一時停止せずに印刷します。 用紙は、
印刷後、 巻き取り スピンドルに巻き取
られます。

• カッター — プリ ンタは、 ラベルを印
刷後に切り離します。

関連の ZPL コマンド ： ^MM 

使用した SGD コマンド ： media.printmode 

コン ト ロール ・ パネルのメニュー項目 ： 印字モード  ( 21 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
General Setup ( 基本設定 ) > 
Print Mode ( 印字モード )

用紙タイプ 使用する用紙のタイプを選択します。 

• 「連続紙」 を選択した場合は、 ラベル ・ フォーマッ トでラベルの長さ  (ZPL を使
用する場合は ^LL) も指定する必要があ り ます。

• 各種の単票用紙に 「ギャ ップあ り」 を選択した場合は、 プリ ンタが用紙を
フ ィード してラベルの長さを算出します。

詳細については、 用紙のタイプ ( 50 ページ )  を参照してください。

有効値 ： • 連続紙

• ギャ ップあ り

関連の ZPL コマンド ： ^MN 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール ・ パネルのメニュー項目 ： 用紙タイプ ( 22 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Media Setup ( 用紙設定 ) > 
Media Type ( 用紙タイプ )

表 7 • 印字設定 ( 続き )
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印字方式 リボンを使用するかど うか指定します。 熱転写用紙に印刷する場合はリボンが必要
です。 一方、 感熱用紙ではリボンは不要です。

リ ボンを使用する必要があるかど う かを判断するには、 リ ボンを使用するケース
( 52 ページ )  を参照してください。

有効値 ： • 熱転写

• 感熱

関連の ZPL コマンド ： ^MT 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール ・ パネルのメニュー項目 ： 印字方式 ( 22 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Media Setup ( 用紙設定 ) > Print 
Method ( 印字方式 )

印字幅 使用するラベルの幅を指定します。

注 • 指定する幅が狭すぎる と、 ラベル ・ フォーマッ トの一部が用紙に印刷さ
れない場合があ り ます。 設定する幅が広すぎる と、 フォーマッ ト ・ メモ リ を
浪費し、 ラベル外のプラテン ・ ローラー上に印刷がはみ出る可能性があ り ま
す。 ^POI ZPL II コマンドを使用してイ メージが反転されている場合、 この
設定はラベル ・ フォーマッ トの縦位置に影響を及ぼす可能性があ り ます。

有効値 ： 最小 : 2 ド ッ ト

最大 : 

• 203 dpi: 832 ド ッ ト

• 300 dpi: 1248 ド ッ ト

関連の ZPL コマンド ： ^PW 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール ・ パネルのメニュー項目 ： 印字幅 ( 22 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Media Setup (用紙設定 ) > Print Width 
( 印字幅 )

表 7 • 印字設定 ( 続き )
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最大ラベル長 最大ラベル長は、 実際のラベルの長さ と ラベル間のギャ ップの長さを合わせたよ り
少なく と も  25.4 mm (1.0 インチ ) 長い値に設定してください。 ラベル長よ り小さい
値を設定する と、 プ リ ンタは連続用紙がセッ ト されている とみなし、 キャ リブレー
ト を実行できません。

たとえば、 ラベル間ギャ ップも含めたラベル長が 152 mm (6.0 インチ ) である場合、
このパラ メータは 178 mm (7.0 インチ ) 以上に設定します。 

有効値 ： 0 ～このプ リ ンタがサポー ト する最大ラ
ベル長

関連の ZPL コマンド ： ^ML 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール ・ パネルのメニュー項目 ： 最大用紙長 ( 22 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Media Setup ( 用紙設定 ) > 
Maximum Length ( 最大長 )

表 7 • 印字設定 ( 続き )

2

1 ラベル長 ( ラベル間のギャ ップを含む )
2 ラベル間のギャ ップ

3 最大ラベル長を、 この長さに設定する

1 3
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バッ クフ ィー
ド手順

このパラ メータは、 印字モードでラベルが取り外された後にラベルをバッ クフ ィー
ドするタイ ミ ングを設定します。 巻き取りモードには影響しません。 この設定は、
ラベル ・ フォーマッ トの一部と して発行される  ~JS 命令によって上書きされます。

有効値 ： • 発行後 ( 最後のラベルが印刷された直
後にバッ クフ ィードが実行されます )

• オフ  ( バッ クフ ィードなし )
• 発行前 ( 最初のラベルが前方にフ ィー

ド される前にバッ クフ ィードが実行さ
れます )

• デフォルト

関連の ZPL コマンド ： ~JS 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール ・ パネルのメニュー項目 ： バッ クフ ィード  ( 31 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Advanced Setup ( 詳細設定 ) > 
Backfeed ( バッ クフ ィード )

ラベルの Y 印
字基点

このパラ メータは、 ラベルの縦方向の印字位置を調整します。正の数を指定する と、
指定したド ッ ト数だけラベルの Y 字基点が下側 ( 印字ヘッ ドから離れて ) に調整さ
れます。 負の数を指定する と、 ラベルの Y 字基点が上側 ( 印字ヘッ ド側 ) に調整し
ます。

有効値 ： -120 ～ 120

関連の ZPL コマンド ： ^LT 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール ・ パネルのメニュー項目 ： Y 印字基点 ( 31 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
General Setup (基本設定 ) > Label Top 
(Y 印字基点 )

ラベルの X 印
字基点の調整

必要に応じて、 ラベルの横方向の印字位置をシフ ト します。 正の値を設定する と、
選択したド ッ ト数ごとに、 イ メージの左端がラベルの中央方向に移動し、 負の数を
設定する と、 イ メージの左端がラベルの左端に移動します。

有効値 ： -9999 ～ 9999

関連の ZPL コマンド ： ^LS 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール ・ パネルのメニュー項目 ： X 印字基点 ( 31 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Advanced Setup ( 詳細設定 ) > Left 
Position (X 印字基点 )

表 7 • 印字設定 ( 続き )
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ヘッ ド ・
チェ ッ ク間隔

このプリ ンタでは、印字ヘッ ド機能のテス トが定期的に実行されます。このパラ メー
タでは、 これらの内部テス トの間隔を次のテス ト までに印刷するラベル数で指定し
ます。

有効値 ： 0000 ( テス ト を無効にする ) ～ 9999

関連の ZPL コマンド ： ^JT 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール ・ パネルのメニュー項目 ： 印刷ヘッ ド  チェッ ク間隔 ( 31 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Advanced Setup ( 詳細設定 ) > Head 
Test Count ( ヘッ ド ・ チェッ ク間隔 )

再発行モード 再発行モードを有効にする と、 プ リ ンタのコン ト ロール・パネルで PAUSE ( 一時停
止 ) + CANCEL ( キャンセル ) を押し続けるこ とによ り、最後に発行したラベルを再
発行するこ とができます。

有効値 ： • オン

• オフ

関連の ZPL コマンド ： ^JZ 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール ・ パネルのメニュー項目 ： 再発行モード  ( 32 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： N/A

表 7 • 印字設定 ( 続き )
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保守ツールと診断ツール

表 8 • 保守ツールと診断ツール

「サプライ
_LOW」 警告

この機能が有効になっている場合は、 用紙またはリボンがロールの最後に近づく
と、 プ リ ンタから警告が発行されます。

有効値 ： 用紙使用できません、 用紙使用できます

関連の ZPL コマンド ： ^JH 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： 「サプライ _LOW」 警告 ( 23 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
General Setup ( 基本設定 ) > Early 
Warning (Media) ( 早期警告 - 用紙 )

メンテナンスの
早期警告

この機能が有効になっている場合は、印字ヘッ ドのク リーニングが必要になる と、
プ リ ンタから警告が発行されます。

有効値 ： メンテナンス ・ オフ、 メンテナンスオン

関連の ZPL コマンド ： ^JH 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： 早期警告メンテナンス  ( 23 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
General Setup ( 基本設定 ) > Early 
Warning (Maintenance) ( 早期警告 - 
メ ンテナンス )

印字ヘッ ドのク
リーニング間隔

メンテナンスの早期警告が有効のと きは、 この値を使用する用紙またはリボン ・
ロールの長さに設定します。

印字ヘッ ドが設定された長さに達する と、 コン ト ロール ・ パネルのディ スプレイ
に 「警告 印字ヘッ ドを清掃」 と表示されます。 アラート機能が有効になっている場
合は、 プ リ ンタからアラートが生成されます。

有効値 ： 0 M/0 FT ～ 450 M/1476 FT 
(50 M 増分単位 )

関連の ZPL コマンド ： ^JH 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： 印字ヘッ ド  ク リーニング ( 23 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
General Setup ( 基本設定 ) > Head 
Cleaning ( ヘッ ドのク リーニング )
P1056468-072  2013/5/1



93プリンタの設定と調整
プリンタ設定の変更
印字ヘッ ドの平
均寿命

メンテナンスの早期警告が有効な場合、 この値を、 印字ヘッ ドで印刷する予定の
用紙の長さ  ( インチ ) に設定します。

印字ヘッ ドが設定された長さに達する と、 コン ト ロール ・ パネルのディ スプレイ
に 「警告 印字ヘッ ド取替え」 と表示されます。 アラート機能が有効になっている
場合は、 プ リ ンタからアラートが生成されます。

有効値 ： 0 M/0 FT ～ 450 M/1476 FT 
(50 M 増分単位 )

関連の ZPL コマンド ： ^JH 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： ヘッ ドの寿命 ( 23 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
General Setup ( 基本設定 ) > Head Life 
( ヘッ ドの寿命 )

リセッ トできな
いカウンタ

リセッ トできないカウンタは、プ リ ンタが印刷した用紙の合計の長さを示します。
ファームウェア ・ コマンドを使用して、 このカウンタの測定単位を変更できます。

関連の ZPL コマンド ： ^MA ( 測定単位の変更 )

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： ノン リセッ ト ・ カウンタ  ( 24 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： なし

ユーザー制御の
カウンタ

2 つのユーザー制御のカウンタが、 前回のカウンタの リセッ ト以降にプ リ ンタが
印刷した用紙の長さの合計を示します。 ファームウェア ・ コマンドを使用し、 カ
ウンタの測定単位を変更して、 リセッ トできます。

関連の ZPL コマンド ： ^MA ( 測定単位の変更 )

~RO ( カウンタのリセッ ト )

使用した SGD コマンド ： odometer.media_marker_count1 

odometer.media_marker_count2 

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： リセッ ト ・ カウンタ  1 ( 24 ページ ) 
リセッ ト ・ カウンタ  2 ( 24 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： なし

カウンタの読み
取り値の印刷

以下のオド メータの読み取り値を リ ス トするラベルを印刷します。

• リセッ トできないカウンタ

• ユーザー制御の 2 つのカウンタ

• メ ンテナンスの早期警告カウンタ。 前回印字ヘッ ドをク リーニングした日
時と印字ヘッ ドの寿命を示す ( メンテナンスの早期警告機能が無効になっ
ている場合、 この機能に関連するカウンタは印刷されません )。

関連の ZPL コマンド ： ~HQ 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： 印字メーター ( 25 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： なし

表 8 • 保守ツールと診断ツール ( 続き )
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発行情報 以下の指定された情報を  1 つ以上のラベルに印刷します。

• フォン ト  — プリ ンタで使用可能なフォン ト  ( 標準プリ ンタ ・ フォン トおよび
任意のオプシ ョ ン ・ フォン ト を含む ) を印刷します。 フォン トは、 RAM また
はフラ ッシュ ・ メモ リに保存されています。

• バーコード  — プリ ンタで使用可能なバーコードを印刷します。 バーコード
は、 RAM またはフラ ッシュ ・ メモ リに保存されています。

• イ メージ — プリ ンタの RAM、 フラ ッシュ ・ メモ リ、 またはオプシ ョ ンのメ
モ リ ・ カードに格納されている使用可能なイ メージを印刷します。

• フォーマッ ト  — プリ ンタの RAM、 フラ ッシュ ・ メモ リ、 またはオプシ ョ ン
のメモ リ ・ カードに格納されている使用可能なフォーマッ ト を印刷します。

• セッ ト アップ — プリ ンタ設定ラベルを印刷します。

• ネッ ト ワーク  — インス トールされているプリ ン ト ・ サーバの設定を印刷しま
す。

• すべて — 上記の 6 枚のラベルを印刷します。

関連の ZPL コマンド ： プ リ ンタ設定 : ~WC

ネッ ト ワーク : ~WL

その他 : ^WD

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： リ ス ト  フォン ト  ( 25 ページ ) 

リ ス ト  バーコード  ( 25 ページ ) 

リ ス ト  イ メージ ( 25 ページ ) 

リ ス ト  フォーマッ ト  ( 26 ページ ) 

リ ス ト  設定 ( 26 ページ ) 

リ ス ト  ネッ ト ワーク  ( 26 ページ ) 

全てのリ ス ト発行 ( 26 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > Print 
Listings on Label ( ラベルにリ ス ト を
印刷 )

センサー ・ プロ
フ ィールの印刷

実際のセンサー値と比較したセンサー設定を表示します。 

センサー・プロフ ィールの結果を解釈するには、センサー・プロフ ィール ( 171 ペー
ジ )  を参照してください。 

関連の ZPL コマンド ： ~JG 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： センサー ・ プロフ ィール ( 27 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > Print 
Listings on Label ( ラベルにリ ス ト を
印刷 )

表 8 • 保守ツールと診断ツール ( 続き )
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プリンタ設定の変更
フラ ッシュ ・ メ
モ リの初期化

このオプシ ョ ンでは、 保存されているすべての情報をフラ ッシュ ・ メモ リから消
去します。

注意 • このオプシ ョ ンでは、 フラ ッシュ ・ メモリを完全に消去します。

関連の ZPL コマンド ： ^JB 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： フラ ッシュ メモ リ初期化 ( 27 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタの設定の表示＆変更をし
ます ) > Advanced Setup ( 詳細設定 ) 
> Format Memory ( メモ リ をフォー
マッ ト します )

電源投入時の動
作

電源投入時の動作の設定

電源投入シーケンス時に行うプ リ ンタの動作を設定します。

• キャ リブレート  - センサー ・ レベルと しきい値を調整し、 ラベル長を判別し、
用紙を次のウェブにフ ィード します。

• フ ィード  - ラベルが最初の整合点にフ ィード されます。

• ラベル長 - 現在のセンサー値を使用してラベル長を判定し、 用紙を次のウェブ
にフ ィード します。

• 動作しません - プリ ンタに用紙を送り ません。 ウェブが正確な位置にあるこ と
を手動で確認してください。 または FEED ( フ ィード ) ボタンを押して次の
ウェブを配置してください。

• 短キャ リブレート  - センサーのゲインを調整せずに用紙と ウェブのしきい値を
設定し、 長さを判定して用紙を次のウェブにフ ィード します。

有効値 ： • キャ リブレート

• フ ィード

• ラベル長

• 動作しません

• 短キャ リブレート

関連の ZPL コマンド ： ^MF 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： PWRUP 用紙動作 ( 30 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Calibration ( キャ リブレート )

表 8 • 保守ツールと診断ツール ( 続き )
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プリンタ設定の変更

96
ヘッ ドを閉める
と きの動作

ヘッ ドを閉める動作の設定

印字ヘッ ドを閉める と きのプリ ンタの動作を設定します。

• キャ リブレート  - センサー ・ レベルと しきい値を調整し、 ラベル長を判別し、
用紙を次のウェブにフ ィード します。

• フ ィード  - ラベルが最初の整合点にフ ィード されます。

• ラベル長 - 現在のセンサー値を使用してラベル長を判定し、 用紙を次のウェブ
にフ ィード します。

• 動作しません - プリ ンタに用紙を送り ません。 ウェブが正確な位置にあるこ と
を手動で確認してください。 または FEED ( フ ィード ) ボタンを押して次の
ウェブを配置してください。

• 短キャ リブレート  - センサーのゲインを調整せずに用紙と ウェブのしきい値を
設定し、 長さを判定して用紙を次のウェブにフ ィード します。

有効値 ： • キャ リブレート

• フ ィード

• ラベル長

• 動作しません

• 短キャ リブレート

関連の ZPL コマンド ： ^MF 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： ヘッ ドを閉めます ( 30 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Calibration ( キャ リブレート )

表 8 • 保守ツールと診断ツール ( 続き )
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97プリンタの設定と調整
プリンタ設定の変更
設定初期化 プリ ンタまたはプリ ン ト ・ サーバのデフォルト値を読み込む

• 工場出荷時 — ネッ ト ワーク設定以外のすべてのプリ ンタ設定を工場出荷時の
デフォルト値に戻します。 デフォルト設定を読み込む場合は、 手動で変更し
たすべての設定を再読み込みする必要があるので、 注意して ください。

• ネッ ト ワーク  — プリ ンタの有線またはワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバを再初
期化します。 ワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバの場合、 プリ ンタはワイヤレス ・
ネッ ト ワークにも再び関連付けられます。 

• 最終保存 — 最後に保存した設定を読み込みます。

有効値 ： • 工場出荷時

• ネッ ト ワーク  
• 最終保存

関連の ZPL コマンド ： 工場出荷時 : ^JUF

ネッ ト ワーク : ^JUN

最終保存 : ^JUR

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： セッ ト アップ・モードの終了時にオプシ ョ
ン と して使用でき ます。 セッ ト ア ップ ・
モードの終了 ( 19 ページ )  参照。

コン ト ロール ・ パネル ・ キー ： 工場出荷時 : プリ ンタのパワーアップ時に
FEED ( フ ィード ) ボタンと  PAUSE ( 一時
停止 ) ボタンを押したままにして、プ リ ン
タ・パラ メータを工場出荷時の値にリセッ
ト します。

ネッ ト ワーク : プリ ンタのパワーアップ時
に CANCEL ( キ ャ ンセル ) ボタ ン と
PAUSE (一時停止 ) ボタンを押したままに
して、ネッ ト ワーク ・パラ メータを工場出
荷時の値にリセッ ト します。

最終保存 : N/A

プリ ンタの Web ページ ： 工場出荷時 : View and Modify Printer 
Settings ( プリ ンタの設定の表示＆変
更をします ) > Restore Default 
Configuration ( デフォルトのコン
フ ィグに再定義してください )

ネッ ト ワーク : プリ ン ト ・サーバー設定 > 
プリ ン ト ・ サーバのリセッ ト

最終保存 : View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Restore Saved Configuration ( 保存さ
れた設定の復元 )

表 8 • 保守ツールと診断ツール ( 続き )
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98
用紙センサーと
リボン ・ セン
サーのキャ リブ
レート

用紙センサーと リボン・センサーの感度を調整するには、プリ ンタをキャ リブレー
ト します。

キャ リブレート手順を実行する方法の詳細については、 リボンと用紙センサーの
マニュアル ・ キャ リブレート  ( 114 ページ )  を参照してください。

有効値 ： N/A

関連の ZPL コマンド ： ~JC 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： 用紙と リボン キャ リブレート  ( 27 ページ) 

コン ト ロール ・ パネル ・ キー ： キャ リブレート を開始するには、 PAUSE
( 一時停止 ) ボタン + FEED ( フ ィード )
ボタン + CANCEL ( キャンセル ) ボタンを
2 秒間押したままにします。

プ リ ンタの Web ページ ： キャ リブレート手順は、Web ページからは
開始できません。センサー・キャ リブレー
ト時に行われる設定については、次の Web
ページを参照してください。

View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Calibration ( キャ リブレート )

重要 • Zebra 技術サポート または 
Zebra 認定技術者からの指示でない
限り、 これらの設定は変更しない
でください。

通信診断モード プ リ ンタが受信するすべてのデータの 16 進値をプリ ンタで出力するには、この診
断ツールを使用します。

詳細については、 通信診断テス ト  ( 170 ページ )  を参照してください。

有効値 ： • 無効

• 有効

関連の ZPL コマンド ： ~JD で有効、 ~JE で無効

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： 通信 ( 29 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： N/A

表 8 • 保守ツールと診断ツール ( 続き )
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プリンタ設定の変更
フォーマッ トの
変換

ビ ッ ト マップ倍率を選択します。 最初の数字は元の 1 インチあた りのド ッ ト数
(dpi) で、 2 番目の数字は変換後の dpi です。

有効値 ： • なし
• 150 ®300
• 150® 600
• 200® 600
• 300® 600

関連の ZPL コマンド ： なし

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： フォーマッ ト ・ コンバート  ( 32 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： なし

アイ ドル表示 プリ ンタのアイ ドル時にプリ ンタ・ディ スプレイに表示される情報を選択します。 

有効値 ： • ファームウェア (FW) バージ ョ ン
• MM/DD/YY 24 HR
• M/DD/YY 12 HR
• DD/MM/YY 24 HR
• DD/MM/YY 12 HR

関連の ZPL コマンド ： なし

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： アイ ドル表示 ( 32 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： N/A

RTC 日付 このパラ メータを使用する と、 「アイ ドル表示」 に日付が表示されるよ うに設定で
きます。

関連の ZPL コマンド ： ^ST 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： RTC 日付 ( 33 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： なし

RTC 時間 このパラ メータを使用する と、 「アイ ドル表示」 に時間が表示されるよ うに設定で
きます。

関連の ZPL コマンド ： ^ST 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： RTC 時間 ( 33 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： なし

表 8 • 保守ツールと診断ツール ( 続き )
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100
パスワード ・
レベル

このパラ メータでは、 特定の工場出荷時に選択されたメニュー ・ アイテムをパス
ワード保護するか、 またはすべてのメニュー ・ アイテムをパスワード保護するか
を選択できます。

有効値 ： • 選択されたアイテム

• すべてのアイテム

関連の ZPL コマンド ： なし

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： パスワード ・ レベル ( 36 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： なし

ZBI プログラム
の実行

ZBI 2.0 がインス トールされている場合は、 プ リ ンタにダウンロード されている
ZBI プログラムを実行するよ うに設定できます。

有効値 ： N/A

関連の ZPL コマンド ： ^JI、 ~JI

使用した SGD コマンド ： zbi.control.run 

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： 指定の ZBI プログラムの実行 * ( 33 ペー
ジ ) 

プリ ンタの Web ページ ： ディ レク ト リ ・ リ ス ト

表 8 • 保守ツールと診断ツール ( 続き )
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プリンタ設定の変更
ネッ トワーク設定

表 9 • ネッ トワーク設定

1 次ネッ ト ワー
ク

1 次ネッ ト ワーク ・ デバイスの選択

このパラ メータは、 アクテイブなデバイスの選択で 1 次にするデバイスを決めま
す。

有効値 ： • 有線

• 無線

関連の ZPL コマンド ： ^NC 

使用した SGD コマンド ： ip.primary_network 

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： 一次ネッ ト ワーク  ( 33 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： なし

外部デバイスか
らロード

IP 設定をプリ ンタまたはプリ ン ト ・ サーバからロードするかど うかの表示

こ のパラ メ ータは、 パワーア ッ プ時にプ リ ン タ ま たはプ リ ン ト ・ サーバの
LAN/WLAN 設定を使用するかど うかを指定します。デフォルトでは、プリ ンタの
設定を使用します。

有効値 ： • はい

• いいえ

関連の ZPL コマンド ： ^NP 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： 外部からロード ? ( 34 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： なし
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102
アクティブなプ
リ ン ト ・ サーバ

アクティブなプリ ン ト ・ サーバの表示

このメニュー項目では、 使用中のプリ ン ト ・ サーバを表示します。 これによって、
メニュー項目 (IP プロ ト コルや IP アドレスなど ) で表示されている設定値のデバ
イスが分かり ます。 

有効値 ： • 「無線」 は、 ワイヤレス ・ プ リ ン ト ・
サーバがアクティブになっているこ と
を示します。 

• 「内部有線」 は、 内部有線プリ ン ト ・
サーバがアクティブになっているこ と
を示します。 

• 「外部有線」 は、 外部有線プリ ン ト ・
サーバがアクティブになっているこ と
を示します。 

• 「なし」 は、 ネッ ト ワーク ・ オプシ ョ
ンの 1 つがインス トールされている
が、 アクティブになっていないこ とを
示します。 このメニュー項目に 「な
し」 が表示されている場合は、 IP プロ
ト コルや IP アドレスなどのデバイス
固有の項目が表示されません。

関連の ZPL コマンド ： なし

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： アクティブ ・ プ リ ン ト ・ サーバ ( 34 ペー
ジ ) 

プリ ンタの Web ページ ： なし

表 9 • ネッ トワーク設定 ( 続き )
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プリンタ設定の変更
IP プロ ト コル IP レゾ リ ューシ ョ ン方法の設定

このパラ メータは、ユーザー ( 確定 ) またはサーバ ( ダイナミ ッ ク ) のどちらで IP
アドレスを選択できるかを示します。 ダイナミ ッ ク ・ オプシ ョ ンを選択した場合、
このパラ メータは、 プリ ン ト ・ サーバ ( 有線または無線 ) がサーバから  IP アドレ
スを受信する方法を指定します。

有効値 ： • 全て

• 収集のみ
• RARP
• BOOTP
• DHCP
• DHCP & BOOTP

• 確定

関連の ZPL コマンド ： ^ND 

使用した SGD コマンド ： 有線 : 
internal_wired.ip.protocol 
external_wired.ip.protocol

無線 : wlan.ip.protocol 

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： IP プロ ト コル ( 34 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Network Communications Setup ( ネッ
ト ワーク通信設定 ) > 
TCP/IP Settings (TCP/IP 設定 ) > IP 
Protocol (IP プロ ト コル )

IP アドレス プリ ンタの IP アドレスの表示または設定

プリ ンタの IP アドレスを表示し、 必要に応じて変更します。

この設定で行った変更は、 IP プロ ト コルが 「確定」 に設定されている場合にのみ
保存されます。 保存した変更内容を反映させるには、 プ リ ン ト ・ サーバを リセッ
ト します ( ネッ ト ワークのリセッ ト  ( 105 ページ )  を参照してください )。

有効値 ： 000 ～ 255 ( 各フ ィールド )

関連の ZPL コマンド ： ^ND 

使用した SGD コマンド ： 有線 : internal_wired.ip.addr
external_wired.ip.addr

無線 : ip.addr, wlan.ip.addr 

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： IP アドレス  ( 34 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Network Communications Setup
( ネッ ト ワーク通信設定 ) > 
TCP/IP Settings (TCP/IP 設定 ) > IP 
Address (IP アドレス )

表 9 • ネッ トワーク設定 ( 続き )
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104
サブネッ ト ・
マスク

サブネッ ト ・ マスクの表示または設定

サブネッ ト ・ マスクを表示し、 必要に応じて変更します。

このメニュー項目は、ご使用のプリ ンタに有線またはワイヤレス ・プ リ ン ト ・サー
バがインス トールされている環境に限り表示されます。 この設定に対する変更を
保存するには、 IP プロ ト コルを確定に設定してから、 プ リ ン ト ・サーバを リセッ ト
します ( ネッ ト ワークのリセッ ト  ( 105 ページ )  を参照 )。

有効値 ： 000 ～ 255 ( 各フ ィールド )

関連の ZPL コマンド ： ^ND 

使用した SGD コマンド ： 有線 : internal_wired.ip.netmask
external_wired.ip.netmask

無線 : wlan.ip.netmask

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： サブネッ ト ・ マスク  ( 35 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Network Communications Setup
( ネッ ト ワーク通信設定 ) > 
TCP/IP Settings (TCP/IP 設定 ) > 
Subnet Mask ( サブネッ ト ・ マスク )

デフォルト ・
ゲート ウェイ

デフォルト ・ ゲート ウェイの表示または設定

デフォルト ・ ゲート ウェイを表示し、 必要に応じて変更します。

このメニュー項目は、ご使用のプリ ンタに有線またはワイヤレス ・プ リ ン ト ・サー
バがインス トールされている環境に限り表示されます。 この設定に対する変更を
保存するには、 IP プロ ト コルを確定に設定してから、 プ リ ン ト ・サーバを リセッ ト
します ( ネッ ト ワークのリセッ ト  ( 105 ページ )  を参照 )。

有効値 ： 000 ～ 255 ( 各フ ィールド )

関連の ZPL コマンド ： ^ND 

使用した SGD コマンド ： 有線 : internal_wired.ip.gateway
external_wired.ip.gateway

無線 : wlan.ip.gateway

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： デフォルト ・ ゲート ウェイ  ( 35 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Network Communications Setup
( ネッ ト ワーク通信設定 ) > 
TCP/IP Settings (TCP/IP 設定 ) > 
Default Gateway ( デフォルト ・ ゲー
ト ウェイ )

表 9 • ネッ トワーク設定 ( 続き )
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プリンタ設定の変更
MAC アドレス MAC アドレスの表示

プリ ンタ  ( 有線または無線 ) にインス トールされているプリ ン ト ・サーバの Media
Access Control (MAC) アドレスを表示します。

有効値 ： N/A

関連の ZPL コマンド ： なし

使用した SGD コマンド ： 有線 : internal_wired.mac_addr 
external_wired.mac_addr

無線 : wlan.mac_addr 

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： MAC アドレス  ( 35 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： なし

ESSID ESSID 値の表示

Extended Service Set Identification (ESSID) は、 ご使用のワイヤレス ・ ネッ ト ワーク
の ID です。 この設定は、現在のワイヤレス設定の ESSID を表示しますが、 コン ト
ロール ・ パネルからは変更できません。

有効値 ： 32 文字の英数字文字列 
( デフォルトは 125)

関連の ZPL コマンド ： なし

使用した SGD コマンド ： wlan.essid

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： ESSID ( 36 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： なし

ネッ ト ワークの
リセッ ト

このオプシ ョ ンで、 有線またはワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバを リセッ ト します。
ネッ ト ワーク設定で行った設定内容を反映させるには、プ リ ン ト ・サーバを リセッ
トする必要があ り ます。

有効値 ： N/A

関連の ZPL コマンド ： ~WR 

使用した SGD コマンド ： device.reset 

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： ネッ ト ワーク設定のリセッ ト  ( 36 ペー
ジ ) 

プリ ンタの Web ページ ： Print Server Settings ( プリ ン ト ・ サーバー
設定 ) > Factory Print Server Settings 
( プリ ン ト ・ サーバの工場出荷時設
定 )

表 9 • ネッ トワーク設定 ( 続き )
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言語設定

表 10 • 言語設定

言語 必要に応じて、 プリ ンタの表示言語を変更します。

この変更内容は、 以下の表記に反映されます。

• ステータス ・ メ ッセージとエラー ・ メ ッセージ

• プリ ンタ ・ パラ メータ

• プリ ンタ設定ラベル、 ネッ ト ワーク設定ラベル、 およびユーザー ・ メニューか
ら印刷を選択できる他のラベル ( ただし、 日本語、 韓国語、 中国語 ( 簡体字と繁
体字 ) は適用外です。 これらの言語のラベルは英語で印刷されます。 )

注 • このパラ メータの選択肢は、 実際の当該言語で表示されるため、 自分の
判読できる言語を見つけやすくなっています。

有効値 ： 英語、 スペイン語、 フランス語、 ド イツ語、
イタ リ ア語、 ノルウェー語、ポルトガル語、
スウェーデン語、 デンマーク語、 スペイン
語 2、 オランダ語、 フ ィ ンラン ド語、 日本
語、 韓国語、 中国語 ( 簡体字 )、 中国語 ( 繁
体字 )、 ロシア語、 ポーラン ド語、 チェコ
語、 ルーマニア語

関連の ZPL コマンド ： ^KL

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： 言語 ( 37 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
General Setup ( 基本設定 ) > Language
( 言語 )

コン ト ロール
文字

コン ト ロール ・ プレフ ィ ッ クス文字値の設定

プリ ンタは、ZPL/ZPL II コン ト ロール命令の開始を示す 2 桁の 16 進文字を検索しま
す。

ラベル ・ フォーマッ トで使用されている文字に一致するコン ト ロール ・ プレフ ィ ッ
クス文字を設定してください。

有効値 ： 00 ～ FF

関連の ZPL コマンド ： ^CT または ~CT

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： コン ト ロール ・ プレフ ィ ッ クス  ( 29 ペー
ジ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > ZPL 
Control (ZPL コン ト ロール )
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プリンタ設定の変更
コマンド文字 フォーマッ ト ・ コマンド ・ プレフ ィ ッ クス値の設定

フォーマッ ト ・ コマンド ・ プレフ ィ ッ クス とは、 ZPL/ZPL II フォーマッ ト命令内で
パラ メータのプレース ・ マーカーと して使用される  2 桁の 16 進値です。 プ リ ンタ
は、 ZPL/ZPL II フォーマッ ト命令の開始を示す 16 進文字を検索します。

ラベル ・ フォーマッ トで使用されている文字に一致するフォーマッ ト ・ コマンド ・
プレフ ィ ッ クス文字を設定してください。

重要 • フォーマッ ト ・ コマンド ・ プレフ ィ ッ クス、 コン ト ロール文字、 デリ
ミ タ文字に対して、 同じ  16 進値を使用するこ とはできません。 プリ ンタが
正し く機能するには、 それぞれ別の文字を使用する必要があ り ます。 この値
をコン ト ロール ・ パネルから設定する場合、 プリ ンタはすでに使用中の値を
すべてスキップします。

有効値 ： 00 ～ FF

関連の ZPL コマンド ： ^CC または ~CC

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： フォーマッ ト ・ プレフ ィ ッ クス  ( 30 ペー
ジ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > ZPL 
Control (ZPL コン ト ロール )

デリ ミ タ文字 デリ ミ タ文字値の設定

デリ ミ タ文字とは、 ZPL/ZPL II フォーマッ ト命令内でパラ メータのプレース ・ マー
カーと して使用される  2 桁の 16 進値です。

ラベル・フォーマッ トで使用されている文字に一致するデリ ミ タ文字を設定します。

有効値 ： 00 ～ FF

関連の ZPL コマンド ： ^CD または ~CD

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： デリ ミ タ文字 ( 30 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > ZPL 
Control (ZPL コン ト ロール )

表 10 • 言語設定 ( 続き )
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ZPL モード ZPL モードの設定

ラベル ・ フォーマッ ト で使用されているモードに一致する  ZPL モードを選択しま
す。

このプリ ンタは ZPL または ZPL II で記述されたラベル・フォーマッ ト を受け入れる
ので、 既存の ZPL フォーマッ ト を書き換える必要はあ り ません。 プ リ ンタは、 こ こ
に リ ス ト されている方法のいずれかで変更されるまで、 選択されたモードのままで
す。 

有効値 ： • ZPL II
• ZPL

関連の ZPL コマンド ： ^SZ 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： ZPL モード  ( 30 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > ZPL 
Control (ZPL コン ト ロール )

表 10 • 言語設定 ( 続き )
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プリンタ設定の変更
センサー設定

表 11 • センサー設定

センサー ・ タイプ 用紙センサーの選択

使用する用紙に適切な用紙センサーを選択します。

有効値 ： • 透過式 
• 反射式

関連の ZPL コマンド ： ^JS 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： センサー ・ タイプ ( 22 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Media Setup ( 用紙設定 )
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ポート設定

表 12 • ポート設定

パラレル通信 パラレル通信の設定

ホス ト ・ コンピュータが使用しているポートに一致する通信ポート を選択します。

有効値 ： • 双方向

• 単方向

関連の ZPL コマンド ： なし

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： パラレル COMM ( 28 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Serial Communications Setup ( シ リ アル
通信設定 )

シ リ アル通信 シ リアル通信の設定

ホス ト ・ コンピュータが使用しているポートに一致する通信ポート を選択します。

有効値 ： • RS232
• RS422/485

• RS485 マルチド ロ ップ

注 • 外部アダプタを使用して 
RS422/485 操作を有効にしている場
合、 RS232 を選択します。

関連の ZPL コマンド ： なし

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： シ リ アル通信 ( 28 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Serial Communications Setup ( シ リ アル
通信設定 ) > Serial Comm. ( シ リ アル
通信 )
P1056468-072  2013/5/1



111プリンタの設定と調整
プリンタ設定の変更
ボー ・ レート ボー ・ レートの設定

ホス ト ・ コンピュータで使用されている値に一致するボー値を選択します。

有効値 ： • 115200
• 57600
• 38400
• 28800
• 19200
• 14400
• 9600 
• 4800
• 2400
• 1200
• 600
• 300

関連の ZPL コマンド ： ^SC 

使用した SGD コマンド ： comm.baud 

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： ボーレート  ( 28 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Serial Communications Setup ( シ リ アル
通信設定 ) > Baud ( ボーレート )

データ ・ ビッ
ト

データ ・ ビッ ト値の設定

ホス ト ・ コンピュータで使用されている値に一致するデータ ・ ビッ ト値を選択しま
す。

有効値 ： • 7
• 8

関連の ZPL コマンド ： ^SC 

使用した SGD コマンド ： comm.data_bits 

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： データ ・ ビッ ト  ( 28 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Serial Communications Setup ( シ リ アル
通信設定 ) > Data Bits ( データ ・ ビッ
ト )

表 12 • ポート設定 ( 続き )
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パリティ パリティ値の設定

ホス ト ・ コンピュータで使用されている値に一致するパリティ値を選択します。

有効値 ： • なし  
• 偶数

• 奇数

関連の ZPL コマンド ： ^SC 

使用した SGD コマンド ： comm.parity 

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： パリ ティ  ( 28 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Serial Communications Setup ( シ リ アル
通信設定 ) > Parity ( パリティ )

フロー制御 フロー制御プロ ト コル値の設定

ホス ト ・ コンピュータで使用されている値に一致するフロー制御プロ ト コルを選択
します。

有効値 ： • XON/XOFF 
• RTS/CTS
• DSR/DTR

関連の ZPL コマンド ： ^SC 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： フロー制御 ( 29 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Serial Communications Setup ( シ リ アル
通信設定 ) > Host Handshake ( フロー
制御 )

表 12 • ポート設定 ( 続き )
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プリンタ設定の変更
プロ ト コル プロ ト コルとは、 一種のエラー ・ チェ ッ ク ・ システムです。 選択したプロ ト コルに
よっては、 データを受信したこ とを示すインジケータがプリ ンタからホス ト ・ コン
ピュータに送信される場合があ り ます。 ホス ト ・ コンピュータが必要とするプロ ト
コルを選択してください。

有効値 ： • なし
• ZEBRA
• ACK_NAK

注 • ZEBRA は ACK_NAK と同じです
が、 ZEBRA の応答メ ッセージは順
番になっている点が異なり ます。
ZEBRA を選択した場合、 は 
DSR/DTR フロー制御プロ ト コルを
使用する必要があ り ます。

関連の ZPL コマンド ： ^SC 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： プロ ト コル ( 29 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Serial Communications Setup ( シ リ アル
通信設定 ) > Protocol ( プロ ト コル )

ネッ ト ワーク  
ID

このパラ メータは、 プリ ンタが RS422/485 マルチド ロ ップ ・ ネッ ト ワーク環境 ( 外
部 RS422/485 アダプタが必要 ) で動作する と き、 プ リ ンタに一意の番号を割り当て
ます。 この番号によ り、 ホス ト ・ コンピュータは特定のプ リ ンタを操作できます。
これは TCP/IP や IPX ネッ ト ワークに影響しません。 このプ リ ンタに一意のネッ ト
ワーク  ID 番号を設定してください。

有効値 ： 000 ～ 999

関連の ZPL コマンド ： ^NI 

使用した SGD コマンド ： なし

コン ト ロール・パネルのメニュー項目： ネッ ト ワーク  ID ( 29 ページ ) 

プリ ンタの Web ページ ： View and Modify Printer Settings 
( プリ ンタ設定の表示＆変更 ) > 
Serial Communications Setup ( シ リ アル
通信設定 ) > Network ID ( ネッ ト ワー
ク  ID)

表 12 • ポート設定 ( 続き )
2013/5/1 P1056468-072



プリンタの設定と調整
リボンと用紙センサーのマニュアル ・ キャリブレート

114
リボンと用紙センサーのマニュアル ・ キャリブレート

現在使用中の用紙と リ ボンに基づいてプ リ ンタをキャ リブレートする必要がある場
合には、 このセクシ ョ ンに記載されているキャ リブレート手順を使用します。事前印
刷されたラベル ( またはラベル台紙 ) を使用する場合か、 またはプリ ンタが正し く自
動キャ リブレート しない場合は、 マニュアル ・ キャ リブレート をお勧めします。

• センサーのキャ リブレートで解決できる可能性のある問題については、 印刷の問
題 ( 146 ページ )  を参照してください。

• キャ リブレート を開始する際のオプシ ョ ンの要約については、 用紙センサーと リ
ボン ・ センサーのキャ リブレート  ( 98 ページ )  を参照してください。 

センサーのキャリブレート を実行するには、 次の手順を実行します。

1. プリ ンタをレディ状態に設定して、 プリ ンタのディ スプレイから用紙と リボンの
キャ リブレート を開始します。

a. 次のパラ メータにナビゲート します。コン ト ロール・パネルの使用につい
ては、 コン ト ロール ・ パネル ・ディ スプレイ  ( 17 ページ )  を参照して く
ださい。

b. RIGHT SELECT ( 右向き選択 ) ボタンを押して 「開始」 を選択します。 

プリ ンタでは、 以下が行われます。

• STATUS ( ステータス ) ランプと  SUPPLIES ( 消耗品 ) ランプが 1 回点滅 ( 黄
色 ) します。 

• PAUSE ( 一時停止 ) ランプが黄色く点滅します。

• コン ト ロール ・ パネルに、 次のメ ッセージが表示されます。

台紙をセッ ト して く ださい

重要 • キャ リブレート手順を次の説明のとおりに実行してください。1 つのセンサー
のみを調整する場合でも、 すべての手順を実行する必要があ り ます。 この手順中に
CANCEL ( キャンセル ) ボタンを押したままにする と、 いつでも手順をキャンセルで
きます。
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2. 用紙ドアを開きます。

3.
注意 • 印字ヘッ ドは高温になって、ひどい火傷を引き起こす危険があります。印字ヘッ
ドが冷却するまで時間をおいて ください。

印刷ヘッ ド ・ オープン ・ レバー (1) をオープン位置まで回します。

1
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4. 使用している用紙のタイプに応じて、 以下を実行します。 詳細については、 用紙
のタイプ ( 50 ページ )  を参照してください。

用紙のタイプ 操作

ラベルがギャ ップで区切ら
れている用紙 

a. センサー・ タイプを 「透過式」 に設定します ( センサー・ タイ
プ ( 109 ページ )  参照 )。

b. 203 mm (8 インチ) く らい用紙をプリ ンタから引き出します。 
c. この露出した部分からラベルを剥がし、 廃棄します。

d. 台紙を プリ ンタ内に入れます。
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リボンと用紙センサーのマニュアル ・ キャリブレート
5. + ( プラス ) ボタンを押して続行します。 

コン ト ロール ・ パネルに、 次のメ ッセージが表示されます。

リボンを外して く ださい

6. リ ボンを取り外します ( リ ボンを使用している場合 )。

7. 印字ヘッ ド ・ アセンブリ  (1) を押し下げ、 印字ヘッ ド ・ オープン ・ レバー (2) を、
ロ ッ ク して固定するまで回します。

黒マーク用紙 a. センサー・ タイプを 「反射式」 に設定します ( センサー・ タイ
プ ( 109 ページ )  参照 )。

b. 黒マーク用紙センサーからの赤い光の上に黒マークを位置
付けます。

ラベルが穴または切り込み
で区切られた用紙

a. 用紙センサーの間から用紙を除去します。

用紙のタイプ 操作

12
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8. PAUSE ( 一時停止 ) を押すと、 用紙のキャ リブレーシ ョ ン処理が開始します。 

コン ト ロール ・ パネルに、 次のメ ッセージが表示されます。

キャ リブレート中 ...
お待ち く ださい

処理が完了する と、 コン ト ロール ・ パネルに次のメ ッセージが表示されます。

元に戻して く ださい

9. 印刷ヘッ ド ・ オープン ・ レバー (1) をオープン位置まで回します。

10. 用紙と リボン ( 使用する場合 ) をセッ ト し直します。事前印刷用紙または黒マーク
用紙の場合は、 事前印刷のない領域または黒マークのない領域が用紙センサーの
上にく るよ うにセッ ト します。

11. 印字ヘッ ド ・ アセンブリ  (1) を押し下げ、 印字ヘッ ド ・ オープン ・ レバー (2) を、
ロ ッ ク して固定するまで回します。

1

12
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12. 用紙ドアを閉じます。

プリ ンタがキャ リブレーシ ョ ンを完了し、 印刷に適したスポッ トに落ち着く まで
ラベルをフ ィード します。

13. PAUSE ( 一時停止 ) ボタンを押して印刷を有効にします。
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使用済みリボンの取り外し

リ ボンのロールを交換する場合には、必ずリボン巻き取り スピンドルから使用済みリ
ボンを取り外して ください。

使用済みのリボンを取り外すには、 次の手順を実行します。

1. リ ボンの残りの有無に応じて、 次のよ うに操作します。

2. リ ボン巻き取り スピンドルを押さえながら、 リボン ・ リ リース ・ ノブを時計方向
に、 止まるまで回します。

リボン ・ リ リース ・ バーが下がり、 スピンドルによって押さえられていた使用済
みリボンが緩みます。

3. 使用済みリボンを リボン巻き取り スピンドルから外して、 廃棄します。

リボンの残り 操作

なし 次の手順に進みます。

あ り リボン巻き取り スピンドルの手前でリボンを切り離
します。
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巻き取りスピンドルから用紙またはライナーを取り外す

巻き取りモードでは、 用紙を巻き付けるために巻き取り スピン ドルを使用し、 剥離
モードでは使用済みライナーを巻き付けるために巻き取り スピンドルを使用します。
用紙を変更するたびに、 用紙またはラ イナーを巻き取り スピン ドルから取り外しま
す。

巻き取りスピンドルから用紙またはライナーを取り外すには、以下の手順を実行しま
す。

1. 用紙の残りの有無に応じて、 次のよ うに操作します。

重要 • 巻き取り スピンドルから用紙またはライナーを取り外すと きに、 電源をオフ
にする必要はあ り ません。 電源をオフにする と、 プ リ ンタの内蔵メモ リに保存され
ているすべてのラベルの書式と画像、 および一時的に保存されているどのパラ メー
タ設定も失われてしまいます。 電源を再びオンにしたと きには、 これらの項目を再
読み込みする必要があ り ます。

用紙の残り 必要な手順

なし a. 巻き取り スピンドルを時計回りに少し回して、用紙またはライ
ナーを緩ませます。

b. 用紙またはラ イナーを巻き取り スピン ドルのと ころで切るか
裂きます。

あ り 次の手順に進みます。
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2. スピンドルのフッ クを引き出します。

3. 用紙またはライナーをスライ ド させて巻き取り スピンドルから取り外します。
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透過式用紙センサーの調整

透過式用紙センサー ・ アセンブリは、 2 つのパーツ  ( 光源と光センサー ) から成り ま
す。底部の用紙センサーが光源で、上部の用紙センサーが光センサーです。用紙はこ
れら  2 つのパーツ間を通過します。

これらのセンサーは、プリ ンタがラベルの先頭を検出できないと きにのみ調整してく
ださい。 この状況では、 プリ ンタにラベルがセッ ト されていても、 コン ト ロール ・パ
ネルの LCD には 「エラー状態 用紙切れ」 と表示されます。切れ込みまたは穴のあ
る単票用紙の場合、センサーは切れ込みまたは穴のすぐ上にく るよ うに配置する必要
があ り ます

上部用紙センサー

上部の用紙センサーは、用紙の内側部分 （プ リ ンタの後部に最も近い側） または用紙
の外側部分 （プ リ ンタの後部から最も遠い側） に沿って配置できます。用紙センサー
を用紙の外側部分に移動する場合は、資格のあるサービス技師のみが実行するよ うに
して ください。 

用紙の内側に沿って上部の用紙センサーの位置を変更するには、次の手順を実行しま
す。

1. リ ボンを取り外します ( リ ボンを使用している場合 )。

2. 上部用紙センサーの調整用ネジの位置を確認します (1)。 上部用紙センサーの目
は、 調整用ネジ頭のすぐ下に付いています。

XX

YY
ZZ

1  
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3. 細いマイナス ・ ド ラ イバーを使用して、 上部用紙センサーの調整用ネジを緩めま
す。

4. 上部用紙センサーをスロ ッ トに沿ってスライ ド させ、 希望の位置に配置します。

XX

YY
ZZ

XX

YY
ZZ
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5. 調整用ねじを締めて、 上部用紙センサーを新しい位置に固定します。

6. 底部の用紙センサーを上部の用紙センサーの新しい位置に合わせて調整します。
底部用紙センサー ( 126 ページ )  参照。

XX

YY
ZZ
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底部用紙センサー

上部用紙センサーを調整した後、その新しい位置に合わせて底部用紙センサーを調整
します。

底部用紙センサーを調整するには、 以下の手順を実行します。

1. 後部ローラーの下にある底部用紙センサー ・ アセンブリの位置を確認します。
センサーは回路基板を押さえているバネ ・ ク リ ップになっています。

2. 底部センサーをスラ イ ド させ、 上部用紙センサーの下にく るよ うに配置します。
底部センサーからの光を利用して、底部センサーを上部センサーに整合させます。
必要に応じてワイヤをそっと引っ張り ます ( ワイヤには若干の弛みが必要です )。
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印字ヘッ ドの圧力と トグル位置の調整

印字品質は、使用しているラベルと リボンのほかに、 ト グル圧力と位置にも左右され
ます。アプリ ケーシ ョ ンに適したラベルと リボンを使用してください。 ラベルと リボ
ンが適切であるこ とを確認したら、 ト グル位置、印字ヘッ ド圧力の順にチェッ ク しま
す。

トグル位置の調整

片側の印刷が薄すぎたり厚いラベルを使用している場合は、 ト グル圧力の調整が必要
な場合があ り ます。 ト グル圧力が弱すぎたり均一でなかったりする と、 ラベルと リボ
ンがすべってしま う場合があ り ます。

トグルを配置するには、 以下の手順を実行します。

1. PAUSE ( 一時停止 ) セルフ・テス ト を実行し、毎秒 51 ミ リ   (2.4 インチ ) でラベルを
何枚か印刷します (PAUSE ( 一時停止 ) セルフ ・ テス ト  ( 165 ページ )  を参照 )。

2. ラベルの印刷中に、 コン ト ロール ・ パネル ・ コン ト ロールを使用して、 ラベルが
黒ではなくグレーで印刷されるまで、 濃度の設定を下げます ( 印字濃度 ( 85 ペー
ジ )  を参照 )。

3.

4. ト グルは各用紙の端から約 1/4 の位置に配置する必要があ り ます。( 用紙の幅が極
端に狭い場合は、 1 つの ト グルをラベルの中央に配置し、 使用しない方の ト グル
の圧力を下げます。 )

注意 • 印字ヘッ ドは高温になって、ひどい火傷を引き起こす危険があります。印字ヘッ
ドが冷却するまで時間をおいて ください。

ト グル ・ アセンブリの上部にあるロ ッ ク ・ ナッ ト を緩めます。
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5. ロ ッ ク ・ ナッ ト を締めます。

6. PAUSE ( 一時停止 ) セルフ ・ テス ト をも う一度実行し、 毎秒 51 ミ リ   (2.4 インチ )
でラベルをさ らに何枚か印刷します。(PAUSE ( 一時停止 ) ボタンを押しながら、プ
リ ンタの電源をオン (I) にします。 )

7. ラベルの両端が同程度の濃度のグレーに印刷されていますか ?

状態 手順

印刷されている ト グルは正し く配置されています。 使用する用紙に最適な
レベルまで濃度設定を上げます。

印刷されていない a. 印刷の濃度が薄い方に向けて ト グルの位置を再調整し
ます。

b. PAUSE ( 一時停止 ) セルフ・テス ト をも う一度実行し、毎
秒 51 ミ リ   (2.4 インチ ) でラベルをさ らに何枚か印刷し
ます。 (PAUSE ( 一時停止 ) ボタンを押しながら、 プ リ ン
タの電源をオン (I) にします。 )

c. ラベルの両端が同程度の濃度のグレーに印刷されるま
で、 この手順を繰り返します。

d. 使用する用紙に最適なレベルまで濃度設定を上げます。
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印字ヘッ ド圧力の調整

ト グルを適切に配置しても印字品質の問題が解決しない場合は、印字ヘッ ドの圧力を
調整します。目的の印字品質を得られる最低圧力に設定する と、印字ヘッ ドの寿命を
最長にするこ とができます。

印字ヘッ ドの圧力を調整するには、 以下の手順を実行します。

印字ヘッ ドの圧力を調整する前に、 ト グルが正し く配置されているこ とを確認してく
ださい。 ト グル位置の調整 ( 127 ページ )  参照。

印字ヘッ ドの圧力は、目的の印字品質を得るために必要な、 リボンや用紙が滑らない
程度の最低値に設定しておく と、 印字ヘッ ド と ド ラ イブ ・ システム ( ベルトやベア リ
ング ) の寿命を最大限に高めるこ とができます。以下の場合には印字ヘッ ドの圧力を
調整する必要があ り ます。

• 印刷画像に汚れやしみが目立つ場合 ( 圧力が強すぎる )

• 印刷漏れがある場合 ( 圧力が弱すぎる )

• 濃度 ( 焼き付け時間 ) が正し く設定されているのに、印刷濃度が薄い場合 ( 圧力が
弱すぎる )

• リ ボンが滑る場合 ( 圧力が弱すぎる )

印字ヘッ ドの圧力を調整するには、 以下の手順を実行します。

1. この手順の実行には、テス ト ・ ラベルの印刷について PAUSE ( 一時停止 ) セルフ ・
テス ト  ( 165 ページ )  を参照してください。

2. 用紙と リボンに適した濃度 (焼き付け時間 ) の設定については、印字濃度 ( 85 ペー
ジ )  を参照してください。

3. ト グル ・ アセンブリのロ ッ ク ・ ナッ ト を緩めます。

注意 • 回路板や印刷ヘッ ドなどの静電気に敏感なコンポーネン ト を取り扱う ときは、 静電
気に対する適切な安全対策を講じて く ださい。

注意 • 回路板や印刷ヘッ ドなどの静電気に敏感なコンポーネン ト を取り扱う ときは、静電気
に対する適切な安全対策を講じて ください。
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4.

5. ト グル圧力をロッ クするには、 ロ ッ ク ・ ナッ トで調整ナッ ト を締めます。

注意 • 印字ヘッ ドは高温になって、ひどい火傷を引き起こす危険があります。印字ヘッ
ドが冷却するまで時間をおいて ください。

満足のいく印刷品質が得られるまで、 調整ナッ ト を動かします。 適切な印刷品
質を得られる最低圧力を使用します。

• 印字ヘッ ドの圧力を上げるには、 調整ナッ ト を下方向に動かします。 

• 印字ヘッ ドの圧力を下げるには、 調整ナッ ト を上方向に動かします。
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定期的なメンテナンス
このセクシ ョ ンでは、定期的なク リーニングおよびメンテナンスの手順について説明
します。
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プリンタ ・ コンポーネン トの取替え

印刷ヘッ ドやプラテン ・ ローラーなど、一部のプリ ンタ ・ コンポーネン トは時間の経
過と共に消耗しますが、 簡単に取り替えられます。 定期的にク リーニングする こ と
で、 このよ うなコンポーネン トの寿命を延ばすこ とができます。推奨するク リーニン
グ間隔については、 ク リーニングのスケジュールと手順 ( 133 ページ )  を参照してく
ださい。

交換部品の注文

製品ラ イン全体で最適な印刷品質と適切なプ リ ンタ ・ パフォーマンスを得るため、
Zebra では Zebra™ 純正のサプライ品を トータル ・ ソ リ ューシ ョ ンの一部と して使用
するこ とを強くお勧めします。 

部品の注文情報については、認定された販売代理店にお問合せ頂くか、次のサイ ト を
参照して ください。
http://www.zebra.com/support.

プリンタのコンポーネン トのリサイクル

潤滑油

このプ リ ンタでは、 潤滑油は、 およそ 60,000 回のカッ ト後にカッ ターの刃に潤滑油
を塗る以外は必要あ り ません。

このプ リ ンタ ・ コンポーネン トは、 ほとんど リサイ クルできます。 プ リ ンタのメ イ
ン ・ ロジッ ク ・ボードにはバッテ リがあ り、適切な方法で処分する必要があ り ます。

プ リ ンタ ・ コンポーネン トは地方自治体の廃棄物処理に従って処分して ください。
バッテ リは自治体の定める法律に従って処分し、 その他のプリ ンタ ・ コンポーネン
ト は 地 域 の 規 制 に 従 っ て 処 分 し て く だ さ い。 詳 細 に つ い て は、
http://www.zebra.com/environment を参照してください。

注意 • カッ ターには鋭い刃が付いています。 指で刃をなでたり、 刃に触れたり しないよう
に注意して ください。

注意 • このプリンタに市販の潤滑油を不適切に使用すると、 塗装や機械部品を損傷する可
能性があります。
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クリーニングのスケジュールと手順

定期的にプリ ンタのク リーニングを行う こ とで、印字品質が維持され、プリ ンタの寿
命も長くな り ます。 推奨されるク リーニングのスケジュールは、 表 13 に示されてい
ます。 特殊な手順についてはこの後のページを参照してください。

注意 • 印字ヘッ ドが開いている近 く で作業をする場合、 指輪、 腕時計、 ネッ クレス、 ID
バッジなど、 印字ヘッ ドに触れそうな金属製のものは、 すべて外して く ださい。 印字ヘッ
ドが開いている近く で作業をする際、プリンタの電源は必ずしも切る必要はありませんが、
Zebra では、 万一に備えて電源をオフにすることを推奨します。 電源を切ると、 ラベル ・
フォーマッ トなどの一時設定はすべて失われるため、 印刷を再開する前に再度読み込む必
要があります。

注意 • 記載されているクリーニング液のみを使用して く ださい。 Zebra では、 このプリン
タに、 それ以外のクリーニング液を使用したために発生した損傷に対しては責任を負いか
ねます。

表 13 • 推奨されるプリンタ ・ ク リーニング ・ スケジュール

部位 方法 頻度

印字ヘッ ド 溶剤 * 以下の時期にこれらの手順を実行します。

• 「ク リーニング」 のメ ッセージが表示されたと
き。

• 感熱印字モードの場合:ラベルの全ロールまたは 
150 メートル (500 フ ィート ) の折り畳み用紙を
使い終わるたび。

• 熱転写印字モードの場合 : リ ボンを 1 ロール 
(450 メートルまたは 1500 フ ィート ) 使い終わる
たび。

プラテン ・ ローラー 溶剤 *

透過式 ( 用紙 ) センサー 空気ブロー †

黒マーク ・ センサー 空気ブロー †

用紙経路 溶剤 *

リ ボン ・ センサー 空気ブロー

ラベル検出センサー 空気ブロー 6 か月ごと、 または随時

切り取り / 剥離バー 溶剤 *

スナップ ・ プレート 溶剤 * 随時

カッター 溶剤 *

* Zebra では、 予防メンテナンス ・ キッ ト  ( パーツ番号 47362) の使用をお勧めしています。 このキッ トの代わり
に、 イ ソプロピル ・ アルコール (90% 以上 ) と脱イオン水 (10% 以下 ) の溶液に浸した綿棒を使用するこ と もで
きます。

† エア ・ スプレー缶を使用する場合は、 ク リーニングする前にプリ ンタの電源をオフにするこ とをお勧めします。
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外装のクリーニング

毛羽立ちのない布でプリ ンタの外部表面をク リーニングします。必要に応じてマイル
ドな洗剤液またはコンピュータのデスク ト ップ用ク リーナーを少量使用して くださ
い。

プリンタ用紙セッ ト部のクリーニング

4 ロールの用紙の印刷が終了するごとに、 用紙セッ ト部を点検してください。 柔らか
い粗毛ブラシまたは小型の真空掃除機で、プリ ンタ内部のゴ ミや紙くずを取り除いて
ください。

印字ヘッ ド とプラテン ・ ローラーのクリーニング

この手順を実行しても印字品質が改善されない場合は、 Save-a-Printhead ク リーニン
グ ・ フ ィルムを使用して印字ヘッ ドをク リーニングしてください。 この特殊コーティ
ングが施されたフ ィルムを使用する と、印字ヘッ ドを傷めずに溜まった不純物を取り
除く こ とができます。 詳細については、 Zebra 公認の再販業者または流通業者にお問
い合わせください。

1 ロール （450 m、 つま り  1500 フ ィート ） の熱転写リボンまたは 1 ロールの感熱ラベ
ル （150 m、つま り  500 フ ィート ） を使用した後、 あるいは LCD に 「ク リーニング」
のメ ッセージが表示されたと きに、印字ヘッ ドをク リーニングします。一貫した印字
品質が得られないと き、たとえばバーコードやグラフ ィ ッ クに欠けが見られるよ うな
場合には、 印字ヘッ ドをさ らに頻繁にク リーニングしてください。

注意 • ざらざらしたものや摩擦性のクリーニング液、 クリーニング溶剤などは使用しない
で ください。

注意 • 印字ヘッ ドは高温になるため、 火傷を引き起こす危険があります。 印字ヘッ ドが冷
却するまで時間をおいて ください。

注意 • 印字ヘッ ド ・ アセンブリに触れる前に、 プリンタの金属フレームを触るか静電気除
去リスト ・ ス ト ラ ップとマッ ト を使用するなどして、 蓄積した静電気をすべて除去して く
ださい。

注意 • 印字ヘッ ドが開いている近 く で作業をする場合、 指輪、 腕時計、 ネッ クレス、 ID
バッジなど、 印字ヘッ ドに触れそうな金属製のものは、 すべて外して く ださい。 印字ヘッ
ドが開いている近く で作業をする際、プリンタの電源は必ずしも切る必要はありませんが、
Zebra では、 万一に備えて電源をオフにすることを推奨します。 電源を切ると、 ラベル ・
フォーマッ トなどの一時設定はすべて失われるため、 印刷を再開する前に再度読み込む必
要があります。
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印字ヘッ ド とプラテン・ローラーをクリーニングするには、以下の手順を実行します。

1. 印字ヘッ ド ・オープン・レバー (1) を回して、印字ヘッ ド ・アセンブリ を開けます｡

2. 用紙やリボンがセッ ト されていたら、 取り除きます。

3. 予防メンテナンス ・ キッ ト  ( パーツ番号 47362) の綿棒を使用して、 印字ヘッ ド ・
アセンブリ上の茶色い帯を端から端まで拭き取り ます。 予防メンテナンス ・ キッ
トの代わりに、 イ ソプロピル ・ アルコール (90% 以上 ) と脱イオン水 (10% 以下 )
の溶液に浸した綿棒を使用するこ と もできます。 溶剤が蒸発するまでお待ちくだ
さい。

4. プラテン ・ ローラーを手で回しながら、 綿棒で入念にク リーニングします。 溶剤
が蒸発するまでお待ちください。

5. 用紙と リボン ( 使用する場合 ) をセッ ト し直します。

1 綿棒

2 プラテン ・ ローラー

3 印字ヘッ ドの印字エレ メン ト

4 印字ヘッ ド ・ オープン ・ レバー

1

1

2

3 4
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6. 印字ヘッ ド ・ アセンブリ  (1) を押し下げ、 印字ヘッ ド ・ オープン ・ レバー (2) を、
ロ ッ ク して固定するまで回します。

センサーをクリーニングする

ブラシまたは掃除機を使用して、蓄積したセンサーの用紙くずや埃を清掃します。 ク
リーニングのスケジュールと手順 ( 133 ページ ) の推奨に従って印字ヘッ ドをク リー
ニングします。

12
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リボンおよびラベル検出センサーの位置

図 9 は、 リボン ・ センサーとオプシ ョ ンのラベル検出センサーを示したものです。 

図 9 • センサーの位置

1 ラベル検出センサー

2 黒マーク ・ センサー

3 リ ボン ・ センサー

1

2 3
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透過式用紙センサー

図 10 および図 11 は、 上部および底部の透過式用紙センサーを示しています。

図 10 • 上部用紙センサー

図 11 • 底部用紙センサー

1 上部用紙センサーの調整用ネジ

XX

YY
ZZ

1
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スナップ ・ プレートのクリーニング

ラベルの接着剤やラベルが下側に詰まってしまったと きは、 スナップ・プレート をク
リーニングします。 図 12 はスナップ ・ プレートの場所を示しています。

図 12 • スナップ ・ プレートの位置

スナップ ・ プレート をクリーニングするには、 以下の手順を実行します。

1.

2.

重要 • 金属製スナップ ・ プレートは、 プ リ ンタから取り外した りプ リ ンタに挿入す
る際に、 曲げたり、 ねじったり しないよ うに注意してください。

注意 • 以下の作業を開始する前に、 必ずプリンタの電源スイッチをオフ  (O) にし、 電
源との接続を切断して く ださい。

必ずプリ ンタの電源スイ ッチをオフ  (O) にし、 AC 電源コード とすべてのデー
タ ・ ケーブルの接続を切断してください。

注意 • 印字ヘッ ドが開いている近 く で作業をする場合、 指輪、 腕時計、 ネッ クレス、
ID バッジなど、 印字ヘッ ドに触れそうな金属製のものは、 すべて外して く ださい。 

印字ヘッ ドを開き、 用紙と リボンを取り除きます ( 使用している場合 )。
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3. 小型のマイナスのド ラ イバーまたは類似の道具をスナップ ・ プレー ト の左側の
ループに挿入します。 スナップ ・ プレートの左側をそっと少しだけ持ち上げ、 必
要であれば、 左手で支えます。

4. 小型のマイナスのド ラ イバーまたは類似の道具をスナップ ・ プレー ト の右側の
ループに挿入します。 スナップ ・ プレートの右側をそっと持ち上げます。

重要 • ループを曲げたり、ねじったり、変形させないよ うに気を付けてください。
スナップ ・ プレートが損傷してしまった場合は、 リボンを適切に検出するために
新しいプレート を取り付ける必要が生じるこ とがあ り ます。
P1056468-072  2013/5/1



141定期的なメンテナンス
クリーニングのスケジュールと手順
5. スナップ ・ プレート をプリ ンタから取り外します。

6. 予防メンテナンス ・ キッ ト  ( パーツ番号 47362) の綿棒を使用して、 スナップ ・ プ
レートの裏側をク リーニングします。 予防メンテナンス ・ キッ トの代わりに、 イ
ソプロピル ・ アルコール (90% 以上 ) と脱イオン水 (10% 以下 ) の溶液に浸した綿
棒または柔らかい布を使用するこ と もできます。 溶剤が蒸発するまでお待ちくだ
さい。

7. スナップ ・ プレート を元に戻すには、 スナップ ・ プートの底部にある  2 つのタブ
を用紙経路の 2 つのスロ ッ トに挿入します。
2013/5/1 P1056468-072



定期的なメンテナンス
クリーニングのスケジュールと手順

142
8. ループを下に押し込んで、 スナップ ・ プレート を定位置に固定します。

9. 用紙と リボン ( 使用する場合 ) を元に戻します。

10. データ ・ ケーブルと  AC 電源コードを接続し直し、 プ リ ンタをオン (l) にします。
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カッ ターのクリーニング

カッ ターでラベルがきれいに切断されない、 またはラベルが詰まってしま う場合に
は、 カッ ターをク リーニングします。

カッ ターをクリーニングするには、 以下の手順を実行します。

1.

2. 予防メンテナンス ・ キッ ト  ( 部品番号 47362) の綿棒を使用して、 カッ ターの刃を
ク リーニングします。 予防メンテナンス ・ キッ トの代わりに、 イ ソプロピル ・ ア
ルコール (90% 以上 ) と脱イオン水 (10% 以下 ) の溶液に浸した綿棒を使用するこ
と もできます。 溶剤が蒸発するまでお待ちください。

3. ク リーニングをしても ラベルの断片や接着剤を取り除く こ とができない場合に
は、 公認のサービス技師に連絡してください。

4. データ ・ ケーブルと  AC 電源コードを接続し直し、 プ リ ンタをオン (l) にします。

注意 • カッ ターには鋭い刃が付いています。 指で刃をなでたり、 刃に触れたり しないよう
に注意して ください。

注意 • 以下の作業を開始する前に、 必ずプリンタの電源スイッチをオフ  (O) にし、 電
源との接続を切断して く ださい。

必ずプリ ンタの電源スイ ッチをオフ  (O) にし、 AC 電源コード とすべてのデー
タ ・ ケーブルの接続を切断してください。
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ト ラブルシューティング
このセクシ ョ ンでは、 ト ラブルシューティングが必要なエラーについて説明します。
各種診断テス ト も含まれています。
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印刷の問題

表 14 では、 印刷または印字品質の考えられる問題、 考えられる原因、 および奨励さ
れる解決策が示されています。 

表 14 • 印刷の問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

一般的な印字品質の
問題

プリ ンタが不適切な印字速
度に設定されています。

最適な印字品質を得るには、 コン ト ロー
ル ・ パネル、 ド ライバ、 またはソフ ト
ウェアを使用して、 アプリ ケーシ ョ ンに
設定できる最低の印字速度に設定します。
FEED ( フ ィード ) セルフ ・ テス ト  
( 166 ページ ) を実行する と、 ご使用のプ
リ ンタに最適な設定を確認できます。

印字速度の変更方法については、 印字速度 
( 85 ページ )  を参照してください。

アプ リ ケーシ ョ ンに適して
いないラベルと リボンの組
み合わせを使用しています。

1. 互換性のある組み合わせを見出すため、
別のタイプの用紙またはリボンに切り替
えてください。

2. 必要に応じて、 公認の Zebra 再販業者ま
たは流通業者にお問い合わせください。

プ リ ンタが不適切な濃度レ
ベルに設定されています。

最適な印刷品質を得るため、 アプリ ケー
シ ョ ンに設定できる最低の濃度に設定しま
す。 FEED ( フ ィード ) セルフ ・ テス ト  
( 166 ページ )  を実行する と、 最適な濃度を
設定できます。 

濃度設定の変更方法については、 印字濃度 
( 85 ページ )  を参照してください。

印字ヘッ ドが汚れています。 印字ヘッ ドをク リーニングします。 印字
ヘッ ド とプラテン ・ ローラーのク リーニン
グ ( 134 ページ )  参照。

印字ヘッ ドの圧力またはそ
のバランスが不適切です。

3. 印字ヘッ ド ・ ト グルを正し く配置して く
ださい。 ト グル位置の調整 ( 127 ページ ) 
参照。

4. 印字ヘッ ド圧力を良好な印字品質に必要
な最低値に設定します。 印字ヘッ ド圧力
の調整 ( 129 ページ )  参照。
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ラベルでの印刷整合
性のロス。 フォーム
上部の位置が縦方向
にずれる

プラテン ・ ローラー、 ピン
チ ・ ローラー、 または剥離
ローラーが汚れています。

印字ヘッ ド と ローラーをク リーニングしま
す。 印字ヘッ ド とプラテン ・ ローラーのク
リーニング ( 134 ページ )  参照。

用紙ガイ ドの位置が正し く
あ り ません。

用紙ガイ ドが正し くセッ ト されているこ と
を確認します。 リボンの装着 ( 57 ページ )  
参照。

用紙タイプの設定が不適切
です。

正しい用紙のタイプ ( ギャ ップ / 切れ込み、
連続またはマーク ) 用にプリ ンタを設定し
ます。 用紙タイプ ( 87 ページ )  参照。

用紙が正し く装着されてい
ません。

用紙を正し くセッ ト します。 リボンの装着 
( 57 ページ )  参照。

複数のラベルに印刷
ヌケがある

印刷エレ メン トが損傷して
います。

サービス技師にお問い合わせください。

リボンにシワがあ り ます。 リボンの問題 ( 159 ページ )  の表で、 リボン
にシワがある場合の原因と解決策を参照し
てください。

白紙のラベルに細か
いグレーの線が表示
される

リボンにシワがあ り ます。 リボンの問題 ( 159 ページ ) 表で、 リボンに
シワがある場合の原因と解決策を参照して
ください。

ラベル全体の印刷が
薄すぎる、 または濃
すぎる

用紙またはリボンが高速処
理に適していません。

高速処理用と して推奨されているサプライ
製品に交換します。

アプ リ ケーシ ョ ンに適して
いない用紙と リボンの組み
合わせを使用しています。

5. 互換性のある組み合わせを見出すため、
別のタイプの用紙またはリボンに切り替
えてください。

6. 必要に応じて、 公認の Zebra 再販業者ま
たは流通業者にお問い合わせください。

感熱用紙と リボンの組み合
わせを使用しています。

感熱用紙では、 リボンは必要あ り ません。
感熱用紙を使用しているかど うかを確認す
るには、 リボンを使用するケース  ( 52 ペー
ジ )  に記載されているラベルのスク ラ ッ
チ ・ テス ト を実行して ください。

印字ヘッ ドの圧力またはそ
のバランスが不適切です。

7. 印字ヘッ ド ・ ト グルを正し く配置して く
ださい。 ト グル位置の調整 ( 127 ページ ) 
参照。

8. 印字ヘッ ド圧力を良好な印字品質に必要
な最低値に設定します。 印字ヘッ ド圧力
の調整 ( 129 ページ )  参照。

ラベルに染みが付い
ている

用紙またはリボンが高速処
理に適していません。

高速処理用と して推奨されているサプライ
製品に交換します。

表 14 • 印刷の問題 ( 続き )

問題 考えられる原因 奨励される解決策
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ラベルが認識されな
い、 または飛ばされ
る

プリ ンタがキャ リブレート
されていません。

プ リ ンタをキャ リブレート します。 リボン
と用紙センサーのマニュアル ・ キャ リブ
レート  ( 114 ページ )  参照。

ラベル ・ フォーマッ トが不
適切です。

ラベル ・ フォーマッ ト を確認し、 必要に応
じて訂正します。

3 つのラベルのうち 
1 つが認識されない、
または誤印刷される

プラテン ・ ローラー、 ピン
チ ・ ローラー、 または剥離
ローラーが汚れています。

印字ヘッ ド と ローラーをク リーニングしま
す。 印字ヘッ ド とプラテン ・ ローラーのク
リーニング ( 134 ページ )  参照。

用紙が仕様に適合していま
せん。

仕様に合った用紙を使用します。 用紙仕様 
( 178 ページ )  参照。

フォーム上部の位置
が縦方向にずれる

プリ ンタのキャ リブレート
がずれています。

プ リ ンタをキャ リブレート します。 リボン
と用紙センサーのマニュアル ・ キャ リブ
レート  ( 114 ページ )  参照。

プラテン ・ ローラー、 ピン
チ ・ ローラー、 または剥離
ローラーが汚れています。

印字ヘッ ド と ローラーをク リーニングしま
す。 印字ヘッ ド とプラテン ・ ローラーのク
リーニング ( 134 ページ )  参照。

縦の画像またはラベ
ルがずれる

プリ ンタでは単票ラベルが
使用されていますが、 設定
は連続モードになっていま
す。

プ リ ンタを正しい用紙のタイプ ( ギャ ップ /
切れ込み、 連続、 またはマーク  - 用紙タイ
プ ( 87 ページ )  を参照 ) に設定し、 必要に
応じて、 プ リ ンタをキャ リブレート します
( リ ボンと用紙センサーのマニュアル ・ キャ
リブレート  ( 114 ページ )  を参照 )。

用紙センサーが正し くキャ
リブレート されていません。

プ リ ンタをキャ リブレート します。 リボン
と用紙センサーのマニュアル ・ キャ リブ
レート  ( 114 ページ )  参照。

プラテン ・ ローラー、 ピン
チ ・ ローラー、 または剥離
ローラーが汚れています。

印字ヘッ ド と ローラーをク リーニングしま
す。 印字ヘッ ド とプラテン ・ ローラーのク
リーニング ( 134 ページ )  参照。

印字ヘッ ドの圧力またはそ
のバランスが不適切です。

9. 印字ヘッ ド ・ ト グルを正し く配置して く
ださい。 ト グル位置の調整 ( 127 ページ ) 
参照。

10.印字ヘッ ド圧力を良好な印字品質に必要
な最低値に設定します。 印字ヘッ ド圧力
の調整 ( 129 ページ )  参照。

用紙またはリボンが正し く
ロード されていません。

用紙と リボンが正し く ロード されているこ
とを確認します。 リボンの装着 ( 57 ペー
ジ )  参照。

用紙に互換性があ り ません。 プ リ ンタ仕様に合った用紙を使用してくだ
さい。 ラベル間の切れ目または切れ込みが 
2 ～ 4 mm であ り、 等間隔であるこ とを確認
します ( 用紙仕様 ( 178 ページ )  を参照 )。

表 14 • 印刷の問題 ( 続き )

問題 考えられる原因 奨励される解決策
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ラベルに印刷された
バーコードをスキャ
ンできない

印刷が薄すぎるか濃すぎる
ため、 バーコードが仕様を
満たしていません。

FEED ( フ ィード ) セルフ ・ テス ト  
( 166 ページ ) を実行します。 必要に応じて
印刷濃度または印刷速度を調整します。

バーコードの周囲に十分な
空白があ り ません。

ラベル上のバーコード とその他の印刷領域
の間、 およびバーコード と ラベルの端の間
には、 最低 3.2 mm (1/8 インチ ) の空白を残
しておきます。

自動キャ リブレート
に失敗した

用紙またはリボンが正し く
ロード されていません。

用紙と リボンが正し く ロード されているこ
とを確認します。 リボンの装着 ( 57 ペー
ジ )  参照。

センサーが用紙またはリボ
ンを検出できませんでした。

プ リ ンタをキャ リブレート します。 リボン
と用紙センサーのマニュアル ・ キャ リブ
レート  ( 114 ページ )  参照。

センサーが汚れているか、
正し くセッ ト されていませ
ん。

センサーがク リーニングされ、 適切に配置
されているこ とを確認します。

用紙タイプの設定が不適切
です。

正しい用紙のタイプ ( ギャ ップ / 切れ込み、
連続またはマーク ) 用にプリ ンタを設定し
ます。 用紙タイプ ( 87 ページ )  参照。

表 14 • 印刷の問題 ( 続き )

問題 考えられる原因 奨励される解決策
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エラー ・ メ ッセージ

エラーが発生する と、 コン ト ロール ・ パネルにメ ッセージが表示されます。 LCD の
エラー、 考えられる原因、 および奨励される解決策については、 表 15 を参照してく
ださい。

表 15 • エラー ・ メ ッセージ

LCD の表示 /
プリン ト ・ エンジンの状態

考えられる原因 奨励される解決策

ERROR ( エラー ) ランプ
が点滅している。

印字ヘッ ドが純正の Zebra™ 印
字ヘッ ドではない他のヘッ ド と
交換されています。

Zebra™ 純正印字ヘッ ドを取り付け
ます。

メンテナンスの早期警告機能が
有効になっていて、 かつ印字
ヘッ ドがク リーニングを行う指
定の間隔の終点に達していま
す。 詳細については、 メンテナ
ンスの早期警告 ( 92 ページ )  を
参照してください。 

1. 印字ヘッ ド を ク リーニングしま
す。

2. コン ト ロール・パネルで ｢ヘッ ド
ク リーン済?｣ メニュー項目へ移
動します。

3. + ( プラス ) ボタンを押して「実行

｣を選択する こ と によ り、 印字
ヘッ ドのク リーニング ・ カウン
タのメ ンテナンスの早期警告を
リセッ ト します。 

プリ ン ト ・ エンジンが停
止し、 ERROR ( エラー ) 
ランプが点滅している。

印字ヘッ ドが完全に閉じていま
せん。

印字ヘッ ドを完全に閉じます。

ヘッ ド ・ オープン ・ センサーが
正常に動作していません。

サービス技師にお問い合わせくだ
さい。
P1056468-072  2013/5/1
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プリ ン ト ・ エンジンが停
止し、 MEDIA ( 用紙 ) ラ
ンプが点灯し、 ERROR
( エラー ) ランプが点滅し
ている。

用紙がセッ ト されていないか、
正し くセッ ト されていません。

用紙を正し くセッ ト します。 リボ
ンの装着 ( 57 ページ )  参照。

用紙センサーの調整不良です。 用紙センサーの位置を確認します。

プリ ン ト ・ エンジンは単票用紙
を使用するよ う設定されていま
すが、 連続用紙がセッ ト されて
います。

適切な用紙タイプをセッ トするか、
プ リ ン ト ・ エンジンを現在の用紙
タイプにリセッ ト し、 キャ リブ
レート を実行します。

表 15 • エラー ・ メ ッセージ ( 続き )

LCD の表示 /
プリン ト ・ エンジンの状態

考えられる原因 奨励される解決策
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プリ ン ト ・エンジンが停止
し、 RIBBON ( リ ボン ) ラ
ンプが点灯し、ERROR ( エ
ラー ) ランプが点滅してい
る。

熱転写モードでリボンがセッ ト
されていないか、 正し くセッ ト
されていません。

リボンを正し くセッ ト します。 リ
ボンの装着 ( 57 ページ )  参照。

熱転写モードでリボン ・ セン
サーがリボンを認識できませ
ん。

1. リ ボンを正し くセッ ト します。
リボンの装着 ( 57 ページ )  参
照。

2. プリ ン ト ・ エンジンをキャ リブ
レート します。 リボンと用紙セ
ンサーのマニュアル ・ キャ リブ
レート  ( 114 ページ )  参照。

熱転写モードで、 用紙がリボ
ン ・ センサーをブロ ッ ク してい
ます。

1. 用紙を正し くセッ ト します。 リ
ボンの装着 ( 57 ページ )  参照。

2. プリ ン ト ・ エンジンをキャ リブ
レート します。 リボンと用紙セ
ンサーのマニュアル ・ キャ リブ
レート  ( 114 ページ )  参照。

熱転写モードで、 リボンが正し
く取り付けられているにもかか
わらずプリ ン ト ・ エンジンがリ
ボンを認識しませんでした。

1. センサー ・ プロフ ィールの印刷
センサー・プロフ ィールの印刷 
( 94 ページ )  参照。 リボン切れ
しきい値 (1) が高すぎ、 黒い領
域 (2) の上部でリボンが検出さ
れたこ とを示しています。

2. プリ ン ト ・ エンジンをキャ リブ
レートするか ( リ ボンと用紙セ
ンサーのマニュアル ・ キャ リブ
レート  ( 114 ページ )  参照 )、
プ リ ン ト ・ エンジンを設定初期
化します ( セッ ト アップ ・ モー
ドの終了 ( 19 ページ ) のオプ
シ ョ ン参照 )。

感熱用紙を使用していますが、
プリ ン ト ・ エンジンが誤って熱
転写モード用に設定されている
ため、 リボンのセッ ト を待って
います。

プリ ン ト ・ エンジンを感熱モード
に設定します。 印字方式 ( 88 ペー
ジ )  参照。

表 15 • エラー ・ メ ッセージ ( 続き )

LCD の表示 /
プリン ト ・ エンジンの状態

考えられる原因 奨励される解決策

1
2
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RIBBON ( リ ボン ) ランプ
が点灯し、 ERROR ( エ
ラー ) ランプが点滅して
いる。

リボンが装着されていますが、
プリ ン ト ・ エンジンは感熱モー
ドに設定されています。

感熱用紙では、 リボンは必要あ り
ません。 感熱用紙を使用する場合、
リボンは取り外してください。 こ
のエラー ・ メ ッセージによる印刷
への影響はあ り ません。

熱転写用紙に印刷する場合はリボ
ンが必要です。 プ リ ン ト ・ エンジ
ンを熱転写モードに設定してくだ
さい。 印字方式 ( 88 ページ )  参照。

ERROR ( エラー ) ランプ
が点滅している。

印字ヘッ ドのサーミ スタにエ
ラーがあ り ます。

サービス技師にお問い合わせくだ
さい。

表 15 • エラー ・ メ ッセージ ( 続き )

LCD の表示 /
プリン ト ・ エンジンの状態

考えられる原因 奨励される解決策
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プリ ン ト ・ エンジンが印
刷中、 ERROR ( エラー ) 
ランプが点滅している。

注意 • 印字ヘッ ドのデータ・ケーブルまたは電源ケーブルが正し く
接続されていないと、このエラー・ メ ッセージが表示されることが
あります。印字ヘッ ドは高温になっているため、重度の火傷を引き

起こす危険があります。印字ヘッ ドが冷却するまで時間をおいて ください。

印字ヘッ ドの温度が、 動作温度
の下限に近づいています。

印字ヘッ ドが適切な動作温度に達
するまで印刷を続行します。 エ
ラーが消えない場合には、 動作環
境の温度が低すぎて適切な印刷が
できない場合が考えられます。 プ
リ ン ト ・ エンジンを暖かい場所に
移動してください。

印字ヘッ ドのデータ ・ ケーブル
が正し く接続されていません。

注意 • この手順を行う前に、プリン ト ・
エンジンの電源をオフ  (O) にして くだ
さい。電源がオンのままだと、印字ヘッ
ドを損傷するおそれがあります。

1. プリ ン ト ・ エンジンをオフ  (O) 
にします。

2. データ ・ ケーブルを切断し、 印
字ヘッ ドに接続し直します。

3. ケーブルのコネクタが印字ヘッ
ドのコネクタに完全に挿入され
ているこ とを確認してくださ
い。

4. プリ ン ト ・ エンジンをオン (I) 
にします。

印字ヘッ ドのサーミ スタにエ
ラーがあ り ます。

サービス技師にお問い合わせくだ
さい。

プ リ ン ト ・ エンジンが停
止し、 ERROR ( エラー ) 
ランプが点滅している。

注意 • 印字ヘッ ドは高温になっているため、重度の火傷を引き起こ
す危険があります。印字ヘッ ドが冷却するまで時間をおいて くださ
い。

印字ヘッ ドの温度が高すぎま
す。

プリ ン ト ・ エンジンが冷却するま
で時間をおいてください。 印字
ヘッ ド ・ エレ メン トの温度が許容
範囲の動作温度まで低下する と、
印刷が自動的に再開されます。

表 15 • エラー ・ メ ッセージ ( 続き )

LCD の表示 /
プリン ト ・ エンジンの状態

考えられる原因 奨励される解決策
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プリ ン ト ・ エンジンが停
止し、 ERROR ( エラー ) 
ランプが点灯します。 プ
リ ン ト ・ エンジンにこれ
らの 3 つのメ ッセージが
順に表示されます。

注意 • 印字ヘッ ドのデータ・ケーブルまたは電源ケーブルが正し く
接続されていないと、このエラー・ メ ッセージが示されることがあ
ります。印字ヘッ ドは高温になっているため、重度の火傷を引き起

こす危険があります。 印字ヘッ ドが冷却するまで時間をおいて ください。

印字ヘッ ドのデータ ・ ケーブル
が正し く接続されていません。

注意 • この手順を行う前に、プリン ト ・
エンジンの電源をオフ  (O) にして くだ
さい。電源がオンのままだと、印字ヘッ
ドを損傷するおそれがあります。

1. プリ ン ト ・ エンジンをオフ  (O) 
にします。

2. データ ・ ケーブルを切断し、 印
字ヘッ ドに接続し直します。

3. ケーブルのコネクタが印字ヘッ
ドのコネクタに完全に挿入され
ているこ とを確認してくださ
い。

4. プリ ン ト ・ エンジンをオン (I) 
にします。

印字ヘッ ドのサーミ スタにエ
ラーがあ り ます。

サービス技師にお問い合わせくだ
さい。

プ リ ン ト ・ エンジンが停
止する。

プ リ ン ト ・ エンジンでメモ リの
デフラグを実行中です。

注意 • デフラグ中は、 プリン ト ・ エン
ジンの電源をオフにしないで く ださ
い。実行中に電源を切ると、プリン ト ・
エンジンが破損することがあります。

プリ ン ト ・ エンジンがデフラグを
終了するまで時間をおいてくださ
い。 このエラー ・ メ ッセージが頻
繁に表示される場合、 ラベル ・
フォーマッ ト を確認してください。
メモ リの書き込み、 消去を頻繁に
行う フォーマッ トでは、 プ リ ンタ
のデフラグ頻度が高くな り ます。
通常、 適切にコード化したラベル ・
フォーマッ ト を使用する と、 デフ
ラグの必要性は最小になり ます。

このエラー ・ メ ッセージが消えな
い場合は、 技術サポートに連絡し
てください。 プ リ ン ト ・ エンジン
の点検が必要です。

表 15 • エラー ・ メ ッセージ ( 続き )

LCD の表示 /
プリン ト ・ エンジンの状態

考えられる原因 奨励される解決策
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メモ リが不足しているため、 エ
ラー ・ メ ッセージの 2 行目に示
されている機能を実行できませ
ん。

ラベル ・ フォーマッ ト またはプリ
ン ト ・ エンジンのパラ メータを調
整して、 プ リ ン ト ・ エンジンのメ
モ リの一部を解放します。 メモ リ
を解放するには、 印字幅をデフォ
ルト設定のままにせず、 実際のラ
ベルの幅に調整します。 印字幅 
( 88 ページ )  参照。

フラ ッシュ ・ メモ リ ・ カードなど
のデバイスが取り付けられており、
書き込み保護がされておらず、 一
杯にもなっていないこ とを確認し
ます。

取り付けられていないデバイスや
使用不可のデバイスにデータが送
られていないかど うか確認します。

サービス技師にお問い合わせくだ
さい。

表 15 • エラー ・ メ ッセージ ( 続き )

LCD の表示 /
プリン ト ・ エンジンの状態

考えられる原因 奨励される解決策
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キャリブレートの問題

表 16 は、 キャ リブレートの問題、 考えられる原因、 および奨励される解決策を示し
たものです。

表 16 • キャリブレートの問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

ラベルでの印刷整合
性のロス。 フォーム
上部の位置が縦方向
にずれる

プラテン ・ ローラーが汚れ
ています。

印字ヘッ ド とプラテン ・ ローラーのク リー
ニング ( 134 ページ )  の手順に従ってプラテ
ン ・ ローラーをク リーニングします。

用紙ガイ ドの位置が正し く
あ り ません。

用紙ガイ ドが正し くセッ ト されているこ と
を確認します。

用紙タイプの設定が不適切
です。

正しい用紙のタイプ ( 単票用紙または連続
用紙 ) にプリ ンタを設定します。 用紙タイ
プ ( 87 ページ )  を参照してください。

用紙が正し くセッ ト されて
いないか、 用紙センサーの
位置が不適切です。

用紙をセッ ト し直し、 使用しているセン
サーが正し く位置付けられているこ とを確
認します。 透過式用紙センサーの調整 
( 123 ページ )  参照。 

自動キャ リブレート
に失敗した

用紙またはリボンが正し く
セッ ト されていません。

用紙と リボンが正し くセッ ト されているこ
とを確認します。

センサーが用紙またはリボ
ンを検出できませんでした。

プ リ ンタをキャ リブレート します。 リボン
と用紙センサーのマニュアル ・ キャ リブ
レート  ( 114 ページ )  参照。

センサーが汚れているか、
正し くセッ ト されていませ
ん。

センサーがク リーニングされ、 適切に配置
されているこ とを確認します。

用紙タイプの設定が不適切
です。

正しい用紙のタイプ ( 単票用紙または連続
用紙 ) にプリ ンタ  を設定します。 用紙タイ
プ ( 87 ページ ) を参照してください。
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通信の問題

表 17 は、通信の問題、考えられる原因、および奨励される解決策を示したものです。

表 17 • 通信の問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

ラベルのフォーマッ トが
プ リ ンタに送信されたが
認識されない。 DATA 
( データ ) ライ トが点滅
しない

通信パラ メータが不適切
です。

プ リ ンタのド ライバまたはソフ ト ウェア
の通信設定を確認します ( 必要な場合 )。

シ リ アル通信を使用している場合は、 シ
リ アル ・ ポート設定を確認します。 ポー
ト設定 ( 110 ページ )  参照。

シ リ アル通信を使用している場合は、 ヌ
ル ・ モデム ・ ケーブルまたはヌル ・ モデ
ム ・ アダプタを使用しているこ とを確認
してください。

プ リ ンタのフロー制御プロ ト コル設定を
確認します。 ホス ト ・ コンピュータが使
用している設定に一致するフロー制御プ
ロ ト コルを選択してください。 フロー制
御プロ ト コル値の設定 ( 112 ページ )  参
照。

ド ライバを使用している場合は、 ド ライ
バの通信設定が接続に適したものである
かど うかを確認します。

ラベルのフォーマッ トが
プ リ ンタに送信されまし
た。 ラベルが何枚か印刷
されるが、 その後、 プ リ
ンタでラベル上の画像が
飛ぶか、 誤った位置に配
置されるか、 印刷されな
いか、 歪んで印刷される

シ リ アル通信設定が不適
切です。

フロー制御設定が一致するこ とを確認し
ます。

通信ケーブルの長さを確認します。 要件
については、 表 4 (43 ページ )  を参照して
ください。

プ リ ンタのド ライバまたはソフ ト ウェア
の通信設定を確認します ( 必要な場合 )。

ラベルのフォーマッ トが
プ リ ンタに送信されたが
認識されない。 DATA
( データ ) ライ トが点滅
するが、 印刷が行われな
い

プリ ンタに設定されてい
るプレフ ィ ッ クス文字と
デリ ミ タ文字がラベル ・
フォーマッ トの文字と一
致していません。

プレフ ィ ッ クス文字とデリ ミ タ文字を確
認します。 コン ト ロール ・ プレフ ィ ッ ク
ス文字値の設定 ( 106 ページ )  および デリ
ミ タ文字値の設定 ( 107 ページ )  を参照し
てください。

誤ったデータがプリ ンタ
に送信されています。

コンピュータの通信設定を確認します。
設定がプリ ンタの設定に一致しているこ
とを確認します。

それでも問題が解決しない場合は、 ラベ
ル ・ フォーマッ ト を確認します。
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表 18 は、 リボンに関して発生する可能性のある問題、 考えられる原因、 および奨励
される解決策を示したものです。

表 18 • リボンの問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

リ ボンが損傷または
溶解している

濃度の設定が高すぎます。 1. 濃度の設定を下げます。濃度設定の
変更方法については、印字濃度 
( 85 ページ )  を参照してください。

2. 印字ヘッドを完全にクリーニングしま
す。印字ヘッドとプラテン・ローラー
のクリーニング ( 134 ページ ) 参照。

リ ボンのコーティング面が
適切であ り ません。 このプ
リ ンタには使用できません。

適切な面がコーティングされている リボン
と交換して ください。 詳細については、 リ
ボンのコーティング面 ( 52 ページ )  を参照
してください。

リボンにシワがある リボンが正し く設定されま
せんでした。

リボンを正し くセッ ト します。 リボンの装
着 ( 57 ページ ) 参照。

焼き付け温度が不適切です。 最適な印刷品質を得るため、 アプリ ケー
シ ョ ンに設定できる最低の濃度に設定しま
す。 FEED ( フ ィード ) セルフ ・ テス ト  
( 166 ページ ) を実行する と、 最適な濃度を
設定できます。 

濃度設定の変更方法については、 印字濃度 
( 85 ページ )  を参照してください。

印字ヘッ ドの圧力またはそ
のバランスが不適切です。

印字ヘッ ド圧力を良好な印字品質に必要な
最低値に設定します。 印字ヘッ ド圧力の調
整 ( 129 ページ ) 参照。

用紙が正し く フ ィード され
ず、 左右に 「ずれて」 いま
す。

用紙ガイ ドを調整して用紙を正しい位置に
セッ トするか、 サービス技師にお問い合わ
せください。 

印字ヘッ ドまたはプラテン ・
ローラーが正し く装着され
ていない可能性があ り ます。

サービス技師にお問い合わせください。 
2013/5/1 P1056468-072
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リ ボンがなくなって
もプ リ ンタが検知し
ない

リボンをセッ トせずにプリ
ンタがキャ リブレート され
た可能性があ り ます。 リボ
ンが後でセッ ト され、 プ リ
ンタの再キャ リブレート ま
たはプリ ンタ ・ デフォルト
値の読み込みが行われてい
ません。

リボンをセッ ト した状態でプリ ンタをキャ
リブレートするか、 プリ ンタ ・ デフォルト
値を読み込んでください。 リボンと用紙セ
ンサーのマニュアル ・ キャ リブレート  
( 114 ページ )  または 設定初期化 ( 97 ペー
ジ )  を参照してください。

熱転写モードで、 リ
ボンが正し く取り付
けられているにもか
かわらず、 プ リ ンタ
が リボンを認識しな
かった 

リ ボンが正し く装着
されているにもかか
わらず、 プ リ ンタが
リボン切れを表示す
る

プリ ンタが、 使用している
ラベルおよびリボンに合わ
せてキャ リブレート されて
いません。

プ リ ンタをキャ リブレート します。 リボン
と用紙センサーのマニュアル ・ キャ リブ
レート  ( 114 ページ ) 参照。

表 18 • リボンの問題 ( 続き )

問題 考えられる原因 奨励される解決策
P1056468-072  2013/5/1
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表 19 は、 プ リ ンタに関するその他の問題、 考えられる原因、 および奨励される解決
策を示したものです。 

表 19 • その他のプリンタ問題

問題 考えられる原因 奨励される解決策

コン ト ロール ・ パネ
ルに判読できない言
語が表示される

コン ト ロール ・ パネルまた
はファームウェア ・ コマン
ドによって言語パラ メータ
が変更されました。

1. コン ト ロール ・ パネル ・ ディ スプレイ
の SETUP( セッ ト アップ ) ボタンを押し
ます。

2. 左方向 ボタンを一度押すと、
LANGUAGE パラ メータに移動します。

3. + (プラス ) または - ( マイナス ) のボタン
を使用して、 言語の選択をスクロール
します。 このパラ メータの選択肢は、
実際の当該言語で表示されるため、 自
分の判読できる言語を見つけやすく
なっています。

4. 表示する言語を選択します。

ディ スプレイの文字
または文字の一部が
欠けている

ディ スプレイの交換が必要
な可能性があ り ます。

サービス技師にお問い合わせください。

パラ メータの設定変
更が反映されていな
い

一部のパラ メータの設定が
不適切です。

1. パラ メータをチェッ ク し、 必要に応じ
て変更またはリセッ ト して ください。 

2. プリ ンタの電源をオフ  (O) にしてからオ
ン (I) にします。

ファームウェア ・ コマンド  
(device.command_override 
など ) によ り、 パラ メータ
の変更機能がオフになって
います。

これらのパラ メータについては、
『Programming Guide for ZPL, ZBI, Set-Get-Do, 
Mirror, and WML』 を参照するか、 サービス
技師にお問い合わせください。

ファームウェア ・ コマンド
によ り、 パラ メータが以前
の設定に戻されています。

それでも問題が解決しない
場合は、 メ イン ・ ロジッ ク ・
ボードに問題がある可能性
があ り ます。

サービス技師にお問い合わせください。

単票ラベルが連続ラ
ベルと して扱われる

プリ ンタが、 使用している
用紙に合わせてキャ リブ
レート されていません。

プ リ ンタをキャ リブレート します。 リボン
と用紙センサーのマニュアル ・ キャ リブ
レート  ( 114 ページ )  参照。

プ リ ンタが連続用紙用に設
定されています。

正しい用紙のタイプ ( ギャ ップ / 切れ込み、
連続またはマーク ) 用にプリ ンタを設定し
ます。 用紙タイプ ( 87 ページ )  参照。 
2013/5/1 P1056468-072



ト ラブルシューテ ィ ング
その他の問題

162
すべてのインジケー
タ ・ ラ イ トが点灯し
ているが、 ディ スプ
レイに何も表示され
ず ( プリ ンタにディ
スプレイが付いてい
る場合 )、 プ リ ンタ
がロ ッ ク されて動か
ない

内部の電子的傷害または
ファームウェアの故障です。

サービス技師にお問い合わせください。

パワーオン ・ セル
フ ・ テス トの実行
中、 プ リ ンタがロ ッ
ク される

メ イン ・ ロジッ ク ・ ボード
の故障です。

サービス技師にお問い合わせください。

表 19 • その他のプリンタ問題 ( 続き )

問題 考えられる原因 奨励される解決策
P1056468-072  2013/5/1
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セルフ ・テス トおよびその他の診断テス トでは、プリ ンタの状態に関する特定の情報
が提供されます。 これらのセルフ ・ テス トでは、 印刷サンプルが出力され、 プリ ンタ
の動作状態を判断するための特定の情報が提供されます。

各セルフ ・ テス ト を実行するには、 プ リ ンタの電源をオン (I) にする と きに特定のコ
ン ト ロール・パネル・ キーまたはキーの組み合わせを押します。 キーは最初のインジ
ケータ ・ ランプがオフになるまで押し続けます。 パワーオン ・ セルフ ・ テス トが終了
する と、 選択したセルフ ・ テス トが自動的に開始されます。

パワーオン ・ セルフ ・ テス ト

パワーオン ・セルフ ・ テス ト  (POST) は、 プ リ ンタの電源がオン (l) になるたびに実行
されます。 このテス トでは、 コン ト ロール ・パネル ・ ランプ (LED) のオン / オフを切
り替え、 正し く動作する こ と を確認します。 このセルフ ・ テス ト の終了時には、 ス
テータス  LED のみが点灯しています。パワーオン ・セルフ ・テス トが終了する と、用
紙は正しい位置に送られます。

パワーオン ・ セルフ ・ テスト を開始するには、 次の手順を実行します。

1. プリ ンタをオン (I) にします。

電源 LED が点灯します。 それ以外のコン ト ロール ・ パネルの LED および LCD 
は、 テス トの進行状況を監視し、 各テス トの結果を表示します。 POST では、 す
べてのメ ッセージは英語で表示されますが、 テス トが失敗した場合はその他の言
語でも順次表示されます。

重要 • セルフ ・ テス ト を実施する場合は、 用紙全幅を使用します。 用紙に十分な幅
がないと、 テス ト ・ ラベルがプラテン ・ ローラーに印刷される場合があ り ます。 こ
れを防止するには、 印刷幅を点検し、 使用している用紙に印字幅が適しているこ と
を確認します。

注 • 

• セルフ ・ テス ト を実行する と きは、 ホス トからプリ ンタにデータを送信しない
でください。

• 使用している用紙が印刷するラベルよ り も短い場合、 テス ト ・ ラベルは次のラ
ベルに続けて印刷されます。

• 完了する前にセルフ ・ テス ト を取り消す場合は、 電源をオフ  (O) にしてからオ
ン (l) にし、 プ リ ンタを リセッ ト して ください。
2013/5/1 P1056468-072
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CANCEL ( キャンセル ) セルフ ・ テス ト

CANCEL ( キャンセル ) セルフ ・ テス トでは、 プリ ンタ設定ラベルとネッ ト ワーク設
定レベルが印刷されます。 これらのラベルを印刷する別の方法については、発行情報
( 94 ページ )  を参照してください。

CANCEL ( キャンセル ) セルフ ・ テスト を開始するには、 次の手順を実行します。

1. プリ ンタをオフ  (O) にします。

2. CANCEL ( キャンセル ) ボタンを押しながら、プ リ ンタをオン (I) にします。 フロ
ン ト ・ パネルの最初のランプが消えるまで、 CANCEL ( キャンセル ) ボタンを押
し続けます。

プリ ンタは、 プ リ ンタ設定ラベル ( 図 13) を印刷してから、 ネッ ト ワーク設定レ
ベル ( 図 14) を印刷します。

図 13 • プリンタ設定ラベルのサンプル 図 14 • ネッ トワーク設定ラベルのサンプル
P1056468-072  2013/5/1



165ト ラブルシューティング
プリンタ  診断
PAUSE ( 一時停止 ) セルフ ・ テス ト

このセルフ ・ テス トは、 プ リ ンタの機械部品を調整するために必要なテス ト ・ ラベル
の印刷や、 印字ヘッ ド ・ エレ メ ン ト が機能していないかど うかの判別に使用できま
す。 図 15 は印刷サンプルを示します。

PAUSE ( 一時停止 ) セルフ ・ テスト を実行するには、 次の手順を実行します。

1. プリ ンタをオフ  (O) にします。

2. PAUSE ( 一時停止 ) ボタンを押しながら、プ リ ンタの電源をオン (I) にします。 フ
ロン ト ・ パネルの最初のランプが消えるまで、 PAUSE ( 一時停止 ) ボタンを押し
続けます。

• 最初のセルフテス トでは、 15 のラベルがプリ ンタの最低速度で印刷され、 そ
の後、 プリ ンタは自動的に一時停止します。 PAUSE ( 一時停止 ) を押すたび
に、 さ らに 15 枚のラベルが印刷されます。 図 15 はラベルのサンプルを示し
ます。

図 15 • PAUSE ( 一時停止 ) テストのラベル

• プリ ンタが一時停止している間に CANCEL ( キャンセル ) ボタンを押すと、
セルフ ・ テス トが変更されます。 PAUSE ( 一時停止 ) ボタンを押すたびに、
15 枚のラベルが 1 秒あたり  152 mm (6 インチ ) 印刷されます。

• プリ ンタが一時停止している間に CANCEL ( キャンセル ) ボタンを再び押す
と、 2 回目のセルフ ・ テス トの変更が行われます。 PAUSE ( 一時停止 ) ボタ
ンを押すたびに、 50 のラベルがプリ ンタの最低速度で印刷されます。

• プリ ンタが一時停止している間に CANCEL ( キャンセル ) ボタンを再び押す
と、 3 回目のセルフ ・ テス トの変更が行われます。 PAUSE ( 一時停止 ) ボタ
ンを押すたびに、 50 のラベルが 1 秒あたり  152 mm (6 インチ ) で印刷されま
す。

• プリ ンタが一時停止している間に CANCEL ( キャンセル ) ボタンを再び押す
と、 4 回目のセルフ ・ テス トの変更が行われます。 PAUSE ( 一時停止 ) ボタ
ンを押すたびに、 15 枚のラベルがプリ ンタの最大速度で印刷されます。

3. このセルフ・テス ト を途中で終了するには、CANCEL ( キャンセル ) ボタンを押し
たまま保持します。
2013/5/1 P1056468-072
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FEED ( フ ィード ) セルフ ・ テス ト

用紙のタイプが異なる と、 別の濃度設定が必要になる場合があ り ます。 この項では、
仕様の範囲内のバーコードを印刷するための最適な濃度を判断できる、簡単で効果的
な方法を説明します。

FEED ( フ ィード ) セルフ ・テス トでは、各ラベルは異なる濃度設定と  2 種類の印字速
度で印刷されます。各ラベルには、相対濃度と印刷速度が印刷されます。 これらのラ
ベルのバーコードについては、ANSI の判定を利用してその印刷品質を確認できます。

このテス トでは、 1 組のラベルが 2 ips で、 別の 1 組が 6 ips で印刷されます。 濃度値
はプリ ンタの現在の濃度値 ( 相対濃度 -3) よ り低い 3 種類の設定で開始され、 徐々に
濃度を増し、 最後に現在の濃度値 ( 相対濃度 +3) よ り も高い 3 種類の設定で印刷され
ます。

FEED ( フ ィード ) セルフ ・ テスト を実行するには、 次の手順に従います。

1. 設定ラベルを印刷し、 プ リ ンタの現在の設定を確認します。

2. プリ ンタをオフ  (O) にします。

3. FEED ( フ ィード ) ボタンを押しながら、プ リ ンタをオン (I) にします。コン ト ロー
ル・パネルの最初のランプが消えるまで、FEED ( フ ィード ) ボタンを押し続けま
す。

プリ ンタが、 さまざまな速度と濃度設定 ( 図 16 ) で一連のラベルを印刷します。
濃度の設定には、 設定ラベルに示されている値よ り も高いものと低いものが含ま
れます。

図 16 • FEED ( フ ィード ) テスト ・ ラベル
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4. 図 17 および表 20 を参照してください。 テス ト ・ ラベルを検査して、 どのラベル
がアプリ ケーシ ョ ンに最適な印刷品質であるかを判断します。 バーコード検証器
がある場合は、 バーコード検証器を使用してバー / 空白部分を測定し、 印刷のコ
ン ト ラス ト を計算します。バーコード検証器がない場合は、目視およびシステム・
スキャナを使用して、 このセルフ ・ テス トで印刷されるラベルに基づいて最適の
濃度設定を選択するこ とをお勧めします。

図 17 • バーコードの印字濃度の比較
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5. 相対濃度の値と印刷速度は、 最適なテス ト ・ ラベルに印刷されます。

6. 相対濃度の値を加えるか差し引いて、 設定ラベルで指定された濃度の値を調整し
ます。 結果の数値が、 そのラベルと リボンの組み合わせおよび印刷速度に最適な
濃度の値とな り ます。

7. 必要に応じて、 濃度の値を最適テス ト ・ ラベルの濃度の値に変更します。

8. 必要に応じて、 印刷速度を最適なテス ト ・ ラベルの印刷速度と同じにします。 

表 20 • バーコードの品質判定

印字品質 説明

濃すぎる 明らかにラベルが濃すぎます。 判読可能ですが、 「仕様
範囲内」 とは認められません。 

• 標準バーコードのバーのサイズが大き くなっていま
す。

• 小さい英数字の文字の開いた部分にインクがたまる
場合があ り ます。 

• 回転バーコードのバーと空白部分が混じっていま
す。

やや濃い やや濃いラベルは、 一目瞭然には判別できません。 

• 標準バーコードは、 「仕様範囲内」 です。 
• 小さい英数字の文字が太く、 つぶれている場合もあ

り ます。 
• 回転バーコードの空白部分が、 「仕様範囲内」 のも

のに比べて小さいため、 コードを判読できない場合
があ り ます。

「仕様範囲内」 「仕様範囲内」 のバーコードは検証器でのみ確認可能で
すが、 見た目で判断できる特徴がいくつかあ り ます。

• 標準バーコードのバーは、 完全でムラがなく、 空白
部分は鮮明ではっき り と見分けられます。 

• 回転バーコードのバーが完全で色ムラがなく、 空白
部分は鮮明ではっき り と見分けられます。 やや濃い
バーコード よ り不鮮明な場合もあ り ますが、 この
バーコードは 「仕様範囲内」 です。 

• 標準モード と回転モードのいずれにおいても、 小さ
い英数字がはっき り しています。

やや薄い 「仕様範囲内」 のバーコードには、 場合によっては濃い
めのラベルよ り も薄めのラベルのほうが好まれます。 

• 標準バーコードおよび回転バーコードはどちら も仕
様範囲内ですが、 小さい英数字が不鮮明な場合があ
り ます。

薄すぎる 明らかにラベルが薄すぎます。 

• 標準バーコードおよび回転バーコードのバーと空白
部分が不完全です。 

• 小さい英数字を判読できません。
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FEED ( フ ィード )  + PAUSE ( 一時停止 ) のセルフ ・ テス ト

このセルフ ・テス ト を実行する と、プ リ ンタの設定が工場出荷時のデフォルト値に一
時的にリセッ ト されます。 これらの値は、 メモ リに永久に保存しない限り、電源がオ
ンになっている間のみアクティブになり ます。デフォルト値が永久に保存された場合
は、 センサーのキャ リブレート手順を実行する必要があ り ます。 ( リ ボンと用紙セン
サーのマニュアル ・ キャ リブレート  ( 114 ページ )  参照 )。

FEED ( フ ィード ) および PAUSE ( 一時停止 ) のセルフ ・ テスト を実行するには、 以
下の手順を実行します。

1. プリ ンタをオフ  (O) にします。

2. FEED (フ ィード ) ボタンと  PAUSE (一時停止) ボタンを押しながら、プ リ ンタの電
源をオン (I) にします。

3. コン ト ロール・パネルの最初のランプが消えるまで、FEED ( フ ィード ) ボタンと
PAUSE ( 一時停止 ) ボタンを押し続けます。

プリ ンタの設定が、 工場出荷時のデフォルト値にリセッ ト されます。 このテス ト
の最後にラベルが印刷されるこ とはあ り ません。

CANCEL ( キャンセル ) + PAUSE ( 一時停止 ) のセルフ ・ テス ト

このセルフ ・テス ト を実行する と、ネッ ト ワークの設定が工場出荷時のデフォルト値
に一時的にリセッ ト されます。 これらの値は、 メモ リに永久に保存しない限り、電源
がオンになっている間のみアクティブになり ます。 

CANCEL ( キャンセル ) と  PAUSE ( 一時停止 ) のセルフ・テス ト を実行するには、次
の手順に従います。

1. プリ ンタをオフ  (O) にします。

2. CANCEL ( キャンセル ) ボタンと  PAUSE (一時停止 ) ボタンを押しながら、プ リ ン
タの電源をオン (I) にします。

3. コン ト ロール・パネルの最初のランプが消えるまで、CANCEL ( キャンセル ) ボタ
ンと  PAUSE ( 一時停止 ) ボタンを押し続けます。

プリ ンタの設定が、 工場出荷時のデフォルト値にリセッ ト されます。 このテス ト
の最後にラベルが印刷されるこ とはあ り ません。
2013/5/1 P1056468-072



ト ラブルシューテ ィ ング
プリンタ  診断

170
通信診断テスト

通信診断テス トは、プ リ ンタ とホス ト ・ コンピュータの内部接続を確認するためのト
ラブルシューティング・ツールです。プ リ ンタが診断モード中は、ホス ト ・コンピュー
タから送信されたデータがすべて ASCII 文字と して印刷されます。ASCII テキス トの
下には、 16 進値が表示されます。 プ リ ンタは、 CR ( 改行 ) などの制御コードを含め、
受信したすべての文字を印刷します。 図 18 は、 このテス トによる一般的なテス ト ・
ラベルを示したものです。

図 18 • 通信診断テスト ・ ラベル

通信診断モードを使用するには、 以下の手順を実行します。

1. 印刷幅を、 テス トに使用するラベルの幅以下に設定します。 詳細については、 印
字幅 ( 88 ページ )  を参照してください。

2. DIAGNOSTICS MODE (診断モード ) オプシ ョ ンを  ENABLED (有効) に設定します。方
法については、 通信診断モード  ( 98 ページ )  を参照してください。

プ リ ンタは診断モードになり、 ホス ト ・ コンピータから受信したすべてのデータ
がテス ト ・ ラベルに印刷されます。

3. テス ト ・ ラベルのエラー ・ コードを確認します。 エラーがある場合は、 通信パラ
メータが正しいこ とを確認します。 

テス ト ・ ラベルのエラーは、 以下のとおりです。

• FE はフレーミ ング ・ エラーを示します。

• OE はオーバーラン ・ エラーを示します。

• PE はパリティ ・ エラーを示します。

• NE はノ イズを示します。

4. このセルフ・テス ト を終了して通常の操作に戻るには、プリ ンタの電源をオフ  (O)
にしてからオン (I) にします。

注 • テス ト ・ ラベルは上下が逆になって印刷されます。
P1056468-072  2013/5/1



171ト ラブルシューティング
プリンタ  診断
センサー ・ プロフ ィール

センサー ・ プロフ ィール ・ イ メージ ( 実際には複数のラベルやタグに展開される ) を
使用して以下の状況のト ラブルシューティングを行います。

• プリ ンタでラベル間のギャ ップ ( ウェブ ) を判定できない

• プリ ンタが、 ラベルの事前印刷の領域をギャ ップ ( ウェブ ) と誤って認識する

• プリ ンタがリボンを検出できない

プリ ンタをレディ状態に設定して、次の方法のいずれかでセンサー・プロフ ィールを
印刷します。

印刷結果と このセクシ ョ ンで示す例を比べてください。センサーの感度を調整するに
は、 プ リ ンタをキャ リブレート します ( リ ボンと用紙センサーのマニュアル ・ キャ リ
ブレート  ( 114 ページ )  を参照してください )。

リボン ・ センサー ・ プロフ ィール ( 図 19 )センサー ・ プロフ ィールの線 (1) は、 リボ
ン ・ センサーの読み取り値を示します。 リボン ・ センサーのしきい値設定は、 「リボ

ン」 (2) という語で示されます。 リボンの読み取り値がしきい値未満の場合、 プリ ン
タはリボンがセッ ト されたこ とを認識しません。

コン ト ロール ・ パネ
ル上のボタンの使用

a. プリ ンタをオフ  (O) にします。

b. FEED (フ ィード ) ボタンとCANCEL (キャンセル)  ボ
タンを押しながら、プ リ ンタの電源をオン (I) にしま
す。

c. コン ト ロール ・ パネルの最初のランプが消えるまで、
FEED ( フ ィード ) ボタンと  CANCEL ( キャンセル )
ボタンを押し続けます。

ZPL の使用 a. ~JG コマンドをプリ ンタに送信します。 このコマン
ドの詳細については、 『Zebra プログラ ミ ング ・ ガイ
ド』 を参照してください。

コン ト ロール ・ パネ
ル ・ メニュー項目の
使用

a. コン ト ロール ・ パネル ・ディ スプレイで、 以下の項
目までナビゲート します。 コン ト ロール ・ パネルの
使用と メニューへのアクセスの詳細については、 コ
ン ト ロール ・パネル ・ディ スプレイ  ( 17 ページ )  を
参照してください。

b. + ( プラス ) を押して 「発行」 を選択します。
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図 19 • センサー ・ プロフ ィール ( リボンのセクシ ョ ン )

用紙センサー ・ プロフ ィール ( 図 20 )用紙センサーの読み取り値は、 センサー ・ プロ
フィールで棒と平らな領域で示されます ( 図 20 )。棒 (1) は、ラベル間のギャップ ( ウェ
ブ ) を示し、 低いと ころ (2) はラベルの場所を示します。 センサー ・ プロフ ィールの印
刷サンプルを用紙の空白の長さ と比較する と、 棒は用紙のギャップと同じ長さになり
ます。 距離が同じでないと、 プリ ンタでギャップの位置の判定が難し くなる場合があ
り ます。

用紙センサーのしきい値設定は、用紙しきい値は 「用紙」 (3)、ウェブしきい値は 「ウェ

ブ」） (4) で示されます。 センサー読み取り値の左側の数値を使用して、 センサー設定
の数値と比較します。

図 20 • センサー ・ プロフ ィール ( 用紙のセクシ ョ ン )
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2
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仕様
このセクシ ョ ンでは、 プリ ンタの機能および仕様について説明します。
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機能

このセクシ ョ ンでは、 プリ ンタの標準機能とオプシ ョ ンの機能を一覧表示します。

標準機能

• 熱転写および感熱印刷

• 標準 16 MB SDRAM (12 MB 最大容量 )

• ZebraNet 10/100 プリ ン ト ・ サーバ ( 内蔵 )

• USB 2.0 ポート

• RS-232 シ リ アル ・ ポート

• 双方向パラレル ・ ポート

• 内蔵の 10/100 イーサネッ ト

• リ アルタイム ・ ク ロ ッ ク

• 高度機能を搭載したカウンタ

• XML 対応の印刷

オプシ ョ ン機能

• ZebraNet ワイヤレス ・ プ リ ン ト ・ サーバ

• 全幅ロータ リー ・ キャ ッチ ・ ト レー

• 用紙巻き取り スピンドル

• 工場出荷時の 64 MB フラ ッシュ ・ メモ リ ・ オプシ ョ ン  (61 MB 最大容量 )

• 追加フォン ト

注 • プリ ンタの仕様は、 通知なしに変更される場合があ り ます。
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ZPL には次の機能があ り ます。

バーコード

バーコードには次のタイプがあ り ます。

• ダウンロード可能なグラフ ィ ッ ク、 スケーラ
ブル ・ フォン ト とビッ ト マップ ・ フォン ト 、
およびラベル ・ フォーマッ ト

• メ インフレーム、 ミ ニコンピュータ、 PC、
ポータブル ・ データ端末からの制御

• メモ リ領域間のオブジェク トのコピー • 印刷、 ポーズ、 および切断制御機能における
設定可能な数量

• （RAM、 メモ リ ・ カード、 および内蔵フラ ッ
シュ）

• 印刷可能な ASCII 文字での通信

• コード ・ ページ 850 の文字セッ ト • エラー ・ チェッ ク ・ プロ ト コル

• データ圧縮 • 要求に応じたホス トへのステータス ・ メ ッ
セージ

• 自動仮想入力バッファ管理 • シ リ アル化されたフ ィールド

• フォーマッ ト変換 • 仕様に準じた OCR-A および OCR-B
• ミ ラー ・ イ メージ印刷 • UPC/EAN

• 4 つの位置フ ィールド回転
(0°、 90°、 180°、 270°)

• ユーザーがプログラム可能なパスワード

• バーコード比率 - 2:1、 7:3、 5:2、 3:1 • LOGMARS

• Codabar （2:1 ～ 3:1 の比率をサポート ） • MaxiCode
• CODABLOCK • Micro PDF
• Code 11 • MSI

• Code 39 （2:1 ～ 3:1 の比率をサポート ） • PDF-417 （2 次元バーコード）

• Code 49 （2 次元バーコード） • PLANET コード

• Code 93 • Plessey

• Code 128 （A、 B、 および C のサブセッ ト と  
UCC ケース ・ コードを含む）

• POSTNET

• 必要に応じたチェッ ク ・ ディジッ トの計算 • QR-Code
• Data Matrix • RSS コード

• EAN-8、 EAN-13、 EAN 拡張 • Standard 2 of 5
• ISBT-128 • TLC 39
• Industrial 2 of 5 • UPC-A、 UPC-E、 UPC 拡張

• Interleaved 2 of 5 （2:1 ～ 3:1 の比率をサポー
ト、 モジュラス  10 チェッ ク ・ ディジッ ト ）
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一般仕様

物理仕様

電気仕様デンキシヨウ

操作および保管の環境条件

寸法

高さ 393.7 mm (15.5 インチ )

幅 262 mm (10.3 インチ )

奥行き 517.5 mm (20.38 インチ )

オプシ ョ ンを含まない重量 22.7 kg (50 ポンド )

電源

一般 100 ～ 240 VAC、
47 ～ 63 Hz

最低速度で PAUSE テス ト を印刷時の
消費電力

121 W

プリ ンタ ・ アイ ドル時 20 W

環境 モード 温度 相対湿度

操作 熱転写 5 ～ 40°C
(41 ～ 105°F)

20 ～ 85% ( 結露なし )

感熱 0 ～ 40°C
(32 ～ 105°F)

保管 熱転写または
感熱

–40 ～ 60°C
(–40 ～ 140°F)

5 ～ 85% ( 結露なし )
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印刷仕様

プリ ンタ仕様については、 以下の表を参照してください。

印刷仕様 203 dpi 300 dpi

印字ヘッ ド解像度 203 ド ッ ト / インチ
（8 ド ッ ト /mm）

300 ド ッ ト / インチ
（12 ド ッ ト /mm）

ド ッ ト ・ サイズ
( 幅 x 長さ )

0.0049×0.0049 インチ
(0.125×0.125 mm)

0.0033×0.0039 インチ
(0.084×0.099 mm)

最初のド ッ ト位置 
( 用紙の内側の端から測定 )

0.10 ± 0.035 インチ
(2.5 ± 0.9 mm)

0.023 ± 0.035 インチ
(0.6 ± 0.9 mm)

最大印字幅 102 mm (4.0 インチ ) 102 mm (4.0 インチ )

最大印字長 ( 単票 ) 991 mm (39 インチ ) 991 mm (39 インチ )

最大印字長 ( 連続 ) 3810 mm (150 インチ ) 3810 mm (150 インチ )

選択可能な印字速度 
(1 秒あたりのインチ数 )

2.4, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 10, 11, 12 2.4, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9

バーコード ・ モジュラス  (X) 寸法 : 

回転状の向き

非回転状の向き

4.9 mil ～ 49 mil

4.9 mil ～ 49 mil

3.9 mil ～ 39 mil

3.33 mil ～ 33 mil

エレ メン ト ・ エネルギー ・
イコライザ付き薄膜印刷ヘッ ド  
(E3)®

あ り あ り
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用紙仕様

最適な性能を発揮するには、正しいサイズと タイプのラベルを使用する必要があ り ま
す。 仕様については、 以下の表を参照してください。

110

重要 • 用紙の整合と ラベルの最小長は、 ラベルのタイプと幅、 リボンのタイプ、 印
字速度、 およびプリ ンタの操作モードの影響を受けます。 プ リ ンタの性能は、 これ
らの要素を最適化するこ とで改善されます。Zebra では、綿密なテス ト を実行するこ
とで、 アプリ ケーシ ョ ンを最適化するこ とをお勧めしています。

用紙仕様 203 dpi 300 dpi

最小ラベル長 切り取り 18 mm (0.7 インチ ) 18 mm (0.7 インチ )

剥離 13 mm (0.5 インチ ) 13 mm (0.5 インチ )

カッ ター 38 mm (1.5 インチ ) 38 mm (1.5 インチ )

巻き取り 6 mm (0.25 インチ ) 6 mm (0.25 インチ )

用紙幅合計
 = ラベル + 台紙 ( 使用してい
る場合）

最小 20 mm (0.79 インチ ) 20 mm (0.79 インチ )

最大 114 mm (4.5 インチ ) 114 mm (4.5 インチ )

厚さ合計
台紙を含む ( 使用している場合）

0.076 mm (0.003 インチ ) 0.076 mm (0.003 インチ )

0.305 mm (0.012 インチ ) 0.305 mm (0.012 インチ )

カッ ター最大幅の用紙厚さ 0.23 mm (0.009 インチ ) 0.23 mm (0.009 インチ )

ロール用紙コアの内側直径 76 mm (3 インチ ) 76 mm (3 インチ )

76 mm (3 インチ ) コアの最大ロール直径 203 mm (8.0 インチ ) 203 mm (8.0 インチ )

ラベル間のギャップ 最小 2 mm (0.079 インチ ) 2 mm (0.079 インチ )

推奨値 3 mm (0.118 インチ ) 3 mm (0.118 インチ )

最大 キャ リブレート したラベ
ル長以下

キャ リブレート したラベ
ル長以下

内部折り畳み用紙パッ ク最大サイズ 
（ラベル + 台紙 ): L× W×H

203×114×114 mm
(8.0×4.5×4.5 インチ )

203×114×114 mm
(8.0×4.5×4.5 インチ )

チケッ ト / タグ検出切れ込み :  L × W 3×6 mm 
(0.12×0.25 インチ )

3×6 mm 
(0.12×0.25 インチ )

チケッ ト / タグ検出穴直径 3 mm (0.125 インチ ) 3 mm (0.125 インチ )

ラベル認識許容誤差 （縦） 1.5 mm (0.06 インチ ) 1.5 mm (0.06 インチ )

ラベル認識許容誤差 （横） 1.5 mm (0.06 インチ ) 1.5 mm (0.06 インチ )

最大用紙印字濃度 0.5 ODU 0.5 ODU
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黒マーク検出

リボン仕様

リ ボンの仕様については、 以下の表を参照してください。

用紙仕様 203 dpi 300 dpi

マーク長 
（ラベル / タグの端と平行に測
定）

最小 3 mm (0.12 インチ ) 3 mm (0.12 インチ )

最大 11 mm (0.43 インチ ) 11 mm (0.43 インチ )

マーク幅 （ラベル / タグの端
に垂直に測定）

最小 11 mm (0.43 インチ ) 11 mm (0.43 インチ )

最大 用紙全長 用紙全長

マーク位置 内側の端から  1 ミ リ  
(0.040 インチ ) 以内

内側の端から  1 ミ リ  
(0.040 インチ ) 以内

光学濃度計 （ODU） のマーク濃度 >1.0 >1.0 

注 • リ ボンを使用する際は、 次の点を考慮してください。

• 使用しているラベルの幅と印刷ヘッ ドの幅にリボンを合わせてください。 印刷
ヘッ ドが過剰に摩耗しないよ うにするには、 リボンの幅を少なく と も ラベルの幅
以上にする必要があ り ます。

• リ ボンは被覆側が外側になるよ うに巻かれている必要があ り ます。

リボン仕様 203 dpi 300 dpi

印字ヘッ ド解像度 203 ド ッ ト / インチ
（8 ド ッ ト /mm）

300 ド ッ ト / インチ
（12 ド ッ ト /mm）

リ ボンの最小幅 20 mm (0.79 インチ ) 20 mm (0.79 インチ )

リ ボンの最大幅 110 mm (4.33 インチ ) 110 mm (4.33 インチ )

最大リボン長 450 m (1476 フ ィート ) 450 m (1476 フ ィート )

リ ボン ・ コアの内側直径 25.4 mm (1.0 インチ ) 25.4 mm (1.0 インチ )

リ ボン ・ ロールの最大外側直径 81.3 mm (3.2 インチ ) 81.3 mm (3.2 インチ )
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用語集
英数字  文字、 数字、 または句読点などの文字を示します。

バックフ ィード   プリ ンタが用紙と リボン ( 使用されている場合 ) をプリ ンタ後方に
引っ張るこ と。 これによ り、印刷するラベルの先頭が、印字ヘッ ドの後ろに正し く配
置されます。 バッ クフ ィードは、 プ リ ンタを切り取りモードおよびアプ リ ケータ ・
モードで稼働している と きに行われます。

バーコード   太さの異なる線を縞模様状に組み合わせるこ とによって英数字を表現す
るコード。 統一商品コード  (UPC: universal product code) またはコード  39 など、 多数
の様々なコード体系があ り ます。

黒マーク   印刷用紙の裏面にある登録マーク。 プ リ ンタにラベルの先頭位置を示しま
す ( 単票用紙 参照 )。

キャリブレート  ( プリンタ )  プ リ ンタが特定の用紙と リ ボンの組み合わせによ り正
確に印刷するために必要な基本情報を判別するプロセス。 この情報を判別するため、
プリ ンタは、 用紙と リボン ( 使用されている場合 ) をプリ ンタにフ ィード して、 感熱
印刷方式または熱転写印刷方式のいずれを使用するかを検出したり、 ( 単票用紙を使
用する場合は ) 個々のラベルまたはタグの長さを検出します。

設定  プリ ンタ設定は、 プ リ ンタ ・ アプ リ ケーシ ョ ン固有の稼働パラ メータのグルー
プです。 パラ メータには、 ユーザーが選択できるものや、 インス トールされているオ
プシ ョ ンや稼働モードに依存するものがあ り ます。 パラ メータは、 スイ ッチ選択可
能、 コン ト ロール・パネルでのプログラム可能、 または ZPL II コマンド と してダウン
ロード可能です。現在のプリ ンタ ・パラ メータをすべて リ ス トする設定ラベルを、参
照用に印刷できます。

連続用紙  ラベルやタグを分ける切れ込み、ギャ ップ、ウェブ ( 用紙ライナーのみ ) の
ないラベルまたはタグス ト ッ ク用紙。 この用紙は、 1 つの長い用紙です。 

コア直径  用紙またはリボンのロールの中心にある厚紙の芯の内径。

診断  機能しないプ リ ンタ機能に関する情報。 プ リ ンタの問題の ト ラブルシューティ
ングに使用されます。
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ダイカッ ト用紙  個々のラベルが用紙ラ イナーに付着している タ イプのラベル ・ ス
ト ッ ク。 これらのラベルは、 互いにぴったり一列か、 少し離して配置されています。
通常、 ラベルを囲む材料は除去されています。 ( 単票用紙 参照 )。

感熱  印字ヘッ ドが用紙に直接触れる印刷方式。 印字ヘッ ドのエレ メン トが熱くなる
と、用紙の感熱性コーティングが変色します。用紙が通過する と きに印字ヘッ ド ・エ
レ メン ト を選択的に熱するこ とで、 イ メージが用紙に印刷されます。 この印刷方式で
は、 リボンは使用されません。 これを熱転写と対比してみてください。

感熱用紙  イ メージ生成時に印字ヘッ ドから直接熱を受けて反応する物質でコーティ
ングされている用紙。

ダイナミ ック  RAM  ラベル・フォーマッ ト を電子的形式で保存する と きに使用される
メモ リ ・ デバイス。 印刷時に使用されます。 プ リ ンタで使用できる  DRAM メモ リの
容量によ り、印刷できるラベル・ フォーマッ トの最大サイズおよび最大数が決ま り ま
す。 これは、 電源を切る と保存されている情報が失われる揮発性メモ リです。 

折り畳み用紙  四角形に折り畳まれている用紙。 これをロール用紙と対比してみてく
ださい。

ファームウェア  プリ ンタの稼働プログラムを指定するために使用する用語。 このプ
ログラムは、 ホス ト ・ コンピュータからプ リ ンタにダウンロード され、 フラ ッシュ ・
メモ リに保存されます。プリ ンタの電源が入るたびに、 この稼働プログラムが起動し
ます。 このプログラムは、用紙を前または後ろにフ ィードするタイ ミ ングや、 ド ッ ト
をラベル ・ ス ト ッ クに印刷するタイ ミ ングを制御します。

フラ ッシュ ・ メモリ   フラ ッシュ ・ メモ リは、 非揮発性で、 電源が切られても格納さ
れている情報を保持します。 このメモ リ領域は、プリ ンタの稼働プログラムを保存す
るために使用されます。 また、 このメモ リは、 オプシ ョ ンのプリ ンタ ・ フォン ト、 グ
ラフ ィ ッ ク ・ フォーマッ ト、および完全なラベル・ フォーマッ ト を保存するためにも
使用できます。

フォン ト   1 つの活字スタイルをもつ英数字の完全なセッ ト 。たとえば、CGTimesa™、
CG Triumvirate Bold Condenseda™ などです。

ips (1 秒あたりのインチ数 )  ラベルまたはタグを印刷する速度。 Zebra プリ ンタは、
1 ～ 12 ips で印刷できます。

ラベル  裏面粘着式の紙やプラスチッ クなどに情報が印刷される。

ラベル台紙 ( ライナー )  製造時にラベルを貼り付け、エンド ・ユーザーによる使用時
に破棄またはリサイ クルされる。

発光ダイオード  (LED)  プリ ンタの特定ステータスを示すインジケータ。 各 LED は、
監視している機能によ り、 消滅、 点灯、 または点滅します。

液晶ディスプレイ  (LCD)  LCD は、 通常稼働時の稼働ステータスか、 特定のアプ リ
ケーシ ョ ンにプ リ ンタを設定する際のオプシ ョ ン ・ メニューのいずれかを表示する
バッ ク ・ ラ イ ト ・ ディ スプレイです。

ロックアップ  これは通常、 確たる理由なくプ リ ンタの機能を停止させる障害条件を
指す一般的な用語です。 このコマンドは、 ZPL ガイ ドにあ り ません。
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用紙  プリ ンタでデータを印刷する材料。用紙のタイプには、タグス ト ッ ク、ダイカッ
ト ・ ラベル、 連続ラベル ( 用紙ライナーのあるものとないもの )、 単票用紙、 折り畳
み用紙、 ロール用紙などがあ り ます。

用紙センサー  このセンサーは、印字ヘッ ドの後ろにあ り、用紙の存在を検出します。
また、 非連続紙の場合、 各ラベルの開始位置を示すために使用されるウェブ、 穴、 ま
たは切れ込みの位置を検出します。

用紙サプライ ・ハンガー  用紙ロールをサポートする固定アーム。 

単票用紙  1 つのラベル / 印刷フォーマッ トが終了し、次のラベル / 印刷フォーマッ ト
が開始する位置を示すインジケータを含む用紙。 たとえば、 ダイカッ ト ・ ラベル、 切
れ込みタグス ト ッ ク、 および黒い登録マーク付きス ト ッ クなどです。

非揮発性メモリ   プリ ンタの電源を切った後でもデータを保持する電子メモ リ。

切り込み用紙  ラベルの開始位置を示すインジケータ と してプ リ ンタによ り検知され
る切り取られた領域のあるタイプのタグ ・ ス ト ッ ク。通常、厚紙のよ うな重い材料を
使用し、 次のタグから切り離したり裂き取られます ( 単票用紙 参照 )。

剥離  プリ ンタが印刷されたラベルを台紙から剥がし、 ユーザーがそのラベルを別の
ラベルの印刷前に除去できる操作モード。印刷はラベルが除去されるまで一時停止し
ます。

印字速度  印刷の速度。熱転写プリ ンタの場合、 この速度は、 ips (1 秒あたりのインチ
数 ) で表されます。

印字ヘッ ドの磨耗  印字ヘッ ドおよび / またはプリ ン ト要素の表面が時間経過につれ
劣化する こ と。 熱および磨耗によ り、 印字ヘッ ドは劣化します。 したがって、 印字
ヘッ ドの寿命を最大にするには、良質の印刷に必要な最低限の印字濃度設定 ( 焼け温
度またはヘッ ド温度と も呼ばれます ) と印字ヘッ ド圧力を使用します。熱転写印刷方
式の場合、用紙と同じ幅またはそれ以上の幅のリボンを使用して、荒い用紙の表面か
ら印字ヘッ ドを保護します。 このコマンドは、 ZPL ガイ ドにあ り ません。

整合  ラベルまたはタグの ト ップ ( 垂直方向 ) または両端 ( 水平方向 ) に対して印字を
整合するこ と。

リボン  ワ ッ クスまたはレジンの 「インク」 でコーティングされたベース ・ フ ィルム
から成る帯状の物質。この物質のコーティング面が印字ヘッ ドによって用紙に押し付
けられます。 リボンは、印字ヘッ ド内の小さなエレ メン トによって加熱される と、 イ
ンクを用紙に移します。Zebra リ ボンの裏面は、印字ヘッ ドの磨耗を防ぐためコーティ
ングされています。

リボンのシワ  不適切な位置調整や不適切な印字ヘッ ド圧力によ り生じる リボンのシ
ワ。 リボンにシワがある と、印刷に隙間ができたり、使用した リボンの巻き取りが不
均衡になったり します。 このよ うな場合は、 位置調整手順に従い修正してください。 

ロール用紙  芯 ( 通常、 厚紙 ) に巻かれた状態で提供される用紙。 これを折り畳み用
紙と対比してみてください。

サプライ製品  用紙と リボンを指す一般的な用語。
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シンボル ・ コード体系  バーコードを指す一般的な用語。

タグ  裏面粘着式ではないが、 何かに引っ掛ける と きに使用できる穴や切れ込みがあ
るタイプの用紙。タグは、通常、厚紙やその他の耐久性のある物質で作られています。

切り取り   ユーザーが手作業でラベルやタグ ・ ス ト ッ クを残りの用紙から切り取る と
きの操作モード。

熱転写  印字ヘッ ドが、 インクまたは樹脂でコーティングされた リボンを用紙に押し
付ける印刷方式。印字ヘッ ド ・エレ メン トに熱を加えるこ とで、 インクまたは樹脂が
用紙に移り ます。用紙およびリボンが通過する と きに印字ヘッ ド ・エレ メン ト を選択
的に加熱するこ とで、 イ メージが用紙に印刷されます。 これを感熱と対比してみてく
ださい。

隙間  印刷の対象だったが、 リボンのシワや故障した印字ヘッ ド ・ エレ メン ト などの
エラー条件によ り印刷されなかったスペース。 隙間がある と、 印刷されたバーコー
ド ・シンボルが正し く読み込まれなかったり、 まったく読み込まれないこ とがあ り ま
す。
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数字
1 次ネッ ト ワーク
選択方法 , 101
ユーザー ・ メニュー項目 , 33

C
CALIBRATE ( キャ リブレート ) ボタン , 16
CANCEL ( キャンセル ) ボタン

CANCEL ( キャンセル ) セルフ ・ テス ト , 164
位置 , 16

E
ESSID
表示方法 , 105
ユーザー ・ メニュー項目 , 36

F
FCC 準拠 , 4
FEED ( フ ィード ) ボタン

FEED ( フ ィード ) および PAUSE ( 一時停止 ) 
のセルフ ・ テス ト , 169

位置 , 16
FEED ( フ ィード ) セルフ ・ テス ト , 166

I
IP アドレス
表示または設定方法 , 103
ユーザー ・ メニュー項目 , 34

IP 設定を外部デバイスからロード
ユーザー ・ メニュー項目 , 34

IP プロ ト コル (IP レゾ リ ューシ ョ ン )
変更方法 , 103
ユーザー ・ メニュー項目 , 34

IP プロ ト コル
変更方法 , 103
ユーザー ・ メニュー項目 , 34

L
LCD エラー ・ メ ッセージ , 150

M
MAC アドレス
表示方法 , 105
ユーザー ・ メニュー項目 , 35

P
PAUSE ( 一時停止 ) ボタン

FEED ( フ ィード ) および PAUSE ( 一時停止 ) 
のセルフ ・ テス ト , 169

位置 , 16
PAUSE ( 一時停止 ) セルフ ・ テス ト , 165

U
USB ポート

USB 接続の特性 , 43

Z
ZBI プログラムの実行

START PROGRAM ユーザー ・ メニュー項目 , 
33

実行方法 , 100
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Zebra Basic Interpreter (ZBI)
START PROGRAM ユーザー ・ メニュー項目 , 

33
ZBI プログラムの実行
実行方法 , 100

Zebra プログラ ミ ング言語 (ZPL)
機能 , 175
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